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2026年3月20日（金・祝）、2025（令和7）年度放送大学学位記授与式を、東京都新宿区ベ
ルサール高田馬場において挙行した。 2025年度の学部卒業生は5,812名、大学院修士課
程修了生は193名、大学院博士後期課程修了生は7名であった。
卒業証書・学位記授与（教養学部卒業生総代上野寛子さん、修士課程修了生総代河野
直弘さん、博士後期課程修了生総代後藤妃佐絵さんが壇上で受領）の後、岩永学長によ
る式辞、清水真人文部科学大臣政務官、近藤玲子総務省大臣官房審議官、須藤國夫放
送大学同窓会連合会会長からの祝辞に続き、教養学部卒業生総代風間睦子さん、修士
課程修了生総代依田尚志さん、博士後期課程修了生総代坂本元さんによる謝辞があっ
た。その後学長表彰が行われ、教養学部全コースを卒業した133名の「放送大学名誉学
生」（代表遠藤浩二さん）が表彰された。続いて、優れた教育活動を行った専任教員に与
えられる「優秀授業賞」を野崎歓教授と宮本陽一郎特任教授が、「教育功績賞」を岩崎久
美子教授が受賞した。
また、髙橋理事長より放送大学チャレンジ募金の感謝状が贈呈された。
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【企画】 2025年度放送大学学内広報委員会
委員長：生活と福祉／関根 紀子教授
副委員長：人間と文化／杉森 哲也教授
心理と教育／波田野 茂幸教授　社会と産業／桑田 学准教授 
情報／森本 容介教授　自然と環境／隈部 正博教授 
茨城学習センター／小野寺 淳所長　総務部／竹花 浩幸部長
学習センター支援室／佐藤 宏光室長
事務局：総務部広報課

【編集】 2026年度放送大学学内広報委員会
委員長：生活と福祉／関根 紀子教授
副委員長：自然と環境／隈部 正博教授
心理と教育／波田野 茂幸教授　社会と産業／桑田 学教授
人間と文化／滝浦 真人教授　情報／伏見 清香教授
沖縄学習センター／和田 浩二所長　総務部／竹花 浩幸部長
学習センター支援室／小野 耕志室長
事務局：総務部広報課
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そのいくつかはすぐにでも実装可能な

レベルの成果をあげています。

一方、同時期に学園に設置されたIR

（Institutional Research）室も、2025

年度に入って本格的な活動を展開して

います。設置目的である放送大学に関

わるデータの収集とその体系的管理は

計画的に進めてきましたが、それに加

え、2025年夏には学生の学習実態や

意識そして本学教育への評価等を総合

的に尋ねる「総合学生調査2025」を実

施して、その結果の分析から多くの興味

ある示唆を得ることができました。これ

まで十分にくみ上げることができていな

かった学生の学習の実態や意識を知

る重要な手立てとして、今後も毎年度特

集テーマを変えながら、同様の調査を

継続して実施していく予定です。

海外展開への第一歩

放送大学では、これまで正規の学生とし

て受け入れることができていなかった海

外在住邦人の方々の潜在的ニーズ、つま

り日本語で高等教育を受けさらには学

士や修士等の学位を取得したいという

希望に応えるためのシステムを、これまで

数年間を費やして構築してきました。海

外展開を進めるにあたっては、広域ネッ

ト配信に係る著作権処理、印刷教材の

送付と通関、等々の問題が山積していま

したが、それらを一つ一つ解消してようや

く2026年4月より、海外から科目履修生

および修士科目生を受け入れることが

できるようになりました。その本格実施を

前に、すでに2025年度後期から先行し

て学生受け入れの試行を行っています。

その受講後の評価についてはまだまとめ

きっておりませんが、側聞するところでは、

「単位認定試験までWebで受けられる

のは助かる」、「日本語での高等教育機

会がなかったので助かる」といった評価

が多く見られるようです。2026年第１学期

には、世界の46カ国と極地（南極）から

257名の海外在住学生が出願しました。

これからの展開にも大いに期待がもてる

ところです。

躍進する通信制高等教育

2020年春から23年春にかけて続いた

コロナ禍により、日本社会はさまざまな

分野で大きなシステムの変更・変質を余

儀なくされました。特に、物理的、空間的

な人の移動を伴う情報の交換やコミュ

ニケーションは可能な限り電子的なリ

モート手段にとって代わられることとな

り、社会の様相も大きく変わりました。大

学教育もその例外ではなく、ほとんどの

通学制大学で対面授業に代えて遠隔

（リモート）授業（オンデマンドを含む）が

行われるようになりましたが、当然のこと

ながら、遠隔授業は緊急避難的な「代

替手段」と見られていました。しかし、教

える側、学ぶ側の双方からその時期の

遠隔授業への肯定的な事後評価が多

く出されたことで、コロナ禍終息後もそ

の一部は正規の授業形態として残るこ

とになりました。遠隔授業の有効性があ

らためて社会に認知された証だとも言

えるでしょう。その授業形態の変容は日

本の大学教育の質的転換につながると

いう見解も出てきました＊。

＊田口真奈ほか著『越境する通信制大

学－学びのゲームチェンジャー』東信

堂 (2025)

そうした背景のもと、2025年度には新

たに５校の通信制大学が開講しまし

た。当初、強力なライバル出現で、放送

大学の入学希望者は激減すると思わ

れましたが、実際にはかえって増加しま

した。要は、通信制での学びを選択する

進学希望者（特に若年者）が日本全体

として増えているということです。本学で

も最近は10代・20代の入学者が増えて

います。これが今後も続く傾向なのか、

それともちょっとした一時的なブームで

終わるのか、安易な予断は許されませ

んが、遠隔高等教育への社会的信頼

度が増していることは確かです。

次世代教育研究開発センターとIR室

2024年4月、本学園に設置された次世

代教育研究開発センター（NERC）は、

2025年度に入って教職員による研究

開発プログラムへの支援を本格化しま

した。年度内に進められた研究開発プ

ログラムは、「放送大学の教育実践・蓄

積を進化させた遠隔高等教育標準

（OUJモデル）の開発」、「生成AIを活

用したスキル測定問題の作成支援方

法の研究」、「心理学実験実習に係るオ

ンライン教材の研究開発」、「質保証さ

れた単位認定のための試験手法の研

究」、「リカレント教育等の拡充のため

のプラットフォームの整備」など、全24

テーマに及びます。いずれもNERCの設

置理念である「放送大学での実装をめ

ざす教育システムと教育方法の研究開

発」に相応しい研究であり、現在すでに

2025年
―ポストコロナの放送大学

岩永 雅也放送大学長

Annual Review 2025 発刊に寄せて

 

特設ウェブサイトトップバナー

次世代教育研究開発センター



5 Annua l  Rev i ew  2025 6Annua l  Rev i ew  2025

【特集】 2025年度の主な出来事

【特集】 2025年度の主な出来事

Annual Review 2025

大学附属図書館は教育研究の基盤を構
築するとともに、人類の文化的遺産であ
る貴重書を次世代に継承する役割をも
担っている。放送大学附属図書館では、
ニュートンの『プリンキピア』初版本や『百
科全書』初版、シーボルト著『日本』の初
版本ほか海外で出版された16世紀から
開国までの日本に関する書物や、西洋で
作られた日本地図・古写真、ちりめん本な
ど、ユニークで貴重なコレクションを収集
所蔵している。
そうした貴重書の中には、2025年度に放
送されたテレビ番組とゆかりの深い書物
がいくつもある。そこでそれらの画像をウェ

ブサイトで公開するとともに、図書館１階
ロビーで企画展示を行った。
第一弾は、NHK大河ドラマ「べらぼう～蔦
重栄華乃夢噺」の主人公・蔦屋重三郎が
出版した『画本虫撰』（えほんむしえらみ、
1788年刊）という絵入狂歌本である。秋
の虫や蜂、芋虫、蝶、蜥蜴などを題材に、
恋の駆引きや日常の滑稽さなどを皮肉を
利かせて詠んだ狂歌と、喜多川歌麿が描
いた精緻で美しい虫・植物の絵とが組み
合わされている。雲母摺(きらずり)、金銀
など当時最先端の技法と贅を尽くした本
書は江戸文化の精華であり、番組のタイ
トルバックに登場し、ドラマの中でも重要

な役割を果たした。展示は本館が所蔵す
る復刻版とし、原本の見学会を別途開催
した。見学会では多くの参加者に、電子
画像や復刻版では伝達しえない原本な
らではのテクスチャ、時代を経た書籍のも
つ独特の味わいをご堪能いただいた。
年度後半に放送されたNHK連続テレビ
小説「ばけばけ」の主人公にちなみ、「小
泉八雲コレクション」の展示も行った。八
雲が執筆したちりめん本（縮緬のような風
合いの和紙に木版多色刷挿絵と欧文に
よる昔噺や日本紹介文を活版で印刷）の
『日本昔噺』シリーズ五点、八雲が妻・節
(せつ)から聞いた幽霊譚を元に書き下し

放送大学学園次世代教育研究開発セン
ター（NERC）は、放送大学の多様な教授
形態と教育実践を基盤として、メディアを
活用した次世代教育の研究開発を推進
する研究拠点である。教育コンテンツの企
画・制作・評価と研究開発を一体的に進
めるとともに、国内外の研究機関との連携
を通じて、遠隔高等教育の高度化と新た
な可能性の探究に取り組んでいる。教育
実践、教材制作、学習データ分析を統合
した研究開発を大学全体の教育基盤の
中で推進している点に特徴があり、一部
の研究課題では、教員と職員が協働する
教職連携の研究も行われている。NERC
は、放送大学における教育研究の高度化
を支える横断的研究拠点としての役割を
担っている。
設置2年目となる2025年度は、「学習研
究部門」と「経営戦略部門」の二部門体
制の下、学習研究部門17課題、経営戦略
部門7課題、計24件の研究開発課題を推
進した。学習研究部門では、「評価・分析」
「手法・教材開発」「学修支援・交流」の三

ユニットが連携し、教育実践と研究を結び
つけた取組を展開した。評価・分析ユニッ
トでは、学習履歴分析などの継続研究に
加え、実験参加者プールの構築や放送授
業配信ログ分析の基盤整備を進めた。手
法・教材開発ユニットでは、生成AIを活用
した問題作成支援や電子書籍プラット
フォームに関する研究を進めるとともに、オ
ンライン試験における不正行為の分析、
オンライン教材の開発、授業の同時字幕
化に向けた制作フローの検証など、教育
実装を見据えた研究開発に取り組んだ。
学修支援・交流ユニットでは、バーチャル
ラーニングコモンズ（VLC）やマイクロクレ
デンシャルに関する研究に加え、GDN
（Groningen Declaration Network）原
則に基づく学習認証エコシステムの設計
や、オンライン学習グループによる集合知
形成の実践研究を進めた。
経営戦略部門では、大学の将来戦略と連
動した研究開発を推進した。タイプAで
は、障害学生支援体制の整備、高校連携
による先取り学習の可能性の検討、知的

障害者の学習方法と学修成果評価に関
する研究など、多様な学習者ニーズに対
応する取組を実施した。タイプBでは、AIを
活用したリカレント教育プラットフォームの
整備やリメディアル教育の推進、遠隔高等
教育標準の構築を目指すOUJモデル研
究を継続するとともに、IR（Institutional 
Research）の機能強化を視野に入れた
情報利活用の高度化に関する研究を進
めた。
これらの研究については、2025年9月29
日に中間報告会を、2026年3月16日およ
び23日に成果報告会を実施した。これら
の報告を通じて、各研究領域において実
証的成果や実装に向けた知見の蓄積が
着実に進んでおり、本センターの研究活
動が多方面にわたり成果を上げつつある
ことが確認された。
当センターは今後も、研究成果を有機的
に連携させ、放送大学の教育実践に根ざ
した遠隔教育の高度化を推進するととも
に、本学および国内外の高等教育に資す
る知見の創出と社会への還元を目指す。

機能拠点の新設 ～学習センター未来の芽～ 副学長 山室 恭子

附属図書館企画展示
「『画本虫撰』」「小泉八雲コレクション」「西欧から見た中世日本」

附属図書館長 仁科 エミ

次世代教育研究開発センター（NERC）2025年度活動報告 次世代教育研究開発センター長
芝﨑 順司

た短編集『Kwaidan』（怪談、1904年刊）
の節のサイン入り初版本などを紹介した。
2026年からは、大航海時代に西欧で描
かれた日本地図（複製）を中心に、当時の
西欧諸国が日本をどのように認知し描い
たのか、その変遷を紹介する企画展示
「西欧から見た中世日本」を行っている。
地図を随時入れ替えつつ、西欧から見た
安土桃山時代（NHK大河ドラマ「豊臣兄
弟！」の時代）の日本の姿を紹介していく。
これからも本学が所蔵する貴重書を積極
的に公開していきたいと考えている。

放送大学附属図書館１階展示スペース 『画本虫撰』の精緻美麗な一頁

放送授業の学習ペースのクラスタリング バーチャルラーニングコモンズ（VLC）上における
卒業研究発表会の様子

えほんむしえらみ

全都道府県に所在する50の学習セン
ターは、学生の学びを支える最前線であ
る.そのありようが、近年、大きく変容しつ
つある。ひとことでくくれば対面からWeb
へ。単位認定試験が自宅でのWeb受験
となり、面接授業の他にオンライン授業や
ライブWeb授業といった選択肢が増え、
もはや一度も学習センターに足を運ばず
とも卒業可能となり、コロナ禍後の在宅志
向もあって、来所する学生は減少しつつ
ある。
新しい時代には、新しい学生サポートの
形が必要となる。Web上でしかつながれ
ない、いわば「顔の見えない」学生たち
に、どのようにサポートの手を伸ばせば良
いか。各学習センターで、さまざまなトライ
アルが始まっている。
そうしたトライアルを応援し、その成果を全
センターで共有しようと立ち上げたのが機
能拠点制度である。先進的なトライアルを
希望する学習センターが手を挙げ、審査
を経て採択されれば、プロジェクト遂行の
ための職員が一定期間配置される。3年
なり5年なりの期間でプロジェクトを実施
し、成功すれば、そのノウハウを全センター

で共有しようという仕掛けである。
この機能拠点制度を立ち上げるにあたり、
まず、制度を支える組織をつくった。学習セ
ンターのことは学習センターで決めるべ
し。自立性を支える「学習センター運営委
員会」を新設し、7つの地域ブロックから代
表委員を選出。半年任期のサイクルで回
して、なるべく多くの学習センターが全体
の運営に参加できる制度設計とした。
つぎに、制度を運用する財源を確保した。
折しも全国の学習センターの職員再配置
計画が動いたので、その計画に組み込む
形で、経営合理化により生み出された余
剰分を新規プロジェクトにチャレンジする
機能拠点に配分する原資として用意した。
組織と資金が整って、2025年11月に初
年度の公募開始。12件の応募があり、学
習センター運営委員会にて熟
議の末、7件の採択に至った。
初年度、ユニークなプランが出
そろった。たとえば実験授業の
拠点。物理や化学の実験授業
を統括する実験授業コーディ
ネータを配置し、南関東ブロッ
ク一体として組織的・効率的に

実験授業の展開をはかるプランである。
ひとつのセンターでできる事業の規模は
限られる。けれどアイディアの芽を出せ
ば、それを若葉に育てるくらいの資金が
獲得できる。すくすく育ったら、他のセン
ターにも株分けできる。そうやって、全セン
ターのコラボレーションを実現し、学習セ
ンターの未来を花開かせようというプラン
である。ご期待いただきたい。
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放送授業は、BSテレビ（231ch、232ch）またはBSラジオ
（531ch）で受ける授業である。科目によってテレビ科目とラジ
オ科目に分かれており、BS放送やケーブルテレビなどを通じ
て、全国で放送されている。なお、学生専用サイト（システム
WAKABA）では、全ての科目をインターネット上で配信してお
り、時間と場所を選ばずにパソコンやスマートフォンなどで視
聴可能である。 １コマ45分の授業が15コマで構成された2単
位科目である。 
2025年度は、学部288科目、大学院50科目の合計338科目 
を開設している。制作された放送授業は、原則として4年から6
年間開講し放送するため、全開設科目の5分の1前後が毎年
入れ替わる。 2025年度の新規開設科目は、学部39科目（テ
レビ25科目、ラジオ14科目）、大学院10科目（ラジオ10科目）
の 合計49科目である。

学生に向けた教育

放送授業（テレビ・ラジオによる授業）

2025年度新規開設科目（コース科目）
生活と福祉

生活経済学（’２５） ラジオ
疾病の回復を促進する薬（’２５） テレビ
疾病の成立と回復促進（’２５） テレビ
睡眠と健康（’２５） ラジオ
食の安全（’２５） テレビ
人間・環境情報とDX（’２５） テレビ
リハビリテーション（’２５） ラジオ

専門科目

導入科目

基盤科目（外国語）
シン・ビートルズde英文法（’２５） ラジオ
韓国語Ⅰ（’２５） テレビ
韓国語Ⅱ（’２５） ラジオ
初歩のスペイン語（’２５） ラジオ

2025年度新規開設科目（基盤科目）
基盤科目

問題解決の進め方（’２５） テレビ
遠隔学習のためのパソコン活用（’２５） テレビ

科目名 メディア

スポーツ社会学（’２５） ラジオ
看護・保健系調査方法論（’２５） ラジオ
生活リスク論（’２５） ラジオ

グローバル時代の教育文化（’２５） ラジオ
成人の発達と学習（’２５） ラジオ
社会心理学特論（’２５） ラジオ

臨床心理面接特論Ⅰ（’２５） ラジオ
臨床心理面接特論Ⅱ（’２５） ラジオ

ソフトウェア工学（’２５） ラジオ
計算と自然（’２５） ラジオ

生活健康科学

人間発達科学

大学院 2025年度新規開設科目

老年看護学（’２５） ラジオ
精神看護学（’２５） テレビ

看護師資格取得に資する科目 

社会と産業
社会学概論（’２５） テレビ
社会経済の基礎（’２５） ラジオ
国際法（’２５） ラジオ
西洋政治思想の文脈（’２５） ラジオ
日本政治外交史（’２５） テレビ
マーケティング（’２５） テレビ
NPO・NGOの世界（’２５） ラジオ
企業経営の国際展開（’２５） ラジオ
これからの住まいと建築（’２５） テレビ

導入科目

専門科目

人間と文化
博物館情報・メディア論（’２５） テレビ
博物館展示論（’２５） テレビ
映画芸術への招待（’２５） テレビ
博物館資料保存論（’２５） テレビ

専門科目

情報
初歩からの情報科学（’２５） テレビ
生活を支えるコンピュータ技術（’２５) テレビ
Webのしくみと応用（’２５） テレビ
映像コンテンツの制作技術（’２５） テレビ

導入科目
専門科目

自然と環境
生物環境の科学（’２５） テレビ
数学の歴史（’２５） テレビ
ジオストーリー（’２５） テレビ

導入科目
専門科目
総合科目

学　部
大学院
計

テレビ科目
169

5
174

ラジオ科目
119
45

164

計
288
50

338

2025年度 開設科目数

学生に向けた教育

Annual Review 2025

（注）「テレビ※」は放送授業ですが、テレビによる放送は行わず、インターネット配信限定で視聴する科目です。

面接授業は、学習センターなどで教員から直接指導を受ける授
業である。１科目１単位で、90分の授業７コマ、45分の授業1コ
マ、計8コマで構成されている。
学友と共に学んだり、教員と交流を深めたりできる貴重な機会と
なっており、全国の学習センターとサテライトスペースで、年間約

2,700クラスが開講されている。また、教室の中だけでなく、学習
センター以外の場所で演習・実習等を行う授業も開講している。
2025年度は、2,449クラス（１学期1,222クラス、２学期1,227ク
ラス）を開講した。

面接授業

講　師
開講日

専門科目：人間と文化コース

アメリカ：過去と現在
伊藤 豊（山形大学学術研究院（人文社会科学部担当）教授）
2025年5月31日（土）、6月1日（日）

授業紹介

山形
学習センター

教育の社会学（’２５） テレビ
特別支援教育総論（’２５） ラジオ
知的障害教育総論（’２５） ラジオ
学習・言語心理学（’２５） テレビ

専門科目

心理と教育
導入科目

臨床心理学

情報学

アメリカの歴史と現状を多角的な視点から考察し、現代アメリカをより深く理解することを目標に学びました。授業の合
間には意見交換の機会も設け、学生同士のディスカッションを通して理解をさらに深めることができました。 　
受講した学生からは、「動画や楽曲が効果的に使われていて理解しやすかった」と好評でした。 　

講　師
開講日

導入科目：心理と教育コース

地域社会の多文化共生を考える
内海 由美子（山形大学学術研究院（学士課程基盤教育院）教授）
2025年10月25日（土）、26日（日）

日本人の人口が減る中で在留外国人が増える今、誰もが安心し
て暮らすことができる地域を作るために、多文化共生の在り方を
学びました。 　
2日目は実際に留学生と対話し、ワークショップ形式を取り入れな
がら授業を行いました。受講者からは、「多文化共生のためにで
きることを具体的に知ることができた。」「実際に外国の方と交流
することで、講義で学んだ内容を実践できとても有意義だった」と
大変好評でした。



ライブWeb授業は、自宅などのパソコンに受講環境を整えてリア
ルタイムで受講する授業である。１単位（8コマ）の科目と、２単位
（15コマ）の科目があり、１コマは90分である（全コマのうち1コマ
のみ45分の場合もある）。
講義資料の配付、出席登録、講義用Zoomへの入室、課題提出
等はすべて専用のシステム（LMS）上で行い、決められた日時に
講義用Zoomに入室して授業を受講し、科目ごとに定められた期
間内に課題（レポート等）を提出する。

また授業によっては学生同士のグループワークを行うこともあり、
講義資料や講師からのお知らせ、後日提出が必要なレポート等、
講義時間外に取組みや確認が必要な活動が当該システム上で
示される場合がある。
学生が自宅から全国のライブWeb授業を受講することができるこ
とも魅力のひとつで、2025年度は171科目（１学期75科目、2学
期96科目）を開講した。

学生に向けた教育
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オンライン授業

基盤科目  少子化時代の子育て―法と政策（’２５） 1

心理と教育 導入科目 教育政策のデザイン（’２５） 2

 専門科目 現代のキャリアコンサルティング（’２５） 1

社会と産業 専門科目 社会科学で綴る伝記（’２５） 1

 専門科目 サプライチェーン・マネジメント（’２５） 2

人間と文化 専門科目 「日本語らしさ」とは何か（’２５） 2

 専門科目 博物館資料論（’２５） 2

情報 導入科目 表計算プログラミングの活用（’２５） 1

 導入科目 ゲーム理論入門（’２５） 1

自然と環境 専門科目 地球と環境の探究（’２５） 2

コース 科目名 単位数
２０２5年度教養学部 新規開設科目

人間発達科学  論文作成のための教育研究（’２５） 1

人文学  アカデミック・スキルズ（’２５） 1

  人文学の現在（’２５） 1

情報学  プログラミング応用（’２５） 1

自然環境科学  自然や環境の諸問題（’２５） 1

プログラム 科目名 単位数
２０２5年度大学院修士課程 新規開設科目

オンライン授業は、インターネットに接続されたパソコンなどを
使い講義を視聴し、学習活動や成績評価の課題（選択式問
題、レポート、ディスカッション等）に取り組む授業である。１単位
（8コマ）の科目と、２単位（15コマ）の科目があり、１コマあたり、
講義が45分程度と学習活動が45分程度を合わせた90分程
度である。成績評価は課題により行うため、通信指導や単位認

定試験はなく（一部科目は単位認定試験を実施）、自宅や職場
などインターネット環境があれば、場所や時間に縛られることな
く自分のペースで学ぶことができる。
2025年度1学期は、2024年度に制作された教養学部10科目と
大学院修士課程5科目を新規開講した。また、2026年度開講の
教養学部10科目と大学院修士課程5科目が新規制作された。

ライブWeb授業

制作科目数
（コマ数）

運用科目数

オンライン授業科目数推移
2017 2018 2019 2020

1学期

12
（159）

20

2学期

26

1学期

10
（136）

38

1学期

14
（129）

48

2学期

50

1学期

12
（109）

61

2022

1学期

9
（100）

75

2学期

78

2023

1学期

10
（126）

82

1学期

15
（155）

88

2025

1学期

15
（156）

94

2学期

　
　

94

2021

1学期

9
（114）

72

2学期

82

2024

2学期

88

2025年度認証プランと認証状取得者数（2026年3月31日現在）※開始時よりの累計数  「科目群履修認証制度（放送大学エキ
スパート）」は、本学が2006年から実施
している学習プログラム（履修証明プロ
グラム）で、学校教育法第105条「履修
証明制度」　に対応している。本学が
指定する特定の授業科目群17プランに
沿って専門分野を体系的に学び申請す
ることで、修了者には法に基づく認証状
と証明書のほか、希望者には携帯でき
る認証カードが交付される。履歴書への
記載や、博物館などボランティア活動に
役立つ。2026年3月31日までの累計認
証取得件数は37,415件である。

本学では、様々な機関からの支援を受
け、社会の要請に応じた寄附科目を開
設している。2025年度には、1科目の寄
附科目を放送した。

科目群履修認証制度（放送大学エキスパート）

寄附科目

健康福祉指導プラン

福祉コーディネータプラン

社会生活企画プラン

心理学基礎プラン

臨床心理学基礎プラン

異文化コミュニケーションプラン

宇宙・地球科学プラン

環境科学プラン

芸術系博物館プラン

歴史系博物館プラン

自然系博物館プラン

工学基礎プラン

地域貢献リーダー人材育成プラン

日本文化を伝える国際ボランティア・ガイド(基礎力)養成プラン

学校地域連携コーディネータープラン

データサイエンスリテラシープラン

データサイエンスアドバンスプラン

社会探究プラン※①

次世代育成支援プラン※①

生命科学プラン※①

社会数学プラン※①

食と健康アドバイザープラン※②

人にやさしいメディアデザインプラン※②

データサイエンスプラン※②

市民活動支援プラン※③

日本の文化・社会探究プラン※③

計算機科学基礎プラン※③

実践経営学プラン※④

ものづくり MOT プラン※④

コミュニティ学習支援プラン※④

アジア研究プラン※④

エネルギー・環境研究プラン※④

著作権法（’２２） 日本音楽著作権協会（JASRAC） ラジオ

科目名 寄附団体名 メディア
2025年度開設寄附科目

※①がつくプランは、2021年3月31日をもって廃止しましたが、経過措置として2026年3月31日まで申請が可能です。
※②がつくプランは、2022年3月31日をもって廃止しましたが、経過措置として2027年3月31日まで申請が可能です。
※③がつくプランは、2023年3月31日をもって廃止しましたが、経過措置として2028年3月31日まで申請が可能です。
※④がつくプランは、2019年3月31日をもって廃止し、経過措置が2024年3月31日で終了しました。

認証プラン名 認証状の名称 認証状取得者数

学校教育法第105条
「履修証明制度」とは…

社会人などを対象とした、2007年に始
まった新しい履修・学習の証明制度。
大学などが開設した一定のまとまりあ
る学習プログラム（履修証明プログラ
ム）の修了者に対して、大学などが法に
基づく「履修証明書」（certificate）を
交付できる制度（詳細は文部科学省の
ホームページを参照:https : //www.
mext.go.jp/a_menu/koutou/shou
mei/）である。

  

 

健康福祉運動指導者

福祉コーディネータ

社会生活プランナー

心理学基礎

臨床心理学基礎

異文化理解支援

宇宙・地球科学

環境科学の基礎

芸術系博物館活動支援

歴史系博物館活動支援

自然系博物館活動支援

工学基礎

地域貢献リーダー人材

日本文化を伝える国際ボランティア・ガイド(基礎力)養成

学校地域連携コーディネーター

データサイエンス・リテラシー

データサイエンス応用基礎

現代社会の探究

次世代育成支援

生命人間科学

数学と社会

食と健康アドバイザー

人にやさしいメディアのデザイン

データサイエンス

市民政策論

日本の文化と社会

計算機科学の基礎

経営の理解

ものづくりと MOT（技術経営）を学ぶ

地域生涯学習支援

アジア研究

エネルギー環境政策論

3,205 

3,335 

1,679 

5,266 

3,197 

1,598 

1,001 

950 

1,626 

1,889 

909 

535 

830 

417 

365 

777 

504 

730 

1,353 

973 

547 

986 

225 

192 

794 

783 

501 

647 

397 

342 

522 

340 

37,415 
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　看護師国家試験受験資格
　看護師の特定行為
　研修制度対応科目

キャリアアップ支援【資格取得】

本学では、現職教員が教育職員検定により、上位や他教科
等の教員免許状を取得しようとする際に必要な科目の一部
又は全部を履修することができる。

教　員 心理学

准看護師として5年※以上の就業経験を有し、看護師学校
養成所2年課程（通信制）に入学して、68単位以上を修得し
て卒業すると、看護師国家試験を受験することができる。そ
の際、放送大学で修得した単位を各養成所の判断により、
総修得単位の2分の1を超えない範囲で当該養成所におい
て修得したものとして認定を受けることができる。
※2026年4月入学生から就業経験が7年から5年に変更

また、放送大学大学院では、看護師の特定行為研修科目の
うち、共通科目（講義・演習部分）をオンライン授業として全
国の看護師に科目を提供している。なお、2026年3月現在、
本学は指定研修機関33機関の協力施設となっている。

看護師

　上位・他教科・隣接校種の
　教員免許状
　特別支援学校教諭免許状
　（知的障害者教育領域・
　肢体不自由者教育領域）
　養護教諭の上位の免許状
　栄養教諭免許状
　学校図書館司書教諭資格

　学芸員資格  
　社会教育主事任用資格
　社会教育士 
　社会福祉主事任用資格 
　介護教員講習会の対応科目

本学で人気のある心理学は、科目が豊富で、生活や仕事に
役立つ知識を得られるだけでなく、資格取得を目指すことも
可能である。

日本心理学会が認定する「認定心理士」は、心理学に関す
る標準的な基礎知識と基礎技術を正規の課程において修
得していることを認定する資格である。心理職を目指す人に
は大切な第一歩であり、本学ではこれまでに16,300人以上
が資格申請を行っている。

また、臨床心理学にもとづく知識や技術を用いて心理的な
問題を取り扱う「臨床心理士」は、内閣府の認可する公益財
団法人日本臨床心理士資格認定協会が認定し、公立学校
スクールカウンセラーの資格要件になるなど、公的にも認め
られている。本学大学院は、受験資格を得るために同協会
が指定する大学院（2種）で、修士全科生として臨床心理学
プログラムを修了し、修了後合計1年以上の心理臨床実務
経験を積んだ後に受験可能になる。2025年度の本学での
臨床心理士資格審査の合格率は、63.6%であった。

「公認心理師」は2015年に成立した「公認心理師法」に基
づく、心理職初の国家資格である。本学では、2019年度よ
り学部段階における公認心理師カリキュラムを開設した。な
お、対応科目のうち「心理演習」と「心理実習」の２科目を受
講するためには選考試験に合格する必要がある(受講者定
員は全体で30名。2026年度「心理演習」「心理実習」受講
のための選考試験の出願倍率は15.2倍)。
※本学では大学院段階のカリキュラムには対応していない。

　認定心理士
　臨床心理士受験資格
　公認心理師受験資格（学部段階）

本学で修得した単位は、その他以下の資格取得等のために
活用することができる。

障がいのある学生への修学支援
本学では、障がいのある方に障がいの特性等に応じた様々な
修学支援を行っている。
視覚障がい等により印刷教材を読むことが困難な方への支援
として、希望者には印刷教材のテキストデータを提供している。
また、国立国会図書館視覚障害者等用データ送信サービスへ
の上記テキストデータの提供を行っており、2023年度からは同
テキストデイジーデータ、2024年度からはマルチメディアデイ
ジーデータの提供も開始した。
一方、聴覚障がい等がある学生への支援としては、テレビ授業

科目、オンライン授業科目や特別講義における字幕挿入を行っ
ている。また、インターネット配信では、一部のラジオ科目でも字
幕視聴が可能になっている。
さらに単位認定試験では、Web単位認定試験において、障が
いがあることによりWeb画面操作が困難である方、読み上げ機
能を使用する方等に試験時間の延長を認めた他、Web受験が
できない方については、これまでと同様に学習センターに来所
していただき、音声問題や点字問題による出題や、別室や希望
座席での受験を認める等の配慮も実施した。

本学（学部）では、学生が指導教員から直接、指導を受ける機
会を提供するため、卒業研究を開設しており、毎年多くの学生
が履修している。そこで2007年度から、卒業研究の履修を将来
希望する学生への情報提供として、卒業研究のテーマ一覧と、
研究成果である卒業研究報告書の公開を、キャンパスネット
ワークホームページで開始した。2025年度も2024年度履修者
の中から、各コースで選ばれた卒業研究報告者について、シス
テムWAKABAで公開した。

大学院については、在学生や今後の入学者への情報提供のほ
か、修士課程の教育研究内容が具体的に見える資料として利
用されることを目的とし、修士論文を基にした学生論文集
「OpenForum（放送大学大学院教育研究成果報告）」を2005
年度から2021年3月刊行の第17号まで冊子体で刊行した。

学生の研究成果の公開
2020年度修了生からは、各プログラムで選ばれた修士論文に
ついて、システムWAKABAでの公開を開始している。
一方、従来「OpenForum」が担っていた学外への発信機能を
引き継ぎ、さらに強化することを目的として、2022年3月には教
員有志によるオンラインジャーナル「放送大学文化科学研究
(The OUJ Journal of Arts and Sciences)」を創刊し、ホー
ムページ(https://oujjas.com)での公開を開始した。オンライ
ン化によって在学生に限らず誰からも閲覧可能となっただけで
なく、同時に行われたページ制限の緩和によって掲載論文の内
容はより充実したものとなっている。また、創刊に当たっては新
たに設置された博士後期課程の在籍者・修了者にも門戸を開
いたが、2026年2月刊行の第5巻には博士課程研究論文2件
を含む計24件の論文が掲載され、従来の学生論文集の枠を超
える高度な内容を持つに至っている。

放送大学
マスコットキャラクター
まなぴー®
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BSキャンパスex特集 世界のアニメーション史と技術
アニメーションはどのように発展してきたのか。この「動くはずのない絵が動き出す」という革
新的技術は100年以上も前に誕生。今なお独自の発展を続けている。新しい技術を次 と々
実用化し巨大産業へと進化してゆくアメリカのアニメーション。一方、世界各地では個性豊
かなアートアニメーションが生まれ表現方法を開拓している。この番組では「技術」や「表
現」に注目してアニメーション発展の歴史を探訪する。　

生涯学習支援番組
本学は、人生100年時代における社会人の多様な学び直しの
ニーズに応え、実践的な知の基礎や職業的能力の向上に資す
る内容によって「学び直し」のきっかけを提供する、生涯学習支

援番組を2018年から放送している。
2025年度は、新規24番組を含む、529番組の生涯学習支援
番組を放送した。

16番目の授業 ダイナミックな地球　アメリカ西部でプレートテクトニクスを読み解こう
 現代の内部監査　～「グローバル内部監査基準」とその概要～
BSキャンパスex特集 古文書を訪ねる旅～熊谷家文書と安芸国三入庄～前編
 古文書を訪ねる旅～熊谷家文書と安芸国三入庄～後編
 イネの新たな時代～日本の農学の国際貢献と生産拡大へのチャレンジ～
 古文書を訪ねる旅～新潟県立歴史博物館所蔵「越後文書宝翰集」～前編
 古文書を訪ねる旅～新潟県立歴史博物館所蔵「越後文書宝翰集」～後編
 健康とスピリチュアリティ　第１回「スピリチュアリティとは何か」
 健康とスピリチュアリティ　第２回「スピリチュアリティのさまざまな形」 
 世界のアニメーション史と技術
 『おくのほそ道』―芭蕉が最後に遺した古典―
 学ぶって楽しい！　～知的障害者と高等教育～
スペシャル講演 ジェンダー平等と日本の教育
 光が生み出す安全で快適な生活～視覚特性を生かした動的視環境計画～
 海洋生態系と微生物～そのおもしろさを語り続けて～
放送大学クラシックス シンメトリーと物理学('93)
 外国語への招待　トルコ語('97)
 外国語への招待　アラビア語('00)
 ジャポニスム('96)
 蝶　～この美しき生命の神秘～('96)
 稲作の起源を探る('00)
 私の俳句人生　～１７文字に寄せる思い～ 第二回　金子兜太 ('99)
数理・データサイエンス・ＡＩ講座 デジタルリテラシーの近未来　第1回「ロボット・ＡＩと社会 ～働き方と暮らしの変革～」
 デジタルリテラシーの近未来　第2回「ＡＩ・デジタルリテラシーと教育 ～未来を創る学び～」

2025年度の新規放送番組

数理・データサイエンス・ＡＩ講座
デジタルリテラシーの近未来　第1回/第2回
近年、生成AIの爆発的な普及により、私たちの働き方や学び方、そして暮らしは大きく変わり
つつある。番組では二回にわたって、この転換期に求められるデジタルリテラシーが今後ど
のように進化していくのかを多角的に考察する。
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本学のキャリアアップ支援認証制度に係る有料講座及び一部
の生涯学習支援番組からなる無料講座をインターネットで配信
する「インターネット配信公開講座」を2020年度に開始した。
2025年度においてはキャリアアップ支援認証制度対象の99講
座（有料）、無料配信の48講座を配信した。

インターネット配信公開講座

体系的に編成された講座を修了した方に対して、放送大学が
独自の認証状を発行する「キャリアアップ支援認証制度」を実
施している。本制度は、様々なニーズに応え受講者のキャリア

アップに資する講座を柔軟な仕組みで提供するものであり、本
学学生でなくても受講できる。また、修了者には、認証状の他、
デジタルバッジを発行する。

キャリアアップ支援認証制度

本学は、「他大学との単位互換の推進により、わが国の大学教
育の改善に資すること」を設置目的の一つに掲げている。本学と
単位互換協定を締結している大学及び短期大学は413大学あ
り、日本国内の全大学・短期大学の約38％にのぼる。さらに16
大学院、17校の高等専門学校とも単位互換協定を締結してお
り（2026年3月31日現在）、大学等から受け入れる学生数は年
間で約4,000名（延べ約7,000科目）に達する。

平成30年11月26日の第119回中央教育審議会総会で取りま
とめられた「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答
申）」において「複数の大学等の人的・物的リソースを効率的に
共有することで、一つの大学では成し得ない多様な教育プログ
ラムを提供することができるよう、単位互換等の制度運用の改善
を行うことも必要」と記載されたことを受け、国から単位互換制

度の運用に係る基本的な考え方が示された。本学では、基本的
な考え方に則り単位互換を推進することによって、多様で柔軟な
教育プログラムの編成（文理横断・学修の幅を広げる教育等）
や大学の多様な「強み」の強化など、わが国の大学等の教育課
程の充実に寄与している。

2025年度には、新たに9校の大学等と単位互換協定を締結し、
協定締結校は合計446校となった。

単位互換の取り組み

本学では、専門学校との連携協力として、専門学校に在学しな
がら本学にも入学し、本学の科目を併修する制度を実施してい
る。時間と場所を問わずに学ぶことのできる本学の特徴を活か
し、専門学校での学習と組み合わせて学べ、本学卒業により学
士（教養）の学位を取得することが可能である。
2025年度には、新たに10校の専門学校と連携協力の覚書を

締結し、連携協力校は合計82校となった。
また、高等学校との連携として、高校生が放送大学で修得した
単位を、高等学校長の判断でその高等学校の卒業に必要な
単位として認定することができるほか、高等学校卒業後に本学
に入学した場合、過去に修得した単位をそのまま、本学の卒業
に必要な単位として通算している。

専門学校・高等学校との連携協力

高知工科大学大学院 高野山大学
東邦大学 長岡大学
創価女子短期大学 杉野服飾大学
仁愛大学 奥羽大学
金城学院大学 

2025年度に締結した単位互換協定締結校

JCHO大阪病院附属看護専門学校 東京みらいAI＆IT専門学校　　大宮みらいAI＆IT専門学校　　沖縄みらいAI＆IT専門学校
東京ITプログラミング＆会計専門学校仙台校 北海道医学技術専門学校　　　天草市立本渡看護専門学校
旭川厚生看護専門学校 JCHO東京新宿メディカルセンター附属看護専門学校 佐久総合病院看護専門学校

2025年度に締結した連携協力校（専門学校）

インターネット配信
公開講座ロゴマーク

インターネット配信公開講座ポータルサイト
https://aoba.ouj.ac.jp/（要会員登録・登録無料）



一般向け講演会

生活と福祉 朝倉 富子 食と健康～高齢社会の食と味覚～ 新潟SC   対面とWeb併用 2025年10月5日
 川島 聡 障害のある人に対する差別を禁止する法律の考え方 兵庫SC,コミスタこうべ 対面 2025年6月3日
 山内 豊明 『医療者がアタマの中で進めていること』～臨床推論・アセスメント～ 山口SC   対面 2026年2月7日
心理と教育 岩永 雅也 学びで世界が変わる～生涯学習社会と放送大学～ 青森SC   対面 2025年4月13日
  学びで変わる自分も世界も～生涯学習と放送大学～ 岡山SC   対面 2025年9月20日
  「知は力」について考える－生涯学習と放送大学－ 愛媛SC   対面 2025年11月22日
 向田 久美子 子供がわかる、好きになる《子育て心理学入門》 さいたま市立大宮図書館,広報課 対面 2025年12月13日
  日本人の自尊感情 奈良SC   対面 2025年7月26日
 櫻井 直輝 教育振興基本計画と教育政策・行政 高知SC   対面 2025年6月7日
社会と産業 李 鳴 法律をもっと身近に～日常に役立つやさしい法律の基礎知識～ 東京文京SC,広報課 対面とWeb併用 2026年2月21日
人間と文化 大橋 理枝 多文化共生のためのコミュニケーション 茨城SC   対面 2025年10月18日
  多文化共生のためのコミュニケーション 東京渋谷SC,世田谷区 対面 2026年1月15日
 滝浦 真人 “ありのままを言えない日本語”は一体何を言っているのだろう？ 東京渋谷SC,広報課 対面とWeb併用 2025年7月26日
 鶴見 英成 博物館学・別館～私たちを取り巻くミュージアムについて改めて考える ～ 東京文京SC,広報課 対面とWeb併用 2026年1月31日
 船岡 美穂子 モティーフで読み解く西洋美術 広島SC   対面 2025年6月22日
情報 青木 久美子 あの頃と、いま。メディアが変えた日常～テレビ・電話・スマホの50年～ 東京文京SC,広報課 対面とWeb併用 2025年8月2日
 中谷 多哉子 ソフトウェアを開発する前に学ぶこと！
  ～あらためて開発とは？や、品質向上を考えてみよう ～ 東京渋谷SC,広報課 対面とWeb併用 2026年2月7日
自然と環境 谷口 義明 天才たちは星空に何を見たか
  ～宮沢賢治とフィンセント・ファン・ゴッホ～ 東京文京SC,広報課 対面とWeb併用 2025年8月23日
茨城SC 小野寺 淳 水戸道中膝栗毛－古道歩きの勧め－ 茨城SC   対面 2026年3月14日
神奈川SC 大谷 英雄 私のこれまでの研究史～燃焼研究からリスクマネジメントまで～ 放送大学神奈川サークル協議会 対面 2026年3月15日
新潟SC 大原 謙一 宇宙は無重力？～最弱で最強の力＝重力～ 新潟SC   対面 2025年9月28日
長野SC 大塚 勉 信州の生活の場は活断層が作った 長野SC   対面 2025年9月13日
三重SC 梅川 逸人 食品副産物中の健康に役立つ成分 三重県生涯学習センター 対面 2025年7月30日
鳥取SC 渡邉 文雄 くずもちを知れば、もっと美味しくなる 鳥取SC   対面 2026年1月31日
  クロレラってなに？歴史と栄養をひも解く 鳥取SC   対面 2026年2月7日
  ナタデココを知れば、もっと美味しくなる 鳥取SC   対面 2025年4月27日
  鮭を知れば、もっと美味しくなる 鳥取SC   対面 2025年8月2日
広島SC 吉村 幸則 ミルクはどうやってできるの？ 広島SC   対面 2025年7月27日
  家畜の健康を守る仕組み－免疫について－ 広島SC   対面 2025年12月27日
  ミルクはどうやってできるの？ 広島SC   対面 2025年8月2日
  家畜の健康を守る仕組み－免疫について－ 広島SC   対面 2025年12月13日
山口SC 杉浦 崇夫 転倒予防のためのトレーニング講座（全６回） 山口SC   対面 2025年10月12日,19日
  転倒予防のためのトレーニング講座（全６回） 山口SC   対面 2025年11月4日,11日,
       18日,25日,12月2日,9日
  転倒予防のためのトレーニング講座（全６回） 山口SC   対面 2025年11月7日,14日,
       21日,28日,12月5日,12日
愛媛SC 吉田 正広 「バースの女房」の社会史
  －四国遍路研究とかかわり続けたイギリス史(５)－ 愛媛SC   対面 2025年9月6日
  ロンドンのポプラー地区「子どもたちの記念碑」の記憶
  －四国遍路研究とかかわり続けたイギリス史(６)－ 愛媛SC   対面 2026年3月14日
高知SC 益本 俊郎 「高知の魚を食べるという選択－持続可能な未来のために」 高知SC   対面 2025年11月12日
熊本SC 谷 時雄 『生命科学が解き明かすRNAの知られざる世界』
  －生命の誕生から新しい創薬まで－ 熊本SC   対面 2025年4月6日
鹿児島SC 高津 孝 気象と水墨画 鹿児島SC   対面 2025年8月24日
沖縄SC 和田 浩二 食品とおいしさについて考えてみよう！ 沖縄SC   対面 2025年8月23日

所属 講師 テーマ 主催、共催等  方式 開催年月日
2025年度公開講演会

OCWは「大学等で正規に提供された講義とその関連情報をイン
ターネット上で無償公開する活動」であり、1999年米国マサ
チューセッツ工科大学（MIT）から始まったものである。学びたい
人すべてがいつでも学べる「開かれた大学教育」を目指して設置
された本学は、OCWの理念に賛同し、2010年にインターネットに

オープンコースウェア（OCW）

よる配信を開始した。
現在、本学で開講する放送授業（テレビ及びラジオ）のほとんどの
科目において、１番組または全15番組を本学学生以外の方にも
インターネットにて公開している。また、一部の特別講義・生涯学
習支援番組も公開している。 

科目名

2025年度オープンコースウェア科目（全１５回分を公開）    
テレビ授業科目

科目名 講師

テレビ授業科目

本学で培われた教育・研究成果が広く社会に提供されることで、大学
と社会相互のさらなる発展が期待される。本学は、主に全国の学習セ

ンターを通じて、一般市民を対象とした公開講演会等を開催し、その
知識を社会に還元している。以下にその活動の一部を紹介する。
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遠隔学習のためのパソコン活用（’２５） 秋光 淳生／仁科 エミ
ドイツ語Ⅰ（’２３） 井出 万秀
中国語Ⅰ（’２３） 宮本 徹
情報学へのとびら（’２２） 加藤 浩／大西 仁
日本語リテラシー（’２１） 滝浦 真人
韓国語Ⅰ（’２５） 新井 保裕
英語で「道」を語る（’２１） 大橋 理枝／斎藤 兆史
疾病の成立と回復促進（’２５） 岡田 忍／佐伯 由香
地域・在宅看護論（’２３） 永田 智子／小野 若菜子
人体の構造と機能（’２２） 坂井 建雄／岡田 隆夫
地域福祉の課題と展望（’２２） 斉藤 弥生／小松 理佐子
子どもの人権をどうまもるのか（’２１） 山縣 文治
コミュニティがつなぐ安全・安心（’２０） 林 春男
災害看護学・国際看護学（’２０） 神﨑 初美／西上 あゆみ
コミュニティと教育（’２４） 仲田 康一／大木 真徳
知覚・認知心理学（’２３） 石口 彰
教育調査の基礎（’２０） 藤田 武志／西島 央
マーケティング（’２５） 安藤 和代／石井 裕明
会計学（’２４） 川村 義則
ファイナンス入門（’２３） 齋藤 正章／阿部 圭司
現代の内部監査（’２２） 齋藤 正章／蟹江 章
エネルギーと社会（’１９） 迫田 章義／堤 敦司
日本語学入門（’２０） 滝浦 真人
中国と東部ユーラシアの歴史（’２０） 佐川 英治／杉山 清彦
生活を支えるコンピュータ技術（’２５） 葉田 善章
映像コンテンツの制作技術（’２５） 近藤 智嗣
情報社会と国際ボランティア活動（’２４） 山田 恒夫
データベース（’２３） 辻 靖彦／芝﨑 順司
教育のためのＩＣＴ活用（’２２） 中川 一史／苑 復傑
情報セキュリティ概論（’２２） 山田 恒夫／辰己 丈夫
身近なネットワークサービス（’２０） 葉田 善章
コンピュータとソフトウェア（’１８） 辰己 丈夫／中谷 多哉子
物理の世界（’２４） 岸根 順一郎／清水 明
宮沢賢治と宇宙（’２４） 大森 聡一／谷口 義明
初歩からの物理（’２２） 岸根 順一郎／松井 哲男
入門微分積分（’２２） 石崎 克也
量子物理学（’２１） 松井 哲男／岸根 順一郎
場と時間空間の物理（’２０） 松井 哲男／岸根 順一郎

生命分子と細胞の科学（’１９） 二河 成男
宇宙の誕生と進化（’１９） 大森 聡一／谷口 義明
太陽と太陽系の科学（’１８） 大森 聡一／谷口 義明
初歩からの化学（’１８） 安池 智一／鈴木 啓介
学校臨床心理学特論（’２１） 中島 正雄／倉光 修

科目名 講師

ラジオ授業科目  

心理と教育へのいざない（’２４） 苑 復傑／向田 久美子／
 佐藤 仁美
ドイツ語Ⅱ（’２３） 井出 万秀
市民自治の知識と実践（’２１） 山岡 龍一／岡﨑 晴輝
社会と産業の倫理（’２１） 松原 隆一郎／山岡 龍一
韓国語Ⅱ（’２５） 新井 保裕
公衆衛生（’２４） 田城 孝雄／横山 和仁
看護管理と医療安全（’２４） 飯島 佐知子／田中 幸子
地域生活を支える社会福祉と法（’２４） 平部 康子／木村 茂喜
グリーフサポートと死生学（’２４） 石丸 昌彦／山崎 浩司
貧困の諸相（’２３） 駒村 康平／渡辺 久里子
リスクコミュニケーションの探究（’２３） 奈良 由美子
社会福祉実践とは何か（’２２） 横山 登志子
リスク社会の家族変動（’２０） 田間 泰子
ライフステージと社会保障（’２０） 丸谷 浩介
健康への力の探究（’１９） 戸ヶ里 泰典／中山 和弘
特別支援教育総論（’２５） 笹森 洋樹／佐藤 愼二
知的障害教育総論（’２５） 佐藤 愼二／高倉 誠一
教育の行政・政治・経営（’２３） 青木 栄一／川上 泰彦
現代教育入門（’２１） 岩永 雅也／岩崎 久美子
思春期・青年期の心理臨床（’１９） 大山 泰宏
NPO・NGOの世界（’２５） 大橋 正明／利根川 佳子
経営学入門（’２４） 原田 順子／松井 美樹
都市と地域の社会学（’２４） 北川 由紀彦／玉野 和志
現代国際社会と有機農業（’２３） 中西 徹
政治学入門（’２２） 山岡 龍一／待鳥 聡史
西アジアの歴史（’２４） 林 佳世子
哲学・思想を今考える（’２３） 魚住 孝至
樋口一葉の世界（’２３） 島内 裕子
西洋哲学の根源（’２２） 納富 信留

講師
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次世代教育研究開発センター（以下センター）は、本学園及び我
が国の高等教育の充実・発展に寄与することを目的として、2024
年4月に設置された。センターは、放送大学の教授形態の多様性
と特性を踏まえた、先駆的な教育手法や教育内容の企画・制作・
評価を通じて、次世代を見据えた遠隔高等教育の研究開発を行

うとともに、放送大学学園の経営戦略の観点からの研究開発等
を行う。また、センターは、内外の研究機関と技術的、人的なネッ
トワークを形成し、次世代を見据えた遠隔高等教育を研究開発
する。
2025年度には、次の研究開発課題を実施した。

次世代教育研究開発センターにおける研究

次世代教育研究開発センター 研究開発課題一覧
研究開発課題名 研究代表者

評価・分析ユニット データ基礎整備 森本 容介 教授

 学習履歴データの分析と学生支援システムの提供 森本 容介 教授

 放送教育・デジタル教材の調査研究  小林 祐紀 准教授

 実験参加者プール構築による教育・研究統合基盤の開発：
 放送大学における遠隔高等教育モデル（OUJモデル）の進展に向けて 

森 津太子 教授

 放送授業のネット配信ログ分析のためのインタラクティブWebサイトの構築 秋光 淳生 准教授

手法・教材開発ユニット 質保証された単位認定のための試験手法の研究 加藤 浩 教授

 生成AIを活用したスキル測定問題の作成支援方法の研究  平岡 斉士 准教授

 教材制作DXプロジェクト 加藤 浩 教授

 電子書籍プラットフォームを核とする生涯学習デジタルエコシステムと流通方略の研究 山田 恒夫 教授

 オンライン試験における不正行為の行動パターン調査 加藤 浩 教授

 心理学実験実習に係るオンライン教材の研究開発：
 放送大学モデル（OUJモデル）の構築を目指して 

高橋 秀明 教授

 新規開講同時字幕化実現に向けた授業コンテンツ制作フローの刷新と
 トライアルによる実効性検証 

開原 修 専門職

学修支援・交流ユニット 遠隔教育におけるバーチャルラーニングコモンズ（VLC)の有効性の研究 青木 久美子 教授

 ライブWeb授業におけるジオロジーのバーチャル野外+リモート機器実習の開発 大森 聡一 教授

 マイクロクレデンシャル共通枠組みによるグローバル大学連携 青木 久美子 教授

 GDN（Groningen Declaration Network）原則に基づくオープンな
 学習認証エコシステム設計のためのガイドラインの策定 

青木 久美子 教授

 集合知形成をめざすオンライン学習グループ形成の実践的研究 宮本 陽一郎 特任教授

タイプA 放送大学の障害学生支援体制の整備と強化 川島 聡 教授
研究開発テーマ公募型 高等学校との連携における先取り学習の拡充可能性についての研究 加藤 和弘 副学長

 放送大学コンテンツを活かした知的障害者の学習方法及び
 学修成果の評価に関する実践的研究 

里見 朋香 理事

 個別最適化された学習支援のための映像学習の履歴分析とAIを活用した 
 レコメンド機能の開発と評価 

芝﨑 順司 教授

タイプB リカレント教育等の拡充のためのプラットフォームの整備 芝﨑 順司 教授
研究開発チーム募集型 放送大学の教育実践・蓄積を進化させた遠隔高等教育標準（ OUJ モデル）の開発 森 津太子 教授

 学術的、専門的観点からの教育、研究、学生支援、大学経営等に関する情報の  
 効果的な利活用や調査研究の高度化及び質の向上 

加藤 和弘 副学長

学
習
研
究
部
門

経
営
戦
略
部
門
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ラジオ授業科目  

講義題目名

テレビ特別講義・生涯学習支援番組

手本をはなれて
～”想画”を生んだ奥出雲の地から～
『おくのほそ道』の真髄
～芭蕉自筆本に基づく新研究～
笑いの哲学～コントで分析～
年縞が語る地球環境史
共に生きる社会を目指して
～「医療的ケア児」をどう支えるのか～
微生物が作る究極の薬を求めて　
大村智博士が語るノーベル賞への歩み
分子の履歴を読み解く
～地球環境の指標・アイソトポマー～
レゲット教授が見た日本
～ノーベル賞科学者による異文化交流～

身心一体科学からの健康寿命延伸
～日本文化を先端科学につなぐ～
現代の内部監査
～「グローバル内部監査基準」とその概要～
～日本文化を先端科学につなぐ～

佐  々有生／青木 宗一

魚住 孝至

森下 伸也
安田 喜憲
髙橋 昭彦

大村 智

吉田 尚弘

アンソニー・レゲット／
松井 哲男／佐藤 文隆／
福山 寛
跡見 順子

齋藤 正章

通信教育で人生が変わった
～女優・作家 中江有里～
健康社会学的「働き方改革」のすすめ
脳脊髄液減少症と児童・生徒
病･人･社会（1）
～統合失調症が教えること～
病･人･社会（2）
～人を支援する人が受け取るもの～
天文学を魅力的に伝えたい

中江 有里

河合 薫
篠永 正道
白石 弘巳

白石 弘巳

縣 秀彦

主な講師 講義題目名

ラジオ特別講義   
主な講師

2025年度インターネット無償公開特別講義・生涯学習支援番組

2025年度オープンコースウェア科目（全１５回分を公開）    

科目名 講師 

ラジオ授業科目  

韓国朝鮮の歴史と文化（’２１） 須川 英徳／三ツ井 崇
日本の近世（’２０） 杉森 哲也
自然言語処理（’２３） 黒橋 禎夫
ＡＩシステムと人・社会との関係（’２０） 山口 高平／中谷 多哉子
現代を生きるための化学（’２２） 橋本 健朗
エントロピーからはじめる熱力学（’２０） 安池 智一／秋山 良
統計学（’１９） 藤井 良宜
線型代数学（’１７） 隈部 正博
看護・保健系調査方法論（’２５） 戸ヶ里 泰典／米倉 佑貴
生活リスク論（’２５） 奈良 由美子

福祉政策と人権（’２２） 金川 めぐみ
臨床心理学研究法特論（’２３） 石原 宏／川部 哲也
日本文化と思想の展開－内と外と（’２２） 魚住 孝至
朝鮮の歴史と社会－近世近代（’２０） 須川 英徳／三ツ井 崇
ソフトウェア工学（’２５） 中谷 多哉子／中島 震
計算と自然（’２５） 萩谷 昌己
要求工学（’２４） 中谷 多哉子／大西 淳
音楽・情報・脳（’２３） 仁科 エミ／河合 徳枝
現代物理の展望（’１９） 岸根 順一郎／松井 哲男
計算論（’１６） 隈部 正博
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放送大学研究年報
『放送大学研究年報』は本学の専任教員等が日頃の研究成果
を発表する場である。

橋本鉱市

広瀬洋子、仁科エミ、開原修

丸山広人

山田知子

北原知典、波田野茂幸、伊藤匡、桑原知子

小二田章

中村知世

石井祥子、奈良由美子、鈴木康弘、稲村哲也、森本佳奈、
高橋博文、S.バトトルガ、S.オトゴンツェツェグ、
D.エンクタイワン、S.ナランゲレル、B.ナラマンダハ、
T.ゾリグ、G.ビルグン、M.ハタンゾリグト、A.イクバヤル

近藤智嗣、海老池早紀、山田実嶺

Kutlay Yagmur

2025年度放送大学研究年報(第43号)著者及び論題
著　者

CPD研究の課題と視点
－国内関連論文のスコーピングレビューの試み－

放送大学における「見えるラジオ」実現への歩みとその教育的可能性
－字幕・静止画付与によるインターネット配信ラジオ授業の展開－

シングルセッション・セラピーの動向とスクールカウンセリング

救護法における貧困妊産婦の位置
－なぜ対象となったのか－

放送大学における公認心理師教育の意義について
－心理演習・心理実習の現状－

放送大学附属図書館蔵『通鑑紀事本末』巻十三について

不要論・主婦教育・脱主婦教育からみる家庭科教育の歴史

モンゴルにおけるレジリエンス向上の実践・現地定着
－市民主導の防災および遠隔教育の展開－

放送大学における生成ＡＩ駆動学習環境の構想

Promoting Diversity Policies in Higher Education:
Aims of Inclusive Education Programs in the Netherlands

論　題

2025年度版（第43号）は2026年3月に発行された。

社会と産業 教授 井上 由里子 基盤研究(C) 標識法と消費者行動：《需要者の認識》の関わる諸概念への実証的アプローチ

奈良学習センター 特任教授 野村 鮎子 基盤研究(C) 明清における悼亡詩の展開

自然と環境 教授 岸根 順一郎 学術変革領域研究(A) カイラルキメラ準粒子の探索

心理と教育 教授 橋本 鉱市 基盤研究(B) 専門的職業の継続的職能開発（CPD）に関する国際的・職種横断的研究

日本学術振興会の科学研究費助成事業による研究（氏名は代表者）（研究種目・研究終了予定日順）
職名 代表者氏名 研究種目 研究課題名所属

本学では、専任教員等が数多くのテーマのもと積極的に研究を
行い、その成果を世に送り出している。研究の支援・推進のため
に、放送大学教育振興会等他機関からの助成基金を積極的に

得て研究を進めている。2025年度に放送大学教育振興会・日
本学術振興会等の助成で実施した研究テーマは以下の通りで
ある。

外部資金による研究

　 　

放送大学教育振興会助成による研究：「次世代教育研究開発センター」における研究等事業
所属 職名 氏名 研究課題名

次世代教育研究開発センター センター長 芝﨑 順司 次世代教育研究開発センターにおける研究開発の推進事業

　 　

放送大学教育振興会助成による研究：教育の普及・振興及び当該教育を担う人材育成事業
所属 職名 氏名 研究課題名

情報 教授 青木 久美子 大学等における放送、インターネット等を利用した教育を担う人材育成を活性化する
   デジタルクレデンシャルレジストリの構築事業

情報 教授 森本 容介 初級プログラミング教育向けデジタル教材の開発と実践

その他外部資金助成による研究（本学の教員が代表のもののみ）      

自然と環境 教授 岸根 順一郎 基盤研究(B) 物質のカイラル構造振動が誘起する動的量子現象の解明

生活と福祉 教授 山内 豊明 基盤研究(B) 臨床看護アセスメント教育モデルの構築と人工知能による深層学習に向けた探索的研究

人間と文化 准教授 船岡 美穂子 基盤研究(C) 近世フランス動物画のジャンル横断的研究―狩猟、博物誌、寓話、象徴―

心理と教育 准教授 高梨 利恵子 基盤研究(C) 発達障害を背景に持つ慢性疼痛への認知行動療法

埼玉学習センター 特任教授 川又 伸彦 基盤研究(C) ドイツ憲法異議の史的展開

心理と教育 教授 岩崎 久美子 基盤研究(C) 社会的包摂に向けた成人の「学び直し」の実効化に関する基礎的研究

生活と福祉 教授 川原 靖弘 基盤研究(C) 筋力回復リハビリテーションにおけるかけ声効果に最適な音声予測手法

自然と環境 教授 安池 智一 基盤研究(C) プラズモンナノキャビティと分子の強結合による化学反応制御

情報 准教授 葉田 善章 基盤研究(C) 生涯学習における教育データ分析基盤を活用した教育改善に関する研究

情報 教授 青木 久美子 基盤研究(C) オンライン遠隔教育における学習環境としてのバーチャルラーニングコモンズの研究

心理と教育 准教授 櫻井 直輝 基盤研究(C) 現代日本の学校統廃合政策の展開と政策アイディアに関する研究

生活と福祉 教授 川島 聡 基盤研究(C) 障害法における自律と包摂との相克

愛媛学習センター 特任教授 吉田 正広 基盤研究(C) ロンドンのイースト・エンドにおける第一次世界大戦の戦死者追悼と地域社会

生活と福祉 教授 戸ヶ里 泰典 基盤研究(B) 看護学におけるエンパワメントおよび首尾一貫感覚の理論整備と標準化に関する総合研究

京都学習センター 特任教授 玉田 芳史 基盤研究(B) 脱民主化の政治：アジア地域研究からの接近

情報 教授 加藤 浩 基盤研究(B) 遠隔教育における学習者の表出の機能解明と表出促進システムによる学習改善の研究

心理と教育 教授 橋本 鉱市 基盤研究(B) 教育機関と産業界・地域・市民社会を架橋する境界領域（EBF）に関する実証的研究

 客員教授 稲村 哲也 基盤研究(B) 山岳高所における環境・動物・人の相互作用のダイナミズムー中央アンデスを中心に

情報 准教授 平岡 斉士 基盤研究(C) 行動変容をうながす漫画教材とノベルゲーム教材のストーリー作成支援ツールの開発

情報 教授 仁科 エミ 基盤研究(C) オンライン学習における生理的負荷の計測と背景音環境造成効果の検証

情報 教授 浅井 紀久夫 基盤研究(C) 技能伝承のための分散協調訓練での人間拡張による触力感覚を伴った手指動作の再現

徳島学習センター 特任教授 橋爪 正樹 基盤研究(C) ダイ間配線の出荷後電気検査をも可能にする組込み型検査回路に関する研究

自然と環境 教授 石崎 克也 基盤研究(C) 差分方程式の解の与える微分超越性への影響について

心理と教育 特任教授 進藤 聡彦 基盤研究(C) 社会科における知識の構造化を促進する教授方略としての知識操作

情報 教授 辻 靖彦 基盤研究(C) 教員と学生の大規模実態調査に基づくブレンド型授業の質保証のためのガイドライン策定

心理と教育 教授 苑 復傑 基盤研究(C) 脱グローバル化局面における中国の高等教育ー政策転換の構造と大学の葛藤ー

生活と福祉 教授 奈良 由美子 挑戦的研究（萌芽） 政治家に必要な科学リテラシー・コミュニケーション能力の同定とその開発支援ツール

新潟学習センター 特任教授 大原 謙一 基盤研究(C) Hilbert-Huang変換を用いた重力波の非モデル化探索

 客員教授 稲村 哲也 挑戦的研究（開拓） 遊牧・山岳・先住民地域におけるリモート教育のモデル構築に関する実践的研究

生活と福祉 教授 戸ヶ里 泰典 挑戦的研究（萌芽） 感染症陽性者の生活・人生と社会的なあり方の意義に基づく新たなモデル構築の試み

日本学術振興会の科学研究費助成事業による研究（氏名は代表者）（研究種目・研究終了予定日順）
職名 代表者氏名 研究種目 研究課題名

山梨ＳＣ 特任教授 村松 俊夫 公益財団法人 生涯教育研究助成金 生涯教育における「ＳＴＥＡＭＳ(スティームス教育)」理念浸透の
   北野生涯教育振興会  ための啓発活動　ー 触知体験型教育遊具を用いて ー

自然と環境 教授 大森 聡一 公益財団法人 生涯教育研究助成金 ジオロジーの遠隔教育におけるバーチャル野外
   北野生涯教育振興会  +リモート機器実習の開発

生活と福祉 教授 戸ヶ里 泰典 公益財団法人 ２０２４年度研究助成 ＬＧＢＴＱ＋でＨＩＶ陽性である人のストレス対処力とメンタルヘルス
   ユニベール財団  ：当事者参加型リサーチによる全国調査

その他外部資金助成による研究（本学の教員が代表のもののみ）      
所属 職名 氏名 助成元 資金名・事業名等 研究課題名

所属



放送大学における研究

本学の専任教員・学習センター所長は、研究の成果を発表し共有・普及する 
ために、印刷教材以外にも、多数の書籍編集・執筆、及び辞書・辞典などの編

纂を行っている。これらの書籍は、より専門的かつ先進的な内容を含んでお 
り、各教員が日々取り組んでいる独自の研究テーマや研究活動の成果である。

研究成果の発表・普及【書籍等出版物】

21 Annua l  Rev i ew  2025 22Annua l  Rev i ew  2025

生活と福祉 朝倉 富子 Mastication stimuli regulate the heartbeat rate through rhythmic regulation
  by the hypothalamic-autonomic system; molecular and telemetric studies in
  weaning-stage rats(Seonmi Lee,Ryota Tochinai,Akihito Yasuoka,Toshitada
  Nagai,Yoshikazu Saito,Masayoshi Kuwahara,Keiko Abe,Tomiko Asakura) 

Frontiers in Neuroscience 2023年9月

  Mouse TMC4 is involved in the detection of chloride taste of salts.(Masataka Narukawa,
  Aya Masago,Momo Murata,Yoshikazu Saito,Yoichi Kasahara,Keiko Abe,Tomiko Asakura) Bioscience, biotechnology, and biochemistry 2023年11月

 川島 聡 障害者権利委員会の条約解釈と新しい差別理論 障害法 2023年11月
  障害差別を超えて―欧州人権条約と日本国憲法における合理的配慮（RA）の可能性 近藤敦編;新国際人権法講座第3巻（信山社） 2024年1月
  国連の障害概念―佐藤久夫名誉教授の所論をめぐって 障害学の展開（障害学研究） 2024年3月
  合理的配慮と差別理論 社会学評論 2024年3月
 川原 靖弘 Relationship between Upper Body Mass and Trunk Segment Control for Stability during Single-
  Leg Standing(Tanaka Kazuya,Atomi Tomoaki,Kawahara Yasuhiro,Shimizu Miho,Atomi Yoriko) Journal of Internationl Exercise Sciences 2023年6月

  Augmented Visual Feedback for Complex Motor Skill Acquisition: A Demonstration with Healthy
  Young Adults(Wakako Miyamoto,Yasuhiro Kawahara,Satoshi Mori,Katsuyoshi Setsu,Fumitada Hattori) Perceptual and Motor Skills 2023年12月

 関根 紀子 Factors associated with return to play following conservative treatment for lumbar
  spondylolysis among young athletes: A retrospective case series using structural
  equation modeling(Masahiro Tsukada,Toshiro Takiuchi,Noriko Ichinoseki-Sekine) 

Journal of Bodywork and Movement Therapies 2024年1月

  Effects of hindlimb unloading on the mevalonate and mechanistic target of rapamycin complex 1 signaling
  pathways in a fast-twitch muscle in rats.(Munehiro Uda,Toshinori Yoshihara,Noriko Ichinoseki-Sekine,Takeshi Baba) Physiological reports 2024年3月

生活と福祉 奈良 由美子 リスクコミュニケーション－その基本および自然災害に関するコミュニケーションの要点－ 消防防災の科学 2023年11月
  リスクコミュニケーションの意義と要点 治安フォーラム 2023年11月
  Risk communication on COVID-19 with the dialogue among the public: Sketching
  out the figures of the persons concerned(Yumiko Nara,Sumito Shirane,Keiichiro Tahara) Procedia Computer Science 2023年12月

  自然災害とリスクコミュニケーション 治安フォーラム 2024年1月
  大学の対面授業復帰と学生の不安 ──新型コロナ5 類移行後の
  アンケート調査からみえるもの── / 佐久間 泰司,奈良由美子 歯科医学 2024年3月

 山内 豊明 Usefulness of an online learning program for new nursing faculty members
  (Nahoko Nakagawa,Toyoaki Yamauchi) Nagoya Journal of Medical Science 2023年5月

  Learner-Centeredness vs. Teacher-Centeredness: How Are They Different?
  (Fumiko Yoshida,Gary J. Conti,Toyoaki Yamauchi,Misa Kawanishi) Journal of Education and Learning 2023年6月

  救命救急士の聴診スキルの現状把握と呼吸音聴診シミュレータを使用した
  研修効果の検証 / 平岩竜之介,山内豊明 日本臨床救急医療学会誌 2023年7月

  看護とは何か～医学との二項対立を超えて～ 第27回日本看護管理学会学術集会抄録集 2023年8月
  ニューノーマルにおける技術教育（シミュレーション教育を中心に） 日本看護技術学会第21回学術集会講演抄録集 ニューノーマル時代と看護技術 2023年10月
  特集1:実践にいきるフィジカルアセスメント フィジカルアセスメントの各論をどのように授業で展開するか 基本の考えと活用 看護教育 2023年12月
  A Teaching Styles Typology of Practicing Teachers(Fumiko Yoshida,
  Gary J. Conti,Toyoaki Yamauchi,Misa Kawanishi) Journal of Education and Learning 2023年12月

心理と教育 大山 泰宏 家族の幻想 臨床心理事例研究ー京都大学心理教育相談室紀要 2023年10月
 櫻井 直輝 「教育政策学」の課題と今後の方向性：構造的トピックモデルを用いた検討 日本教育政策学会年報 2023年7月
 橋本 鉱市 「大学」は政治家にどう情報発信されてきたか―国会議員Twitter（X）の
  トピック分析― / 寺田悠希,西村幸浩,鎌田健太郎,橋本鉱市 東京大学大学院教育学研究科紀要 2024年3月

  「CPD」研究についての探索的分析－関連論文の書誌情報を中心に－ 東京大学大学院教育学研究科紀要 2024年3月
 森 津太子 認知バイアス・アセスメント尺度80（CBA-80）の開発：80種類の代表的な認知バイアスを日常生活で経験
  する程度とWell-beingとの関連性についての検討 / 高比良 美詠子,池田 まさみ,森 津太子,宮本 康司 立正大学心理学研究所紀要 2024年3月

社会と産業 児玉 晴男 知的財産の帰属の合理的な関係(日本学術会議協力学術研究団体査読付き論文) 企業法学研究 2023年12月
 白鳥 潤一郎 苦悩する「経済大国」――東京サミット（1979年）と日本外交 国際政治 2024年3月
 松井 美樹 Contribution of Information Sharing to Supply Chain Performance in Developing Country: Empirical Evidence
  from Manufacturing Plants in Vietnam(Anh C. Phan,Ha T. Nguyen,Hao A. Nguyen,Yoshiki Matsui) Quality Innovation Prosperity 2023年7月

  ERPシステムを利用したMRP実装の教材開発ー品目マスタ設定からMRPまでー / 古門麻貴,佐藤亮,松井美樹 経営情報学会2023年全国研究発表大会予稿集 2023年11月
 李 鳴 労災認定の適応障害による自殺と生命保険の自殺免責 法学研究 2023年4月
人間と文化 大橋 理枝 ChatGPTが提起する古くて新しい課題 日本コミュニケーション研究 2024年1月
 大村 敬一 本質主義の陥穽：フィールドワークと民族誌の功罪 『フィールドワークと民族誌』（大村敬一＆中空萌編：放送大学教育振興会） 2024年3月
  「人新世」時代のフィールドワークと民族誌 『フィールドワークと民族誌』（大村敬一&中空萌編：放送大学教育振興会） 2024年3月
 近藤 成一 史料を読むということ 宮城歴史科学研究 2023年9月
  Rechtsstreit und Schriftlichkeit. Von der Klage bis zum Urteil(Shigekazu Kondo) Detlev Taranczewski / Christian Werner (Hg.), Funktionale
   Differenzierung königlicher Herrschaft und die Bildung neuer
   Eliten im Japan des 12. bis 14. Jahrhunderts, V&R unipress, ,
   Bonn University Press bei V&R unipress 2023 2023年11月
  Königliche Herrschaf;Eliten im Japan des;frühen Mittelalters. Politische Detlev Taranczewski / Christian Werner (Hg.), Funktionale
  Institutionen;die Funktion ihrer Urkunden(Shigekazu Kondo) Differenzierung königlicher Herrschaft und die Bildung neuer
   Eliten im Japan des 12. bis 14. Jahrhunderts, V&R unipress, ,
   Bonn University Press bei V&R unipress 2023 2023年11月
  『承久記』と北陸道合戦 関幸彦編『軍記ハ史学ニ益アリー軍記と史学の関係を探る』教育評論社 2024年2月
 杉森 哲也 近世京都における遊廓成立過程の再検討 塚田孝・吉田伸之・杉森哲也編『近世巨大都市・三都の
   複合構造とその世界史的位置』 2024年1月
 滝浦 真人 A new trend in Chinese address and its theoretical implications : An argument from
  observations of bifocal strategies in recent chat commerce(Tingting Xiao,Masato Takiura) East Asian Pragmatics 2023年9月

 野崎 歓 大江健三郎と『美しい少年』――ジャン・コクトーのしるしのもとに ユリイカ 2023年7月
 宮本 陽一郎 パンデミックとモダニティ̶ ̶シンクレア・ルイスの『アロースミス』をめぐって アメリカ文学評論 2023年10月
情報 青木 久美子 ChatGPT in Education: A Comparative Study of Media Framing The 7th International Conference on Education and
  (and Public Perception) in Japan and Malaysia(Bradley C. Freeman,Kumiko Aoki) Multimedia Technology (ICEMT 2023) Proceedings 2023年8月
  An In-Depth Review of ChatGPT’s Pros and Cons for Learning and Teaching in Education International Journal of Interactive Mobile
  (Agariadne Dwinggo Samala,Xiaoming Zhai,Kumiko Aoki,Ljubisa Bojic,Simona Zikic) Technologies (iJIM) 
2024年1月
 加藤 浩 Investigation of the Effect of Students’ Nodding on Their Arousal Levels in On-Demand Lectures
  (Kotaro Sumida,Ayumi Ohnishi,Tsutomu Terada,Hiroshi Kato,Hideaki Kuzuoka,Yoshihiko Kubota,Hideyuki Suzuki) Sensors 2023年4月

  授業中の表出と集中度に基づく対面授業と遠隔リアルタイム授業の比較調査 /
  角田幸太郎,大西鮎美,寺田努,加藤浩,葛岡英明,久保田善彦,鈴木栄幸,塚本昌彦 情報処理学会論文誌 2023年4月

  タンジブル人形劇によるマイクロティーチングの変化 －Epistemic Network Analysisによる分析－ / 脇本 健弘,
  佐々木 博史,平山 涼也,望月 俊男,Eagan Brendan,結城 菜摘,舟生 日出男,久保田 善彦,鈴木 栄幸,加藤 浩 日本教育工学会論文誌 2023年6月

 辻 靖彦 大学の授業における ICT 利用に対する信念とオンライン授業実施意欲に影響
  する要因の検討 / 田口真奈,稲葉利江子,高比良美詠子,辻 靖彦 日本教育工学会論文誌 2023年12月

情報 中谷 多哉子 繰り返し型開発のための要求工学プロセス：鳴門モデルの提案 / 中谷 多哉子,大西 淳,佐伯 元司 信学技報 2023年7月
  移動エージェントを用いた警備ロボット制御システム / 箕輪 知也,中谷 多哉子,滝本 宗宏,神林 靖 ソフトウェア工学の基礎ワークショップ in 伊勢志摩 論文誌 2023年11月
  深層学習を用いたプログラムの不具合を推論する精度を向上させるための研究 / 小川 一彦,中谷多哉子 信学技法 2023年11月
  方程式の再帰構造に着目した数値解析モデルの再利用性向上のためのパターンの提案 / 市村 純一,中谷多哉子 信学技法 2023年11月
  遺伝的プログラミングとエージェントベースモデルを用いたOSS開発プロジェクトの性質理解 / 杉山 透,中谷 多哉子 信学技報 2023年11月
  ゴール指向分析を用いた数値解析モデル作成支援に関する分析 / 市村 純一,中谷 多哉子 信学技報 2024年3月
  OSS進化分析のためのWBICを用いたコミット履歴データのベイズ統計解析 / 杉山 透,中谷 多哉子 信学技報 2024年3月
  画像を用いたプログラムの不具合を学習させるための学習データ作成支援ツール / 小川 一彦,中谷 多哉子 信学技報 2024年3月
 柳沼 良知 Detection and Clustering of Ending Parts of Novels / M. Furukawa,Y. Yaginuma　　14th IIAI International Congress on Advanced Applied Informatics (IIAI-AAI), pp. 738-739 2023年7月
 山田 恒夫 教育デジタルトランスフォーメーション（DX）とデジタルエコシステム：国際技術標準，相互運用性，教育IoT. 情報処理 2023年4月
  教育デジタルエコシステムにおける学習目標や評価に関する情報の役割 工学教育 2023年7月
自然と環境 加藤 和弘 Can rivers be important movement corridor for waterbirds in urban areas?(Shiori Takeshige,Kazuhiro Katoh) Landscape and Ecological Engineering 2023年4月
 岸根 順一郎 Magnetic phase diagram of Cr1/3NbS2: SANS study(A. A. Bykov,N. M. Chubova,
  E. V. Altinbaev,Yu Kousaka,A. S. Ovchinnikov,J. Kishine,S. V. Grigoriev) Journal of Solid State Chemistry 2023年6月

  Note on Angular Momentum of Phonons in Chiral Crystals(Akihito Kato,Jun Ichiro Kishine) Journal of the Physical Society of Japan 2023年6月
  Generalized Dzyaloshinskii-Moriya Interaction and Chirality-Induced Phenomena in
  Chiral Crystals(Yoshihiko Togawa,Alexander S. Ovchinnikov,Jun-ichiro Kishine) JOURNAL OF THE PHYSICAL SOCIETY OF JAPAN 2023年8月

  Rotational symmetry breaking of nuclear motion in the Jahn-Teller X3 molecule due to
  Casimir-Polder interaction(A. D. Lyakhov,A. S. Ovchinnikov,I. G. Bostrem,J. Kishine) Physical Review B 2023年9月

 安池 智一 Photodestruction Action Spectroscopy of Silver Cluster Anions, AgN‒ (N= 3‒19), with a Linear Ion Trap:
  Observation of Bound Excited States above the Photodetachment Threshold(Shun Kawamura,
  Masato Yamaguchi,Satoshi Kono,Masashi Arakawa,Tomokazu Yasuike,Takuya Horio,Akira Terasaki) 

Journal of Physical Chemistry A 2023年7月

  Open-boundary cluster model with a parameter-free complex
  absorbing potential(Kosuke Imamura,Tomokazu Yasuike,Hirofumi Sato) Journal of Chemical Physics 2024年1月

公認心理師教育推進室 桑原 知子 【特集 令和型の不登校にどう向き合うか】今，私たちは不登校にどう向き合うのか シンリンラボ https://shinrinlab.com/feature003_04/ 2023年6月
  「事例研究」というアプローチの独自性 臨床心理事例研究 京都大学教育学研究科 心理教育相談室紀要 2023年11月
群馬SC 工藤 貴子 Ten-Membered Cyclodecatetraene Derivatives Including Two Gallium Atoms: Experimental and Theoretical Studies on Synthesis,
   Structures, and Their Transformations to Nine- and Five-Membered Gallacycles(Takako Muraoka,Kenta Fujiwara,Hyuga Furukawa,
  Masayoshi Ikeda,Kanako Kobayashi,Takako Kudo,Keiji Ueno,Yusuke Sunada,Hikaru Takaya,Yuka Ikemoto,Taro Moriwaki) 

Organometallics 2023年5月

新潟SC 大原 謙一 Open Data from the Third Observing Run of LIGO, Virgo, KAGRA, and GEO(R. Abbott,H. et al.) The Astrophysical Journal Supplement Series 2023年7月
  Precise analysis of gravitational waves from binary neutron star coalescence using
  Hilbert‒Huang transform based on Akima spline interpolation(Itsuki Yoda et al.) Progress of Theoretical and Experimental Physics 2023年8月

  Overview of KAGRA : Data transfer and management(T.Akutsu et al.) Progress of Theoretical and Experimental Physics 2023年9月
  A Joint Fermi-GBM and Swift-BAT Analysis of Gravitational-wave Candidates
  from the Third Gravitational-wave Observing Run(C. Fletcher et al.) The Astrophysical Journal 2024年3月

石川SC 千木 昌人 Synthesis of pyrenocycloalkenes by using [2 + 2] photocycloaddition to pyrene
  and Diels‒Alder reaction(Hajime Maeda,Masashi Maeda,Masahito Segi) Journal of Photochemistry and Photobiology 2024年2月

三重SC 梅川 逸人 Cholesterol-lowering activity of adzuki bean(Kuriya KGoto SKobayashi ENishio MNakamura MUmekawa H.) Mol Biol Rep 2023年5月
  閉経後骨粗しょう症モデルマウスにおける茶粉末摂取の骨密度低下抑制効果 /
  西尾昌洋,山中悠里,栗谷健志,梅川逸人,松田智子 日本食品化学学会誌 2023年8月

  Green tea polyphenol EGCg induces cell fusion via reactive oxygen species.
  (Kuriya KItoh SIsoda ATanaka SNishio MUmekawa H.) Biochem Biophys Rep. 2023年9月

兵庫SC 岡田 修一 Does Future Time Perspective Moderate Associations of Instrumental and Affective Attitude With Exercise Behavior?
  A Three-Wave Longitudinal Survey Among Japanese Older Adults(Kazuhiro Harada,Kouhei Masumoto,Shuichi Okada) The Journals of Gerontology: Series B 2023年8月

  Leisure-time management and subjective well-being among older adults:
  A three-wave longitudinal survey(Kazuhiro Harada,Kouhei Masumoto,Shuichi Okada) Archives of Gerontology and Geriatrics 2024年2月

広島SC 吉村 幸則 Aging-associated increased nitric oxide production is a potential cause of inferior eggshell
  quality produced by aged laying hens(M. Elhamouly,T. Nii,N. Isobe,Y. Yoshimura) Theriogenology 2023年7月

  Intravaginal injection of Lactobacillus johnsonii may modulates oviductal microbiota
  and mucosal barrier function of laying hens(T. Nii,T. Shinkoda,N. Isobe,Y. Yoshimura) Poultry Science 2023年8月

  Innate Immune Training in Chickens for Improved Defense against Pathogens: A Review
  (Yukinori Yoshimura,Takahiro Nii,Naoki Isobe) The Journal of Poultry Science 2024年3月

山口SC 杉浦 崇夫 健常若年者における日中の身体バランス能力の時刻による変化とその要因に関する検討
  ～重心動揺計を用いて～ / 沼田 麗,杉浦 崇夫,曽根 涼子 体力科学 2023年8月

徳島SC 橋爪 正樹 Evaluation of a PUF Embedded in the Delay Testable Boundary Scan Circuit 2023 International Technical Conference on Circuits/Systems,
  (Hayato Miki,Eisuke Ohama,Hiroyuki Yotsuyanagi,Masaki Hashizume) Computers, and Communications, ITC-CSCC 2023 2023年6月
  A DfT Technique for Electrical Interconnect Testing of Circuit Boards with 3D Stacked SRAM ICs
  (Yuki Ikiri,Hiroyuki Yotsuyanagi,Fara Ashikin Binti Ali,Shyue-Kung Lu,Masaki Hashizume) Proc. of 12th IEEE CPMT Symposium Japan (ICSJ2023) 2023年11月

高知SC 深見 公雄 Antimicrobial and Growth-Promoting Properties of Cultured Seaweeds Confer Resistance and Attraction to
  Ice-Ice Disease-Causing Bacteria: A Proposed Seaweed-Bacteria Pathosystem Model(Danilo B. Largo,
  Kimio Fukami,Masao Adachi,Flower E. Msuya,Masao Ohno) 

Tropical Phyconomy Coalition Development (pp.263-276) 2024年3月

福岡SC 久枝 良雄 人工酵素の創造 學士會会報 2023年11月
  Role of Halobenzene Guest Molecules in Modulating Room Temperature Phosphorescence of Benzophenone‒Naphthalene
  Diimide Inclusion Crystals(Yoshifumi Tsukiyama,Yusei Yamamoto,Daiki Koga,Luxia Cui,Yu Hoshino,Yoshio Hisaeda,Toshikazu Ono) Chemistry ‒ An Asian Journal 2024年2月

生活と福祉 朝倉 富子 塩味と減塩：TMC4を介した塩味受容機構 / 成川真隆,笠原洋
一,朝倉富子  [『腎と透析』99巻5号pp.657-661] 東京医学社 2025年11月

川島 聡 アクティブラーニング国際人権法―学び、考える日本の実践（小
坂田裕子・齋藤民徒・谷口洋幸・棟居徳子編） / ［「障害者の
権利」41-53頁]

法律文化社 2025年9月

障害法の原理・体系・基本問題・関連領域：講座障害法第
1 巻（日本障害法学会編） /［「障害法体系の転換―排除型
から包摂型へ」48- 69 頁 ]

生活書院 2025年11月

合理的配慮と憲法―日韓欧米各国における差別の緩和・解
消の試み（根田恵多・杉山有沙・山本健人・ 横大道聡編） 
/ ［「国際人権法上の合理的配慮―日本法上の合理的配慮と
の比較を交えて」151-171 頁 ]

ナカニシヤ出版 2025年12月

奈良 由美子 大学生が狙われる 50 の危険ーまさか ! に備える最新安全ガイ
ド / 三菱総合研究所 , 全国大学生活協同組合連合会 , 日本
コープ共済生活協同組合連合会 , 奈良由美子

青春出版社 2026年2月

心理と教育 小林 祐紀 最新 教育課題解説ハンドブック / 小林祐紀  [学習者用デジタル教科書] ぎょうせい 2025年10月
橋本 朋広 スピリチュアルケアすべての臨床の核 / 滝口俊子 , 大村哲夫 ,

松田真理子  [ 第 4 章 心理臨床におけるスピリチュアリティと祈
り（pp. 125-152）]

創元社 2025年11月

村松 健司 施設で暮らす子どもの生活と育ちを支えるケアワーカー 子ども
のケアとセルフケアのために / 村松健司 , 坪井裕子 福村出版 2025年9月
心理学検定公式問題集 2026 年度版 実務教育出版社 2025年10月

森 津太子 別冊 バイアスの心理学 増補改訂版 (Newton 別冊 ) / 池田まさみ , 森津太子 ,
高比良 , 美詠子 , 宮本康司 ニュートンプレス 2025年4月
社会・集団・家族心理学 ( 公認心理師スタンダードテキストシ
リーズ ) / 北村英哉  [ 第２章：対人認知 ] ミネルヴァ書房 2026年2月

社会と産業 川出 良枝 戦後日本と政治学史 : 古典をめぐる十の対話 / 熊谷英人  
[「座談 『政治的なるもの』の運命」] 白水社 2025年4月

北川 由紀彦 「青木秀男『寄せ場労働者の生と死』」貧困研究会編『貧困
研究ブックガイド――日本の貧困を考えるための 65 冊』 / 北川
由紀彦  [1 項目（B40・158-161 頁）]

明石書店 2025年12月

余裕なき社会を生きる――不幸の現代的形態 / 小山雄一郎 , 北川由
紀彦 , 三田泰雅 , 小山弘美 ,( 監修 : 森岡清志 )  [ 本人担当章：第 5
章「階層の再生産」61-71 頁，第 7 章「自己責任論にどう向き合うか」
82-91 頁，第 12 章「隠されていた社会問題を可視化する」137-146 頁 ]

ミネルヴァ書房 2026年3月

桑田 学 環境思想入門 = Introduction to environmental philosophy / 
橋本努  [第12章 気候工学, 第19章 脱成長, 第24章 人新世] 勁草書房 2025年7月

白鳥 潤一郎 オーラル・ヒストリー入門 / 佐藤信編  [ 第 8 章外交官に聞く［247-275 頁］] 筑摩書房 2025年10月
人間と文化 大村 敬一 社会性の起原と進化＜始論＞：種と性を越えた比較研究のために / 大

村敬一  [「社会性のオントロギー：イヌイトの共食が拓く人類の社会性
の起源と進化をめぐる問い」（pp. 353-377）]

京都大学学術出版会 2025年4月

河原 温 物語のある中世ヨーロッパ解剖図鑑 / かみゆ歴史編集部 エクスナレッジ 2025年4月
聖人崇敬の歴史 / 池上俊一,河原温  [第2部第10章、あとがき] 名古屋大学出版会 2025年5月
福祉の世界史 / 金澤周作 , 帆苅浩之 , 松沢裕作 , 三浦徹編  [ 第 2
部第 1 章：西ヨーロッパー〈魂〉と〈身体〉の救済に向けて (pp.72-86)] 有斐閣 2025年12月

野崎 歓 サン＝テグジュペリ『夜間飛行・人間の大地』翻訳 / Saint-
Exupéry Antoine de , 野崎歓 岩波文庫 2025年5月
翻訳はおわらない / 野崎歓 ちくま文庫 2025年5月

『100 分 de 名著　サン＝テグジュペリ「人間の大地」』/ 野崎歓 NHK 出版 2025年7月
多和田葉子『太陽諸島』解説 / 野崎歓 講談社文庫 2025年10月

『井伏鱒二ベスト・エッセイ』編集 / 野崎歓 ちくま文庫 2025年10月
原宏之『ネルヴァルの新生』解説 / 野崎歓  [「作品の高みをめ
ざして――『オーレリア』への挑戦」］ 書肆水月 2026年1月

船岡 美穂子 フランス語圏を知るための 61 章 ( エリア・スタディーズ ) / 岩
﨑えり奈 , 小島真智子  [ 第 59 章 「18 世紀フランス美術の国
際的波及―生きる歓びへの憧憬と文化政策」]

明石書店 2026年3月

宮本 陽一郎 D a r k  m o d e r n i t y  :  E a s t - W e s t  p e r s p e c t i v e s 
宮本 , 陽一郎 ,Rodenberg, Hans-Peter (Kinds of Noir: Transnational 
Realism in Postwar America, Europe an Japan)

Peter Lang,Array 2025年10月

ギャツビー 100 年 : F・スコット・フィッツジェラルド『グレート・ギャツビー』
を読む / 杉野健太郎 , 浅川友幸 , 浅羽麗 , 上岡伸雄 , 諏訪部浩一 , 竹内
康浩 , 野間正二 , 藤生真梨藻 , 宮本陽一郎  [１９２５——ギャツビーの年 ]

三修社 2025年12月

宮城 SC 八鍬 友広 よくわかる日本法制史 / 岩谷十郎 , 松園潤一朗 , 高田久実編  
[ 民衆と思想 ] ミネルヴァ書房 2025年5月

東京渋谷 SC 植松 友彦 イラストで学ぶ 情報理論の考え方 改訂第 2 版 (KS 情報科学
専門書 ) / 植松友彦 講談社 2025年12月

京都 SC 玉田 芳史 現代東南アジア政治 / 岡本正明 , 中西嘉宏 , 大庭三枝  [ 第
3 章政治体制の変動 (34-47)] 法律文化社 2026年1月

広島 SC 吉村 幸則 家禽の辞典 / 本田和久 , 吉村幸則ら 朝倉書店 2025年6月
宮崎 SC 石川 千佳子 南九州という磁場 / 石川千佳子 忘羊社 2025年11月

生活と福祉 糸川 昌成 精神疾患とその治療 / 石丸昌彦,糸川昌成 放送大学教育振興会 2026年3月
心理と教育 橋本 鉱市 専門的職業と継続的職能開発 放送大学教育振興会 2026年3月

橋本 朋広 ライフサイクルの心理臨床 / 大山泰宏 , 佐藤仁美  [ 第 9 章 ラ
イフサイクルとイニシエーション（pp. 136-150）] 放送大学教育振興会 2026年3月

丸山 広人 ライフサイクルの心理臨床  [ 第６章 学びの変貌、第 8 章 大人になる
こと] 放送大学教育振興会 2026年3月

村松 健司 ライフサイクルの心理臨床 / 大山泰宏 , 佐藤仁美  [ 第 5 章 子
と親の相互性と世代性 ] 放送大学教育振興会 2026年3月

森 津太子 社会・集団・家族心理学（改訂） 放送大学教育振興会 2026年3月
社会と産業 桑田 学 環境と社会思想 放送大学教育振興会 2026年3月

白鳥 潤一郎 現代の国際政治 新訂 / 白鳥潤一郎 , 鈴木一人編  [まえがき
/1 国際政治の構図 /2 国際政治の歩み①「帝国主義」の時
代 /3 国際政治の歩み②冷戦と脱植民地化 /4 国際政治の歩
み③冷戦後の変容 /7 外交 /12 エネルギーと環境 /15 現代の
国際政治をいかに捉えるか、の執筆を担当 ]

放送大学教育振興会 2026年3月

平和と安全保障 / 秋山信将編  [13 経済と安全保障［230-
243 頁］/14 国内政治と安全保障［244-260 頁］] 放送大学教育振興会 2026年3月
政治学入門 新訂 / 待鳥聡史編  [8 近代日本の政治［129-144 頁］/9 現代
日本の外交・安全保障［145-163 頁］] 放送大学教育振興会 2026年3月

松井 美樹 オペレーションズ・マネジメント / 松井美樹 , 富田純一［1 章「オ
ペレーションズ・マネジメント入門」/4 章「プロセス設計の帰
庫」/5 章「プロセスの分析と改善」/7 章「品質マネジメント
システム」]

放送大学教育振興会 2026年3月

人間と文化 杉森 哲也 近世の日本と世界 放送大学教育振興会 2026年3月
船岡 美穂子 西洋美術史学の歴史と方法 放送大学教育振興会 2026年3月

情報 鈴木 一史 プログラムとアルゴリズムの基礎 放送大学教育振興会 2026年3月
自然と環境 飯田 圭 電気と磁気の物理 / 岸根順一郎 , 飯田圭 放送大学教育振興会 2026年3月

大森 聡一 ジオストーリー / 大森聡一 , 宮下敦 放送大学教育振興会 2026年3月
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放送大学における研究

本学の専任教員及び学習センター所長は、各分野・領域における 
専門家であり、研究を通じて教育の原動力となる問題追究する力と 

新たな発見を生み出している。2025年度に発表された学術研究論 
文のうち、審査を受け学術雑誌等で公開された論文を紹介する。

研究成果の発表・普及【論文】

生活と福祉 朝倉 富子 Mastication stimuli regulate the heartbeat rate through rhythmic regulation
  by the hypothalamic-autonomic system; molecular and telemetric studies in
  weaning-stage rats(Seonmi Lee,Ryota Tochinai,Akihito Yasuoka,Toshitada
  Nagai,Yoshikazu Saito,Masayoshi Kuwahara,Keiko Abe,Tomiko Asakura) 

Frontiers in Neuroscience 2023年9月

  Mouse TMC4 is involved in the detection of chloride taste of salts.(Masataka Narukawa,
  Aya Masago,Momo Murata,Yoshikazu Saito,Yoichi Kasahara,Keiko Abe,Tomiko Asakura) Bioscience, biotechnology, and biochemistry 2023年11月

 川島 聡 障害者権利委員会の条約解釈と新しい差別理論 障害法 2023年11月
  障害差別を超えて―欧州人権条約と日本国憲法における合理的配慮（RA）の可能性 近藤敦編;新国際人権法講座第3巻（信山社） 2024年1月
  国連の障害概念―佐藤久夫名誉教授の所論をめぐって 障害学の展開（障害学研究） 2024年3月
  合理的配慮と差別理論 社会学評論 2024年3月
 川原 靖弘 Relationship between Upper Body Mass and Trunk Segment Control for Stability during Single-
  Leg Standing(Tanaka Kazuya,Atomi Tomoaki,Kawahara Yasuhiro,Shimizu Miho,Atomi Yoriko) Journal of Internationl Exercise Sciences 2023年6月

  Augmented Visual Feedback for Complex Motor Skill Acquisition: A Demonstration with Healthy
  Young Adults(Wakako Miyamoto,Yasuhiro Kawahara,Satoshi Mori,Katsuyoshi Setsu,Fumitada Hattori) Perceptual and Motor Skills 2023年12月

 関根 紀子 Factors associated with return to play following conservative treatment for lumbar
  spondylolysis among young athletes: A retrospective case series using structural
  equation modeling(Masahiro Tsukada,Toshiro Takiuchi,Noriko Ichinoseki-Sekine) 

Journal of Bodywork and Movement Therapies 2024年1月

  Effects of hindlimb unloading on the mevalonate and mechanistic target of rapamycin complex 1 signaling
  pathways in a fast-twitch muscle in rats.(Munehiro Uda,Toshinori Yoshihara,Noriko Ichinoseki-Sekine,Takeshi Baba) Physiological reports 2024年3月

生活と福祉 奈良 由美子 リスクコミュニケーション－その基本および自然災害に関するコミュニケーションの要点－ 消防防災の科学 2023年11月
  リスクコミュニケーションの意義と要点 治安フォーラム 2023年11月
  Risk communication on COVID-19 with the dialogue among the public: Sketching
  out the figures of the persons concerned(Yumiko Nara,Sumito Shirane,Keiichiro Tahara) Procedia Computer Science 2023年12月

  自然災害とリスクコミュニケーション 治安フォーラム 2024年1月
  大学の対面授業復帰と学生の不安 ──新型コロナ5 類移行後の
  アンケート調査からみえるもの── / 佐久間 泰司,奈良由美子 歯科医学 2024年3月

 山内 豊明 Usefulness of an online learning program for new nursing faculty members
  (Nahoko Nakagawa,Toyoaki Yamauchi) Nagoya Journal of Medical Science 2023年5月

  Learner-Centeredness vs. Teacher-Centeredness: How Are They Different?
  (Fumiko Yoshida,Gary J. Conti,Toyoaki Yamauchi,Misa Kawanishi) Journal of Education and Learning 2023年6月

  救命救急士の聴診スキルの現状把握と呼吸音聴診シミュレータを使用した
  研修効果の検証 / 平岩竜之介,山内豊明 日本臨床救急医療学会誌 2023年7月

  看護とは何か～医学との二項対立を超えて～ 第27回日本看護管理学会学術集会抄録集 2023年8月
  ニューノーマルにおける技術教育（シミュレーション教育を中心に） 日本看護技術学会第21回学術集会講演抄録集 ニューノーマル時代と看護技術 2023年10月
  特集1:実践にいきるフィジカルアセスメント フィジカルアセスメントの各論をどのように授業で展開するか 基本の考えと活用 看護教育 2023年12月
  A Teaching Styles Typology of Practicing Teachers(Fumiko Yoshida,
  Gary J. Conti,Toyoaki Yamauchi,Misa Kawanishi) Journal of Education and Learning 2023年12月

心理と教育 大山 泰宏 家族の幻想 臨床心理事例研究ー京都大学心理教育相談室紀要 2023年10月
 櫻井 直輝 「教育政策学」の課題と今後の方向性：構造的トピックモデルを用いた検討 日本教育政策学会年報 2023年7月
 橋本 鉱市 「大学」は政治家にどう情報発信されてきたか―国会議員Twitter（X）の
  トピック分析― / 寺田悠希,西村幸浩,鎌田健太郎,橋本鉱市 東京大学大学院教育学研究科紀要 2024年3月

  「CPD」研究についての探索的分析－関連論文の書誌情報を中心に－ 東京大学大学院教育学研究科紀要 2024年3月
 森 津太子 認知バイアス・アセスメント尺度80（CBA-80）の開発：80種類の代表的な認知バイアスを日常生活で経験
  する程度とWell-beingとの関連性についての検討 / 高比良 美詠子,池田 まさみ,森 津太子,宮本 康司 立正大学心理学研究所紀要 2024年3月

社会と産業 児玉 晴男 知的財産の帰属の合理的な関係(日本学術会議協力学術研究団体査読付き論文) 企業法学研究 2023年12月
 白鳥 潤一郎 苦悩する「経済大国」――東京サミット（1979年）と日本外交 国際政治 2024年3月
 松井 美樹 Contribution of Information Sharing to Supply Chain Performance in Developing Country: Empirical Evidence
  from Manufacturing Plants in Vietnam(Anh C. Phan,Ha T. Nguyen,Hao A. Nguyen,Yoshiki Matsui) Quality Innovation Prosperity 2023年7月

  ERPシステムを利用したMRP実装の教材開発ー品目マスタ設定からMRPまでー / 古門麻貴,佐藤亮,松井美樹 経営情報学会2023年全国研究発表大会予稿集 2023年11月
 李 鳴 労災認定の適応障害による自殺と生命保険の自殺免責 法学研究 2023年4月
人間と文化 大橋 理枝 ChatGPTが提起する古くて新しい課題 日本コミュニケーション研究 2024年1月
 大村 敬一 本質主義の陥穽：フィールドワークと民族誌の功罪 『フィールドワークと民族誌』（大村敬一＆中空萌編：放送大学教育振興会） 2024年3月
  「人新世」時代のフィールドワークと民族誌 『フィールドワークと民族誌』（大村敬一&中空萌編：放送大学教育振興会） 2024年3月
 近藤 成一 史料を読むということ 宮城歴史科学研究 2023年9月
  Rechtsstreit und Schriftlichkeit. Von der Klage bis zum Urteil(Shigekazu Kondo) Detlev Taranczewski / Christian Werner (Hg.), Funktionale
   Differenzierung königlicher Herrschaft und die Bildung neuer
   Eliten im Japan des 12. bis 14. Jahrhunderts, V&R unipress, ,
   Bonn University Press bei V&R unipress 2023 2023年11月
  Königliche Herrschaf;Eliten im Japan des;frühen Mittelalters. Politische Detlev Taranczewski / Christian Werner (Hg.), Funktionale
  Institutionen;die Funktion ihrer Urkunden(Shigekazu Kondo) Differenzierung königlicher Herrschaft und die Bildung neuer
   Eliten im Japan des 12. bis 14. Jahrhunderts, V&R unipress, ,
   Bonn University Press bei V&R unipress 2023 2023年11月
  『承久記』と北陸道合戦 関幸彦編『軍記ハ史学ニ益アリー軍記と史学の関係を探る』教育評論社 2024年2月
 杉森 哲也 近世京都における遊廓成立過程の再検討 塚田孝・吉田伸之・杉森哲也編『近世巨大都市・三都の
   複合構造とその世界史的位置』 2024年1月
 滝浦 真人 A new trend in Chinese address and its theoretical implications : An argument from
  observations of bifocal strategies in recent chat commerce(Tingting Xiao,Masato Takiura) East Asian Pragmatics 2023年9月

 野崎 歓 大江健三郎と『美しい少年』――ジャン・コクトーのしるしのもとに ユリイカ 2023年7月
 宮本 陽一郎 パンデミックとモダニティ̶ ̶シンクレア・ルイスの『アロースミス』をめぐって アメリカ文学評論 2023年10月
情報 青木 久美子 ChatGPT in Education: A Comparative Study of Media Framing The 7th International Conference on Education and
  (and Public Perception) in Japan and Malaysia(Bradley C. Freeman,Kumiko Aoki) Multimedia Technology (ICEMT 2023) Proceedings 2023年8月
  An In-Depth Review of ChatGPT’s Pros and Cons for Learning and Teaching in Education International Journal of Interactive Mobile
  (Agariadne Dwinggo Samala,Xiaoming Zhai,Kumiko Aoki,Ljubisa Bojic,Simona Zikic) Technologies (iJIM) 
2024年1月
 加藤 浩 Investigation of the Effect of Students’ Nodding on Their Arousal Levels in On-Demand Lectures
  (Kotaro Sumida,Ayumi Ohnishi,Tsutomu Terada,Hiroshi Kato,Hideaki Kuzuoka,Yoshihiko Kubota,Hideyuki Suzuki) Sensors 2023年4月

  授業中の表出と集中度に基づく対面授業と遠隔リアルタイム授業の比較調査 /
  角田幸太郎,大西鮎美,寺田努,加藤浩,葛岡英明,久保田善彦,鈴木栄幸,塚本昌彦 情報処理学会論文誌 2023年4月

  タンジブル人形劇によるマイクロティーチングの変化 －Epistemic Network Analysisによる分析－ / 脇本 健弘,
  佐々木 博史,平山 涼也,望月 俊男,Eagan Brendan,結城 菜摘,舟生 日出男,久保田 善彦,鈴木 栄幸,加藤 浩 日本教育工学会論文誌 2023年6月

 辻 靖彦 大学の授業における ICT 利用に対する信念とオンライン授業実施意欲に影響
  する要因の検討 / 田口真奈,稲葉利江子,高比良美詠子,辻 靖彦 日本教育工学会論文誌 2023年12月

情報 中谷 多哉子 繰り返し型開発のための要求工学プロセス：鳴門モデルの提案 / 中谷 多哉子,大西 淳,佐伯 元司 信学技報 2023年7月
  移動エージェントを用いた警備ロボット制御システム / 箕輪 知也,中谷 多哉子,滝本 宗宏,神林 靖 ソフトウェア工学の基礎ワークショップ in 伊勢志摩 論文誌 2023年11月
  深層学習を用いたプログラムの不具合を推論する精度を向上させるための研究 / 小川 一彦,中谷多哉子 信学技法 2023年11月
  方程式の再帰構造に着目した数値解析モデルの再利用性向上のためのパターンの提案 / 市村 純一,中谷多哉子 信学技法 2023年11月
  遺伝的プログラミングとエージェントベースモデルを用いたOSS開発プロジェクトの性質理解 / 杉山 透,中谷 多哉子 信学技報 2023年11月
  ゴール指向分析を用いた数値解析モデル作成支援に関する分析 / 市村 純一,中谷 多哉子 信学技報 2024年3月
  OSS進化分析のためのWBICを用いたコミット履歴データのベイズ統計解析 / 杉山 透,中谷 多哉子 信学技報 2024年3月
  画像を用いたプログラムの不具合を学習させるための学習データ作成支援ツール / 小川 一彦,中谷 多哉子 信学技報 2024年3月
 柳沼 良知 Detection and Clustering of Ending Parts of Novels / M. Furukawa,Y. Yaginuma　　14th IIAI International Congress on Advanced Applied Informatics (IIAI-AAI), pp. 738-739 2023年7月
 山田 恒夫 教育デジタルトランスフォーメーション（DX）とデジタルエコシステム：国際技術標準，相互運用性，教育IoT. 情報処理 2023年4月
  教育デジタルエコシステムにおける学習目標や評価に関する情報の役割 工学教育 2023年7月
自然と環境 加藤 和弘 Can rivers be important movement corridor for waterbirds in urban areas?(Shiori Takeshige,Kazuhiro Katoh) Landscape and Ecological Engineering 2023年4月
 岸根 順一郎 Magnetic phase diagram of Cr1/3NbS2: SANS study(A. A. Bykov,N. M. Chubova,
  E. V. Altinbaev,Yu Kousaka,A. S. Ovchinnikov,J. Kishine,S. V. Grigoriev) Journal of Solid State Chemistry 2023年6月

  Note on Angular Momentum of Phonons in Chiral Crystals(Akihito Kato,Jun Ichiro Kishine) Journal of the Physical Society of Japan 2023年6月
  Generalized Dzyaloshinskii-Moriya Interaction and Chirality-Induced Phenomena in
  Chiral Crystals(Yoshihiko Togawa,Alexander S. Ovchinnikov,Jun-ichiro Kishine) JOURNAL OF THE PHYSICAL SOCIETY OF JAPAN 2023年8月

  Rotational symmetry breaking of nuclear motion in the Jahn-Teller X3 molecule due to
  Casimir-Polder interaction(A. D. Lyakhov,A. S. Ovchinnikov,I. G. Bostrem,J. Kishine) Physical Review B 2023年9月

 安池 智一 Photodestruction Action Spectroscopy of Silver Cluster Anions, AgN‒ (N= 3‒19), with a Linear Ion Trap:
  Observation of Bound Excited States above the Photodetachment Threshold(Shun Kawamura,
  Masato Yamaguchi,Satoshi Kono,Masashi Arakawa,Tomokazu Yasuike,Takuya Horio,Akira Terasaki) 

Journal of Physical Chemistry A 2023年7月

  Open-boundary cluster model with a parameter-free complex
  absorbing potential(Kosuke Imamura,Tomokazu Yasuike,Hirofumi Sato) Journal of Chemical Physics 2024年1月

公認心理師教育推進室 桑原 知子 【特集 令和型の不登校にどう向き合うか】今，私たちは不登校にどう向き合うのか シンリンラボ https://shinrinlab.com/feature003_04/ 2023年6月
  「事例研究」というアプローチの独自性 臨床心理事例研究 京都大学教育学研究科 心理教育相談室紀要 2023年11月
群馬SC 工藤 貴子 Ten-Membered Cyclodecatetraene Derivatives Including Two Gallium Atoms: Experimental and Theoretical Studies on Synthesis,
   Structures, and Their Transformations to Nine- and Five-Membered Gallacycles(Takako Muraoka,Kenta Fujiwara,Hyuga Furukawa,
  Masayoshi Ikeda,Kanako Kobayashi,Takako Kudo,Keiji Ueno,Yusuke Sunada,Hikaru Takaya,Yuka Ikemoto,Taro Moriwaki) 

Organometallics 2023年5月

新潟SC 大原 謙一 Open Data from the Third Observing Run of LIGO, Virgo, KAGRA, and GEO(R. Abbott,H. et al.) The Astrophysical Journal Supplement Series 2023年7月
  Precise analysis of gravitational waves from binary neutron star coalescence using
  Hilbert‒Huang transform based on Akima spline interpolation(Itsuki Yoda et al.) Progress of Theoretical and Experimental Physics 2023年8月

  Overview of KAGRA : Data transfer and management(T.Akutsu et al.) Progress of Theoretical and Experimental Physics 2023年9月
  A Joint Fermi-GBM and Swift-BAT Analysis of Gravitational-wave Candidates
  from the Third Gravitational-wave Observing Run(C. Fletcher et al.) The Astrophysical Journal 2024年3月

石川SC 千木 昌人 Synthesis of pyrenocycloalkenes by using [2 + 2] photocycloaddition to pyrene
  and Diels‒Alder reaction(Hajime Maeda,Masashi Maeda,Masahito Segi) Journal of Photochemistry and Photobiology 2024年2月

三重SC 梅川 逸人 Cholesterol-lowering activity of adzuki bean(Kuriya KGoto SKobayashi ENishio MNakamura MUmekawa H.) Mol Biol Rep 2023年5月
  閉経後骨粗しょう症モデルマウスにおける茶粉末摂取の骨密度低下抑制効果 /
  西尾昌洋,山中悠里,栗谷健志,梅川逸人,松田智子 日本食品化学学会誌 2023年8月

  Green tea polyphenol EGCg induces cell fusion via reactive oxygen species.
  (Kuriya KItoh SIsoda ATanaka SNishio MUmekawa H.) Biochem Biophys Rep. 2023年9月

兵庫SC 岡田 修一 Does Future Time Perspective Moderate Associations of Instrumental and Affective Attitude With Exercise Behavior?
  A Three-Wave Longitudinal Survey Among Japanese Older Adults(Kazuhiro Harada,Kouhei Masumoto,Shuichi Okada) The Journals of Gerontology: Series B 2023年8月

  Leisure-time management and subjective well-being among older adults:
  A three-wave longitudinal survey(Kazuhiro Harada,Kouhei Masumoto,Shuichi Okada) Archives of Gerontology and Geriatrics 2024年2月

広島SC 吉村 幸則 Aging-associated increased nitric oxide production is a potential cause of inferior eggshell
  quality produced by aged laying hens(M. Elhamouly,T. Nii,N. Isobe,Y. Yoshimura) Theriogenology 2023年7月

  Intravaginal injection of Lactobacillus johnsonii may modulates oviductal microbiota
  and mucosal barrier function of laying hens(T. Nii,T. Shinkoda,N. Isobe,Y. Yoshimura) Poultry Science 2023年8月

  Innate Immune Training in Chickens for Improved Defense against Pathogens: A Review
  (Yukinori Yoshimura,Takahiro Nii,Naoki Isobe) The Journal of Poultry Science 2024年3月

山口SC 杉浦 崇夫 健常若年者における日中の身体バランス能力の時刻による変化とその要因に関する検討
  ～重心動揺計を用いて～ / 沼田 麗,杉浦 崇夫,曽根 涼子 体力科学 2023年8月

徳島SC 橋爪 正樹 Evaluation of a PUF Embedded in the Delay Testable Boundary Scan Circuit 2023 International Technical Conference on Circuits/Systems,
  (Hayato Miki,Eisuke Ohama,Hiroyuki Yotsuyanagi,Masaki Hashizume) Computers, and Communications, ITC-CSCC 2023 2023年6月
  A DfT Technique for Electrical Interconnect Testing of Circuit Boards with 3D Stacked SRAM ICs
  (Yuki Ikiri,Hiroyuki Yotsuyanagi,Fara Ashikin Binti Ali,Shyue-Kung Lu,Masaki Hashizume) Proc. of 12th IEEE CPMT Symposium Japan (ICSJ2023) 2023年11月

高知SC 深見 公雄 Antimicrobial and Growth-Promoting Properties of Cultured Seaweeds Confer Resistance and Attraction to
  Ice-Ice Disease-Causing Bacteria: A Proposed Seaweed-Bacteria Pathosystem Model(Danilo B. Largo,
  Kimio Fukami,Masao Adachi,Flower E. Msuya,Masao Ohno) 

Tropical Phyconomy Coalition Development (pp.263-276) 2024年3月

福岡SC 久枝 良雄 人工酵素の創造 學士會会報 2023年11月
  Role of Halobenzene Guest Molecules in Modulating Room Temperature Phosphorescence of Benzophenone‒Naphthalene
  Diimide Inclusion Crystals(Yoshifumi Tsukiyama,Yusei Yamamoto,Daiki Koga,Luxia Cui,Yu Hoshino,Yoshio Hisaeda,Toshikazu Ono) Chemistry ‒ An Asian Journal 2024年2月

生活と福祉 朝倉 富子 Contribution of Chloride to Salty Taste in Gustatory Sensation (Miku Nakagai,Momo 
Murata,Yoichi Kasahara,Yoshikazu Saito,Yukako Hayashi,Tomiko Asakura,Masataka 
Narukawa)

ACS Food Science & Technology 2025年4月

TMC4 localizes to multiple taste cell types in the mouse taste 
papillae (Momo Murata,Yoshikazu Saito,Yoichi Kasahara,Wataru 
Fujii,Takumi Misaka,Tomiko Asakura,Masataka Narukawa)

FEBS Open Bio 2025年11月

糸川 昌成 Structural dif ferences between human and mouse neurons and 
their implementation in generative AIs (Rino Saiga,Kaede Shiga,Yo 
Maru t a ,Ch ie Inomoto,H i rosh i  Kaj iwara ,Naoya Nakamura ,Yu 
K ak imoto ,Yosh i ro  Yamamoto ,Masah i ro  Yasu t ake ,Mas ayuk i 
Uesugi,Akihisa Takeuchi,Kentaro Uesugi,Yasuko Terada,Yoshio 
Suzuki,Viktor Nikitin,Vincent De Andrade,Francesco De Carlo,Yuichi 
Yamashita,Masanari Itokawa,Soichiro Ide,Kazutaka Ikeda,Ryuta Mizutani)

Scientific Reports 2025年7月

Schizophrenia with hypozincemia: Clinical features and symptom 
severity. (Koichi Tabata,Kazuya Toriumi,Kazuhiro Suzuki,Hidetoshi 
Takag i , I sabe l la  Supard i  Par ida ,Kazuh i ro N i i z a to,Kenich i 
Oshima,Atsushi Imai,Yukihiro Nagase,Ryota Hashimoto,Syudo 
Ya m a s a k i , A t s u s h i  N i s h i d a , M a s a n a r i  I t o k awa , H id e h i ko 
Takahashi,Mitsuhiro Miyashita,Makoto Arai)

Schizophrenia research 2025年10月

Pyramidal soma size in the anterior cingulate cortex is small in schizophrenia 
and correlates with hallucination score. (Ryuta Mizutani,Rino Saiga,Yoshiro 
Yamamoto,Chie Inomoto,Hiroshi Kajiwara,Yu Kakimoto,Yuki Sada,Masahiro 
Yasutake,Masayuki Uesugi,Akihisa Takeuchi,Kentaro Uesugi,Yasuko 
Terada,Yoshio Suzuki,Viktor Nikitin,Francesco De Carlo,Youta Torii,Itaru 
Kushima,Norio Ozaki,Shuji Iritani,Ken-Ichi Oshima,Masanari Itokawa)

Psychiatry research 2025年11月

Distinct microRNA profiles in neuron-derived extracellular vesicles 
between recent-onset and chronic-phase schizophrenia. (Yasufumi 
Tomita,Kazuya Toriumi,Mitsuhiro Miyashita,Kazuhiro Suzuki,Hideya 
Kawaji,Masanari Itokawa,Makoto Arai)

Schizophrenia (Heidelberg, Germany) 2025年11月

Pentosidine modification of neuronal proteins induces dendritic 
spine enlargement in vitro. (Azuna Ozawa,Kazuya Toriumi,Tadayuki 
Shimada,Akinori Endo,Takuya Tomita,Seiichi Munesue,Yasufumi 
Tomita,Hidetoshi Takagi,Isabella Supardi Parida,Mitsuhiro Miyashita,Reiko 
Inagi,Masanari Itokawa,Yasuhiko Yamamoto,Yasushi Saeki,Makoto Arai)

Biochemical and biophysical research 
communications 2025年12月

Structural alteration of neurons in schizophrenia and its relation with 
auditory hallucination. (Ryuta Mizutani,Rino Saiga,Yoshiro Yamamoto,Chie 
Inomoto,Hiroshi Kajiwara,Yu Kakimoto,Masahiro Yasutake,Masayuki 
Uesugi ,Akihisa Takeuchi,Kentaro Uesugi ,Yasuko Terada,Yoshio 
Suzuki,Viktor Nikitin,Francesco De Carlo,Youta Torii,Itaru Kushima,Norio 
Ozaki,Shuji Iritani,Makoto Arai,Ken-Ichi Oshima,Masanari Itokawa)

European psychiatry : the journal of the 
Association of European Psychiatrists 2026年2月

川原 靖弘 後期高齢者の生活機能と利用する健康・医療情報源との関係 / 荻原牧子,
川原靖弘 老年社会科学 2025年4月
Effective Social Support to Enable Older Adults Living Alone in 
Japan to Continue Living at Home (NaoeM.,KawaharaY.) Environ. Res. Public Health 2025年7月
Effects of generic medical communication training on physiotherapy students’ 
ability to communicate in movement-based clinical scenarios: a cross-sectional 
study (Yukiko Yanase,Saki Hiragi,Yasuhiro Kawahara)

BMC Medical Education 2026年1月

関根 紀子 Short-Term Neuromuscular Electrical Stimulation for Muscle 
Atrophy and Weakness: A Randomized Controlled Trial (Ayuna 
Hasegawa,Noriko Ichinoseki-Sekine)

Exercise, Sport and Movement 2025年12月

戸ヶ里 泰典 HIVパブリックスティグマ尺度日本語版の開発とスティグマモデルのHIV/
AIDS領域への適用可能性 / 戸ヶ里泰典,井上洋士,阿部桜子 日本エイズ学会誌 2025年8月
Health literacy in people living with Parkinson’s disease in relation 
to self-management and health-related quality of life (Keisuke 
KAWAMURA,Taisuke TOGARI)

Japanese Journal of Health and Human 
Ecology 2025年9月

パーキンソン病患者の療養生活への適応及び症状のセルフマネジメント評価尺
度の開発 / 川村佳祐,戸ヶ里泰典 日本健康教育学会誌 2025年12月
Health Literacy, Knowledge of HIV/AIDS, and Public Stigma Among General Citizens 
of Japan: An Online Cross-Sectional Survey (Taisuke Togari,Yoji Inoue,Sakurako Abe)

Journal of the International Association of 
Providers of AIDS Care 2026年1月

奈良 由美子 ワクチンに関するリスクコミュニケーションを考える 公衆衛生 2025年10月
山内 豊明 Teaching Style and Educational Philosophy in Japan: Relationship 

and Validation of a Teaching Style Typology (Fumiko Yoshida,Gary J. 
Conti,Toyoaki Yamauchi,Misa Kawanishi)

Journal of Education and Learning 2025年7月

Validation of the Japanese version of the quality of life in life threatening illness- family 
carer version scale for caregivers of home-based patients with amyotrophic lateral 
sclerosis: A cross-sectional study (Kumi Uchiyama,Toyoaki Yamauchi,Rie Hara)

Medicine 2025年10月

教員が示す「充実した看護学実習カンファレンス」を構成する要素 - デル
ファイ法を用いた調査研究- / 渡邊佳奈,山内豊明 ヒューマンケア研究学会誌 2026年2月
ICT を活用したWeb 上で呼吸音聴診教育ができるバーチャルシミュレータとイン
タラクティブトレ ーナ ーの開発と試行調査 / 後藤妃佐絵,三笘 里香,山内 豊明      ヒューマンケア研究学会誌 2026年2月

心理と教育 小林 祐紀 適応学習教材を用いた復習における学力層別の学習効果 / 津下哲也,佐藤
幸江,小林祐紀,中川一史 AI時代の教育学会誌 2025年6月
小中学校の校務におけるチャットツールの機能に対する認識 ーGoogle Chat の各機
能の認知度と校務における活用イメージに着目して / 黒羽 諒,富樫 大輔,小林 祐紀 AI時代の教育学会誌 2025年8月
デジタル教科書の活用を学校研究に位置づけた小学校における教員の学
習指導の特徴 −学習者主体の授業づくりに向けた校内研修を通して− / 
小林祐紀,小内慶太

未来を拓く教育実践学研究 2025年12月

進藤 聡彦 「思考力・判断力・表現力」を捉える教育心理学の視点 ―「思考力」の育成と評
価に焦点を当てて― / 楠見 孝,工藤 与志文,南風原 朝和,小林 一人,進藤 聡彦 教育心理学年報 2025年9月
価格の規定因に関する不十分･不適切な認識と「知識操作」による改善 / 
進藤聡彦,佐藤誠子,舛田弘子,工藤与志文 教授学習心理学研究 2025年10月
「テキストからの学習」の結果は「講義からの学習」において再現されるか－学
習方式の違いが課題解決に及ぼす影響ー / 工藤与志文,佐藤誠子,進藤聡彦 教授学習心理学研究 2025年10月

高梨 利恵子 【痛み-脳-こころ Revisited】慢性疼痛とうつ,不安,発達特性 認知行動療
法の観点から / 田口 佳代子,高梨 利恵子,清水 栄司 精神医学 2025年8月

中島 正雄 2024年度における学生相談界の動向 学生相談研究 2025年7月
職場内スーパーヴィジョンによる学生相談カウンセラーの成長プロセス / 中島正雄,吉武
清實,池田忠義,小島奈々恵,安保英勇,上埜高志 東北大学学生相談・特別支援センター年報 2025年10月

橋本 鉱市 実務家教員養成課程の学びとその成果―養成と採用に着目して― / 日下田 
岳史,谷村 英洋,小島 佐恵子,橋本 鉱市 大学改革・学位研究 2026年1月

社会と産業 川出 良枝 Navigating Patriotism and Cosmopolitanism: Jean-Jacques 
Rousseau and Four Types of French Cosmopolitan Ideals in the 
Eighteenth Century (Yoshie Kawade)

History of European Ideas 2025年11月

The Structure of Liberty in Montesquieu and Adam Smith (Yoshie Kawade) Social Philosophy and Policy 2025年12月
松井 美樹 Supply chain quality management and the triple bottom line: 

underlying relationship in a developing country (Minh Hue 
Nguyen,Anh Chi Phan,Yoshiki Matsui)

International Journal of Process Management and 
Benchmarking 2025年5月

Rethinking creativity in professional football through organizational 
culture and belonging (Ha Thu Nguyen,Anh Chi Phan,Thuy Dam 
Luong Hoang,Quy Ngoc Nguyen,Yoshiki Matsui)

Discover Sustainability 2025年11月

Unveiling the impact of cross-functionality and the fuzzy front end 
on performance outcomes (Ngoc-Anh Duong,Ryuichi Nakamoto,Anh 
Chi Phan,Ha Thu Nguyen,Yoshiki Matsui)

Journal of Advances in Management 
Research 2025年12月

How soft TQM practices and IT adoption improve business 
performance in hotel service: Empirical evidence from developing 
countries (Chi Anh Phan,Thu Ha Nguyen,Hao Anh Nguyen,Truong 
Trong Hoang,Yoshiki Matsui)

E&M Economics and Management 2026年3月

不正会計企業が発行する有価証券報告書の可読性に関する考察 ― 経営
者の問題行動が引き起こす非生産的職務行動 ― / 中石昭夫,松井美樹 日本経営倫理学会誌 2026年3月

李 鳴 他人の生命の共済契約における告知義務違反の主体 保険事例研究会レポート 2025年10月
特別条件決定後の承諾前死亡と保険契約の成立 法学研究『下級審商事判例評釈』第11巻（平

成21年ー25年） 2025年10月
第三者の故意による保険事故の招致と保険者の免責 法学研究『下級審商事判例評釈』第11巻（平

成21年ー25年） 2025年10月
告知義務および告知義務違反による解除をめぐる裁判例・学説の動向 法学研究 2026年1月

人間と文化 河原 温 都市と聖人崇敬ー中世ブルッヘの場合― 聖人崇敬の歴史 2025年5月
小二田 章 抄本『咸淳臨安志』的抄者盧文弨和“宋代” 『宋学研究』 2025年6月

情報 青木 久美子 AIが拓く異文化間教育の未来ー教育現場におけるAI活用の可能性と課題ー 異文化間教育 2025年9月
加藤 浩 大学の同期型ハイブリッド授業におけるオンライン受講の選択要因に関す

る検証 / 伏木田 稚子,大浦 弘樹,光永 文彦,吉川 遼,加藤 浩 学術情報処理研究 2025年11月
芝﨑 順司 ブレッドボード回路実装実験における 生成 AI を活用した実験スキル向上支

援 / 森川一,三井聡,芝﨑順司 工学教育 2026年1月
鈴木 一史 蛋白質立体構造の窪みに充填した球を用いた化合物構築手法の提案 / 岩瀬一

彦,柳沼良知,鈴木一史 情報処理学会論文誌 ISSN:1882-7764 2025年11月
辻 靖彦 コロナ禍におけるICTの強制的な利用が大学教員の認識と継続利用に与え

た影響 / 田口 真奈,高比良 美詠子,稲葉 利江子,辻 靖彦 日本教育工学会論文誌 2025年10月
コロナ禍前後の６時点における大学教員の授業形式別ICT利用量の変化 / 
辻 靖彦,高比良美詠子,稲葉利江子,田口真奈 日本教育工学会論文誌 2025年12月
Development and Initial Evaluation of an iOS Application for 
Real-Time Sound Visualization in Instrument Practice (Daisuke 
KANEKO,Megumi KURAYAMA,Hisayoshi KUNIMUNE,Takeshi 
MORISHITA,Tatsuki YAMAMOTO,Yasuhiko TSUJI)

Proceeding of  Hawai i  Internat ional 
Conference on Education, the 24th Annual 
Conference

2026年1月

Examination of Factors Related to University Faculty Members' Willingness 
to Conduct Online Classes After the COVID-19 Pandemic (Yasuhiko 
Tsuji,Mieko Takahira,Rieko Inaba,Mana Taguchi)

Proceeding of Hawai i  Internat ional 
Conference on Educat ion, the 24th 
Annual Conference

2026年1月

中川 一史 適応学習教材を用いた復習における学力層別の学習効果 / 津下哲也,佐藤
幸江,小林祐紀,中川一史 AI時代の教育学会誌 2025年6月

中谷 多哉子 後方追跡に基づくSRSとStRSの間の一貫性を向上させるための手法の提
案 / 小林百恵,中谷多哉子

Proc. of the International Conference on AI-
empowered Software Engineering – AIESE 2024 2025年10月

仁科 エミ Enhancing the regulatory function of the autonomic nervous 
system using sounds with inaudible high-frequency components 
(Koto Jogasaki,Norie Kawai,Emi Nishina,Manabu Honda)

Scientific Reports 2025年7月
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生活と福祉 朝倉 富子 Mastication stimuli regulate the heartbeat rate through rhythmic regulation
  by the hypothalamic-autonomic system; molecular and telemetric studies in
  weaning-stage rats(Seonmi Lee,Ryota Tochinai,Akihito Yasuoka,Toshitada
  Nagai,Yoshikazu Saito,Masayoshi Kuwahara,Keiko Abe,Tomiko Asakura) 

Frontiers in Neuroscience 2023年9月

  Mouse TMC4 is involved in the detection of chloride taste of salts.(Masataka Narukawa,
  Aya Masago,Momo Murata,Yoshikazu Saito,Yoichi Kasahara,Keiko Abe,Tomiko Asakura) Bioscience, biotechnology, and biochemistry 2023年11月

 川島 聡 障害者権利委員会の条約解釈と新しい差別理論 障害法 2023年11月
  障害差別を超えて―欧州人権条約と日本国憲法における合理的配慮（RA）の可能性 近藤敦編;新国際人権法講座第3巻（信山社） 2024年1月
  国連の障害概念―佐藤久夫名誉教授の所論をめぐって 障害学の展開（障害学研究） 2024年3月
  合理的配慮と差別理論 社会学評論 2024年3月
 川原 靖弘 Relationship between Upper Body Mass and Trunk Segment Control for Stability during Single-
  Leg Standing(Tanaka Kazuya,Atomi Tomoaki,Kawahara Yasuhiro,Shimizu Miho,Atomi Yoriko) Journal of Internationl Exercise Sciences 2023年6月

  Augmented Visual Feedback for Complex Motor Skill Acquisition: A Demonstration with Healthy
  Young Adults(Wakako Miyamoto,Yasuhiro Kawahara,Satoshi Mori,Katsuyoshi Setsu,Fumitada Hattori) Perceptual and Motor Skills 2023年12月

 関根 紀子 Factors associated with return to play following conservative treatment for lumbar
  spondylolysis among young athletes: A retrospective case series using structural
  equation modeling(Masahiro Tsukada,Toshiro Takiuchi,Noriko Ichinoseki-Sekine) 

Journal of Bodywork and Movement Therapies 2024年1月

  Effects of hindlimb unloading on the mevalonate and mechanistic target of rapamycin complex 1 signaling
  pathways in a fast-twitch muscle in rats.(Munehiro Uda,Toshinori Yoshihara,Noriko Ichinoseki-Sekine,Takeshi Baba) Physiological reports 2024年3月

生活と福祉 奈良 由美子 リスクコミュニケーション－その基本および自然災害に関するコミュニケーションの要点－ 消防防災の科学 2023年11月
  リスクコミュニケーションの意義と要点 治安フォーラム 2023年11月
  Risk communication on COVID-19 with the dialogue among the public: Sketching
  out the figures of the persons concerned(Yumiko Nara,Sumito Shirane,Keiichiro Tahara) Procedia Computer Science 2023年12月

  自然災害とリスクコミュニケーション 治安フォーラム 2024年1月
  大学の対面授業復帰と学生の不安 ──新型コロナ5 類移行後の
  アンケート調査からみえるもの── / 佐久間 泰司,奈良由美子 歯科医学 2024年3月

 山内 豊明 Usefulness of an online learning program for new nursing faculty members
  (Nahoko Nakagawa,Toyoaki Yamauchi) Nagoya Journal of Medical Science 2023年5月

  Learner-Centeredness vs. Teacher-Centeredness: How Are They Different?
  (Fumiko Yoshida,Gary J. Conti,Toyoaki Yamauchi,Misa Kawanishi) Journal of Education and Learning 2023年6月

  救命救急士の聴診スキルの現状把握と呼吸音聴診シミュレータを使用した
  研修効果の検証 / 平岩竜之介,山内豊明 日本臨床救急医療学会誌 2023年7月

  看護とは何か～医学との二項対立を超えて～ 第27回日本看護管理学会学術集会抄録集 2023年8月
  ニューノーマルにおける技術教育（シミュレーション教育を中心に） 日本看護技術学会第21回学術集会講演抄録集 ニューノーマル時代と看護技術 2023年10月
  特集1:実践にいきるフィジカルアセスメント フィジカルアセスメントの各論をどのように授業で展開するか 基本の考えと活用 看護教育 2023年12月
  A Teaching Styles Typology of Practicing Teachers(Fumiko Yoshida,
  Gary J. Conti,Toyoaki Yamauchi,Misa Kawanishi) Journal of Education and Learning 2023年12月

心理と教育 大山 泰宏 家族の幻想 臨床心理事例研究ー京都大学心理教育相談室紀要 2023年10月
 櫻井 直輝 「教育政策学」の課題と今後の方向性：構造的トピックモデルを用いた検討 日本教育政策学会年報 2023年7月
 橋本 鉱市 「大学」は政治家にどう情報発信されてきたか―国会議員Twitter（X）の
  トピック分析― / 寺田悠希,西村幸浩,鎌田健太郎,橋本鉱市 東京大学大学院教育学研究科紀要 2024年3月

  「CPD」研究についての探索的分析－関連論文の書誌情報を中心に－ 東京大学大学院教育学研究科紀要 2024年3月
 森 津太子 認知バイアス・アセスメント尺度80（CBA-80）の開発：80種類の代表的な認知バイアスを日常生活で経験
  する程度とWell-beingとの関連性についての検討 / 高比良 美詠子,池田 まさみ,森 津太子,宮本 康司 立正大学心理学研究所紀要 2024年3月

社会と産業 児玉 晴男 知的財産の帰属の合理的な関係(日本学術会議協力学術研究団体査読付き論文) 企業法学研究 2023年12月
 白鳥 潤一郎 苦悩する「経済大国」――東京サミット（1979年）と日本外交 国際政治 2024年3月
 松井 美樹 Contribution of Information Sharing to Supply Chain Performance in Developing Country: Empirical Evidence
  from Manufacturing Plants in Vietnam(Anh C. Phan,Ha T. Nguyen,Hao A. Nguyen,Yoshiki Matsui) Quality Innovation Prosperity 2023年7月

  ERPシステムを利用したMRP実装の教材開発ー品目マスタ設定からMRPまでー / 古門麻貴,佐藤亮,松井美樹 経営情報学会2023年全国研究発表大会予稿集 2023年11月
 李 鳴 労災認定の適応障害による自殺と生命保険の自殺免責 法学研究 2023年4月
人間と文化 大橋 理枝 ChatGPTが提起する古くて新しい課題 日本コミュニケーション研究 2024年1月
 大村 敬一 本質主義の陥穽：フィールドワークと民族誌の功罪 『フィールドワークと民族誌』（大村敬一＆中空萌編：放送大学教育振興会） 2024年3月
  「人新世」時代のフィールドワークと民族誌 『フィールドワークと民族誌』（大村敬一&中空萌編：放送大学教育振興会） 2024年3月
 近藤 成一 史料を読むということ 宮城歴史科学研究 2023年9月
  Rechtsstreit und Schriftlichkeit. Von der Klage bis zum Urteil(Shigekazu Kondo) Detlev Taranczewski / Christian Werner (Hg.), Funktionale
   Differenzierung königlicher Herrschaft und die Bildung neuer
   Eliten im Japan des 12. bis 14. Jahrhunderts, V&R unipress, ,
   Bonn University Press bei V&R unipress 2023 2023年11月
  Königliche Herrschaf;Eliten im Japan des;frühen Mittelalters. Politische Detlev Taranczewski / Christian Werner (Hg.), Funktionale
  Institutionen;die Funktion ihrer Urkunden(Shigekazu Kondo) Differenzierung königlicher Herrschaft und die Bildung neuer
   Eliten im Japan des 12. bis 14. Jahrhunderts, V&R unipress, ,
   Bonn University Press bei V&R unipress 2023 2023年11月
  『承久記』と北陸道合戦 関幸彦編『軍記ハ史学ニ益アリー軍記と史学の関係を探る』教育評論社 2024年2月
 杉森 哲也 近世京都における遊廓成立過程の再検討 塚田孝・吉田伸之・杉森哲也編『近世巨大都市・三都の
   複合構造とその世界史的位置』 2024年1月
 滝浦 真人 A new trend in Chinese address and its theoretical implications : An argument from
  observations of bifocal strategies in recent chat commerce(Tingting Xiao,Masato Takiura) East Asian Pragmatics 2023年9月

 野崎 歓 大江健三郎と『美しい少年』――ジャン・コクトーのしるしのもとに ユリイカ 2023年7月
 宮本 陽一郎 パンデミックとモダニティ̶ ̶シンクレア・ルイスの『アロースミス』をめぐって アメリカ文学評論 2023年10月
情報 青木 久美子 ChatGPT in Education: A Comparative Study of Media Framing The 7th International Conference on Education and
  (and Public Perception) in Japan and Malaysia(Bradley C. Freeman,Kumiko Aoki) Multimedia Technology (ICEMT 2023) Proceedings 2023年8月
  An In-Depth Review of ChatGPT’s Pros and Cons for Learning and Teaching in Education International Journal of Interactive Mobile
  (Agariadne Dwinggo Samala,Xiaoming Zhai,Kumiko Aoki,Ljubisa Bojic,Simona Zikic) Technologies (iJIM) 
2024年1月
 加藤 浩 Investigation of the Effect of Students’ Nodding on Their Arousal Levels in On-Demand Lectures
  (Kotaro Sumida,Ayumi Ohnishi,Tsutomu Terada,Hiroshi Kato,Hideaki Kuzuoka,Yoshihiko Kubota,Hideyuki Suzuki) Sensors 2023年4月

  授業中の表出と集中度に基づく対面授業と遠隔リアルタイム授業の比較調査 /
  角田幸太郎,大西鮎美,寺田努,加藤浩,葛岡英明,久保田善彦,鈴木栄幸,塚本昌彦 情報処理学会論文誌 2023年4月

  タンジブル人形劇によるマイクロティーチングの変化 －Epistemic Network Analysisによる分析－ / 脇本 健弘,
  佐々木 博史,平山 涼也,望月 俊男,Eagan Brendan,結城 菜摘,舟生 日出男,久保田 善彦,鈴木 栄幸,加藤 浩 日本教育工学会論文誌 2023年6月

 辻 靖彦 大学の授業における ICT 利用に対する信念とオンライン授業実施意欲に影響
  する要因の検討 / 田口真奈,稲葉利江子,高比良美詠子,辻 靖彦 日本教育工学会論文誌 2023年12月

情報 中谷 多哉子 繰り返し型開発のための要求工学プロセス：鳴門モデルの提案 / 中谷 多哉子,大西 淳,佐伯 元司 信学技報 2023年7月
  移動エージェントを用いた警備ロボット制御システム / 箕輪 知也,中谷 多哉子,滝本 宗宏,神林 靖 ソフトウェア工学の基礎ワークショップ in 伊勢志摩 論文誌 2023年11月
  深層学習を用いたプログラムの不具合を推論する精度を向上させるための研究 / 小川 一彦,中谷多哉子 信学技法 2023年11月
  方程式の再帰構造に着目した数値解析モデルの再利用性向上のためのパターンの提案 / 市村 純一,中谷多哉子 信学技法 2023年11月
  遺伝的プログラミングとエージェントベースモデルを用いたOSS開発プロジェクトの性質理解 / 杉山 透,中谷 多哉子 信学技報 2023年11月
  ゴール指向分析を用いた数値解析モデル作成支援に関する分析 / 市村 純一,中谷 多哉子 信学技報 2024年3月
  OSS進化分析のためのWBICを用いたコミット履歴データのベイズ統計解析 / 杉山 透,中谷 多哉子 信学技報 2024年3月
  画像を用いたプログラムの不具合を学習させるための学習データ作成支援ツール / 小川 一彦,中谷 多哉子 信学技報 2024年3月
 柳沼 良知 Detection and Clustering of Ending Parts of Novels / M. Furukawa,Y. Yaginuma　　14th IIAI International Congress on Advanced Applied Informatics (IIAI-AAI), pp. 738-739 2023年7月
 山田 恒夫 教育デジタルトランスフォーメーション（DX）とデジタルエコシステム：国際技術標準，相互運用性，教育IoT. 情報処理 2023年4月
  教育デジタルエコシステムにおける学習目標や評価に関する情報の役割 工学教育 2023年7月
自然と環境 加藤 和弘 Can rivers be important movement corridor for waterbirds in urban areas?(Shiori Takeshige,Kazuhiro Katoh) Landscape and Ecological Engineering 2023年4月
 岸根 順一郎 Magnetic phase diagram of Cr1/3NbS2: SANS study(A. A. Bykov,N. M. Chubova,
  E. V. Altinbaev,Yu Kousaka,A. S. Ovchinnikov,J. Kishine,S. V. Grigoriev) Journal of Solid State Chemistry 2023年6月

  Note on Angular Momentum of Phonons in Chiral Crystals(Akihito Kato,Jun Ichiro Kishine) Journal of the Physical Society of Japan 2023年6月
  Generalized Dzyaloshinskii-Moriya Interaction and Chirality-Induced Phenomena in
  Chiral Crystals(Yoshihiko Togawa,Alexander S. Ovchinnikov,Jun-ichiro Kishine) JOURNAL OF THE PHYSICAL SOCIETY OF JAPAN 2023年8月

  Rotational symmetry breaking of nuclear motion in the Jahn-Teller X3 molecule due to
  Casimir-Polder interaction(A. D. Lyakhov,A. S. Ovchinnikov,I. G. Bostrem,J. Kishine) Physical Review B 2023年9月

 安池 智一 Photodestruction Action Spectroscopy of Silver Cluster Anions, AgN‒ (N= 3‒19), with a Linear Ion Trap:
  Observation of Bound Excited States above the Photodetachment Threshold(Shun Kawamura,
  Masato Yamaguchi,Satoshi Kono,Masashi Arakawa,Tomokazu Yasuike,Takuya Horio,Akira Terasaki) 

Journal of Physical Chemistry A 2023年7月

  Open-boundary cluster model with a parameter-free complex
  absorbing potential(Kosuke Imamura,Tomokazu Yasuike,Hirofumi Sato) Journal of Chemical Physics 2024年1月

公認心理師教育推進室 桑原 知子 【特集 令和型の不登校にどう向き合うか】今，私たちは不登校にどう向き合うのか シンリンラボ https://shinrinlab.com/feature003_04/ 2023年6月
  「事例研究」というアプローチの独自性 臨床心理事例研究 京都大学教育学研究科 心理教育相談室紀要 2023年11月
群馬SC 工藤 貴子 Ten-Membered Cyclodecatetraene Derivatives Including Two Gallium Atoms: Experimental and Theoretical Studies on Synthesis,
   Structures, and Their Transformations to Nine- and Five-Membered Gallacycles(Takako Muraoka,Kenta Fujiwara,Hyuga Furukawa,
  Masayoshi Ikeda,Kanako Kobayashi,Takako Kudo,Keiji Ueno,Yusuke Sunada,Hikaru Takaya,Yuka Ikemoto,Taro Moriwaki) 

Organometallics 2023年5月

新潟SC 大原 謙一 Open Data from the Third Observing Run of LIGO, Virgo, KAGRA, and GEO(R. Abbott,H. et al.) The Astrophysical Journal Supplement Series 2023年7月
  Precise analysis of gravitational waves from binary neutron star coalescence using
  Hilbert‒Huang transform based on Akima spline interpolation(Itsuki Yoda et al.) Progress of Theoretical and Experimental Physics 2023年8月

  Overview of KAGRA : Data transfer and management(T.Akutsu et al.) Progress of Theoretical and Experimental Physics 2023年9月
  A Joint Fermi-GBM and Swift-BAT Analysis of Gravitational-wave Candidates
  from the Third Gravitational-wave Observing Run(C. Fletcher et al.) The Astrophysical Journal 2024年3月

石川SC 千木 昌人 Synthesis of pyrenocycloalkenes by using [2 + 2] photocycloaddition to pyrene
  and Diels‒Alder reaction(Hajime Maeda,Masashi Maeda,Masahito Segi) Journal of Photochemistry and Photobiology 2024年2月

三重SC 梅川 逸人 Cholesterol-lowering activity of adzuki bean(Kuriya KGoto SKobayashi ENishio MNakamura MUmekawa H.) Mol Biol Rep 2023年5月
  閉経後骨粗しょう症モデルマウスにおける茶粉末摂取の骨密度低下抑制効果 /
  西尾昌洋,山中悠里,栗谷健志,梅川逸人,松田智子 日本食品化学学会誌 2023年8月

  Green tea polyphenol EGCg induces cell fusion via reactive oxygen species.
  (Kuriya KItoh SIsoda ATanaka SNishio MUmekawa H.) Biochem Biophys Rep. 2023年9月

兵庫SC 岡田 修一 Does Future Time Perspective Moderate Associations of Instrumental and Affective Attitude With Exercise Behavior?
  A Three-Wave Longitudinal Survey Among Japanese Older Adults(Kazuhiro Harada,Kouhei Masumoto,Shuichi Okada) The Journals of Gerontology: Series B 2023年8月

  Leisure-time management and subjective well-being among older adults:
  A three-wave longitudinal survey(Kazuhiro Harada,Kouhei Masumoto,Shuichi Okada) Archives of Gerontology and Geriatrics 2024年2月

広島SC 吉村 幸則 Aging-associated increased nitric oxide production is a potential cause of inferior eggshell
  quality produced by aged laying hens(M. Elhamouly,T. Nii,N. Isobe,Y. Yoshimura) Theriogenology 2023年7月

  Intravaginal injection of Lactobacillus johnsonii may modulates oviductal microbiota
  and mucosal barrier function of laying hens(T. Nii,T. Shinkoda,N. Isobe,Y. Yoshimura) Poultry Science 2023年8月

  Innate Immune Training in Chickens for Improved Defense against Pathogens: A Review
  (Yukinori Yoshimura,Takahiro Nii,Naoki Isobe) The Journal of Poultry Science 2024年3月

山口SC 杉浦 崇夫 健常若年者における日中の身体バランス能力の時刻による変化とその要因に関する検討
  ～重心動揺計を用いて～ / 沼田 麗,杉浦 崇夫,曽根 涼子 体力科学 2023年8月

徳島SC 橋爪 正樹 Evaluation of a PUF Embedded in the Delay Testable Boundary Scan Circuit 2023 International Technical Conference on Circuits/Systems,
  (Hayato Miki,Eisuke Ohama,Hiroyuki Yotsuyanagi,Masaki Hashizume) Computers, and Communications, ITC-CSCC 2023 2023年6月
  A DfT Technique for Electrical Interconnect Testing of Circuit Boards with 3D Stacked SRAM ICs
  (Yuki Ikiri,Hiroyuki Yotsuyanagi,Fara Ashikin Binti Ali,Shyue-Kung Lu,Masaki Hashizume) Proc. of 12th IEEE CPMT Symposium Japan (ICSJ2023) 2023年11月

高知SC 深見 公雄 Antimicrobial and Growth-Promoting Properties of Cultured Seaweeds Confer Resistance and Attraction to
  Ice-Ice Disease-Causing Bacteria: A Proposed Seaweed-Bacteria Pathosystem Model(Danilo B. Largo,
  Kimio Fukami,Masao Adachi,Flower E. Msuya,Masao Ohno) 

Tropical Phyconomy Coalition Development (pp.263-276) 2024年3月

福岡SC 久枝 良雄 人工酵素の創造 學士會会報 2023年11月
  Role of Halobenzene Guest Molecules in Modulating Room Temperature Phosphorescence of Benzophenone‒Naphthalene
  Diimide Inclusion Crystals(Yoshifumi Tsukiyama,Yusei Yamamoto,Daiki Koga,Luxia Cui,Yu Hoshino,Yoshio Hisaeda,Toshikazu Ono) Chemistry ‒ An Asian Journal 2024年2月

情報 平岡 斉士 DIRECTION FOR IMPROVING A PORTFOLIO SYSTEM FOCUSED 
ON THE READINGS AND EXPERIENCES FOR LIFELONG 
LEARNING (Naoshi Hiraoka,Chikako Nagaoka,Michiaki Omura)

EDULEARN Proceedings 2025年6月

救急初療看護の症例基盤型学習の「足場かけ」と「足場はずし」の設計と
学習効果の検証 / 増山純二,都竹茂樹,戸田真志,平岡斉士,鈴木克明 医療職の能力開発 2025年6月
デザイン・コンペティションを活用した授業の設計と実践——デザイナー
志望学生向けのメディア・情報デザイン分野での事例—— / 山本 文枝,久
保田 真一郎,松葉 龍一,平岡 斉士,中野 裕司

教育システム情報学会誌 2026年1月

BEYOND PASSIVE DATA ACCUMULATION: DESIGNING AN AI-
ASSISTED EPORTFOLIO FOR SUSTAINABLE REFLECTION AND 
LIFELONG KNOWLEDGE RESTRUCTURING (R.Matsuba,M.Omura,T.
Nagai,A.Kai,S.I.Kubota,Y.Suzuki,N.Hiraoka)

INTED2026 Proceedings 2026年3月

柳沼 良知 A Method for Converting Lecture Videos into Microcontents and 
Visualizing Them (Masako Furukawa,Yoshitomo Yaginuma)

I I A I  L e t t e r s  o n  I n f o r m a t i c s  a n d 
Interdisciplinary Research, vol.6 2025年10月

蛋白質立体構造の窪みに充填した球を用いた化合物構築手法の提案 / 岩
瀬一彦,柳沼良知,鈴木一史 情報処理学会論文誌 2025年11月

自然と環境 大森 聡一 富士山南東麓の地下水流動機構に関する研究: 水質に着目して  / 神鳥
徹也,松山洋,大森聡一 水文・水資源学会誌 38(4) 279-289 2025年11月

飯田 圭 Tripling Fluctuations and Peaked Sound Speed in Fermionic Matter 
(Hiroyuki Tajima,Kei Iida,Toru Kojo,Haozhao Liang) Physical Review Letters 2025年7月
Tunable Fujita-Miyazawa-type three-body force in ultracold atoms 
(Hiroyuki Tajima,Eiji Nakano,Kei Iida) PHYSICAL REVIEW A 2026年1月

加藤 和弘 Urbanization made rivers as important movement corridors for waterbird 
species, Black-headed Gulls (Shiori Takeshige,Yusuke Sawa,Kazuhiro Katoh) Landscape and Ecological Engineering 2025年6月
Fostering Students’ Awareness and Attitudes toward River Environments: 
Development of a Diatom-Based Educational Program (MayamaS.,Satom
iK.,KatohK.,KarthickB.,JuliusM. L.,OmoriH.,Saito-KatoM.)

Asian Journal of Biology Education, 2025年7月

岸根 順一郎 Electron–Chiral Phonon Coupling, Crystal Angular Momentum, and 
Phonon Chirality (Tomomi Tateishi,Akihito Kato,Jun-ichiro Kishine) Journal of the Physical Society of Japan 2025年5月
Whitham's theory of envelope solitary waves in a monoaxial chiral helimagnet 
(I. G. Bostrem,A. S. Ovchinnikov,M. S. Malyutin,E. G. Ekomasov,J. Kishine) PHYSICAL REVIEW B 2025年12月

二河 成男 Defensive fungal symbiosis on insect hindlegs. (Takanor i 
N i s h i n o , M i n o r u  M o r i y a m a , H i r o m i  M u k a i , M a s a h i k o 
Tanahashi,Takahiro Hosokawa,Hsin-Yi Chang,Shuji Tachikawa,Naruo 
Nikoh,Ryuichi Koga,Chih-Horng Kuo,Takema Fukatsu)

Science (New York, N.Y.) 2025年10月

Tryptophanase disruption promotes insect–bacterium mutualism 
(Yayun Wang,Minoru Moriyama,Ryuichi Koga,Kohei Oguchi,Takahiro 
Hosokawa,Hiroki Takai,Shuji Shigenobu,Naruo Nikoh,Takema Fukatsu)

Nature Microbiology 2026年2月

安池 智一 金属表面で変化する分子のポテンシャルエネルギー面とダイナミクス 表面と真空 2025年10月
グラフェンに担持した金属のプラズモン光学応答 / 渡邊一也,安池智一 表面と真空 2025年11月
Oleic Acid Transfer from Oil to Water as a Perspective of Water-
Dispersible Corrosion Inhibitor (Susumu Hirano,Tatsuya Sei,Midori 
Kawasaki,Machie Otsuka,Tomokazu Yasuike)

Corrosion 2025年11月

群馬SC 工藤 貴子 Theoretical Study of Si/C Alternately Substituted Annulenes with a Belt Structure 
(T. Kudo,K.N.Ferreras,T. Nakamura,A. Imanishi,R. Ikutomo,M.S. Gordon) Physical Chemistry Chemical Physics 2025年12月

埼玉SC 川又 伸彦 「憲法異議」という名称について 『もう一つの憲法学 Ⅲ』信山社 433-453 2026年3月
東京渋谷SC 植松 友彦 個別系列の無歪み符号化 電子情報通信学会 基礎・境界ソサイエティ 

Fundamentals Review 2025年10月
新潟SC 大原 謙一 Search for Continuous Gravitational Waves from Known Pulsars in the First 

Part of the Fourth LIGO-Virgo-KAGRA Observing Run (A. G. Abac,R. Abbott,I. 
Abouelfettouh,F. Acernese,K. Ackley,S. Adhicary,N. Adhikari,R. X. Adhikari,V. K. 
Adkins,D. Agarwal,M. Agathos,M. Aghaei Abchouyeh,O. D. Aguiar,I. Aguilar,L. 
Aiello,A. Ain,P. Ajith,T. Akutsu,S. Albanesi,R. A. Alfaidi,A. Al-Jodah,C. Alléné,A. 
Allocca,S. Al-Shammari,P. A. Altin et al.)

The Astrophysical Journal 2025年4月

Search for Gravitational Waves Emitted from SN 2023ixf (A. G. Abac,R. Abbott,I. 
Abouelfettouh,F. Acernese,K. Ackley,S. Adhicary,N. Adhikari,R. X. Adhikari,V. K. 
Adkins,D. Agarwal,M. Agathos,M. Aghaei Abchouyeh,O. D. Aguiar,I. Aguilar,L. 
Aiello,A. Ain,T. Akutsu,S. Albanesi,R. A. Alfaidi,A. Al-Jodah,C. Alléné,A. Allocca,S. 
Al-Shammari,P. A. Altin,S. Alvarez-Lopez et al.)

The Astrophysical Journal 2025年5月

GW250114: Testing Hawking’s Area Law and the Kerr Nature of Black Holes 
(A. G. Abac,I. Abouelfettouh,F. Acernese,K. Ackley,C. Adamcewicz,S. Adhicary,D. 
Adhikari,N. Adhikari,R. X. Adhikari,V. K. Adkins,S. Afroz,A. Agapito,D. Agarwal,M. 
Agathos,N. Aggarwal,S. Aggarwal,O. D. Aguiar,I.-L. Ahrend,L. Aiello,A. Ain,P. Ajith,T. 
Akutsu,S. Al-Kershi,S. Al-Shammari,S. Albanesi et al.)

Physical Review Letters 2025年9月

GW231123: A Binary Black Hole Merger with Total Mass 190–265 M⊙ (A. G. Abac,I. 
Abouelfettouh,F. Acernese,K. Ackley,C. Adamcewicz,S. Adhicary,D. Adhikari,N. 
Adhikari,R. X. Adhikari,V. K. Adkins,S. Afroz,A. Agapito,D. Agarwal,M. Agathos,N. 
Aggarwal,S. Aggarwal,O. D. Aguiar,I.-L. Ahrend,L. Aiello,A. Ain,P. Ajith,T. Akutsu,S. 
Albanesi,W. Ali,S. Al-Kershi et al.)

The Astrophysical Journal Letters 2025年10月

GW241011 and GW241110: Exploring Binary Formation and Fundamental 
Physics with Asymmetric, High-spin Black Hole Coalescences (A. G. Abac,I. 
Abouelfettouh,F. Acernese,K. Ackley,C. Adamcewicz,S. Adhicary,D. Adhikari,N. 
Adhikari,R. X. Adhikari,V. K. Adkins,S. Afroz,A. Agapito,D. Agarwal,M. Agathos,N. 
Aggarwal,S. Aggarwal,O. D. Aguiar,I.-L. Ahrend,L. Aiello,A. Ain,P. Ajith,T. Akutsu,S. 
Albanesi,W. Ali,S. Al-Kershi et al.)

The Astrophysical Journal Letters 2025年10月

Tests of general relativity with GWTC-3 (R. Abbott,H. Abe,F. Acernese,K. Ackley,N. 
Adhikari,R. X. Adhikari,V. K. Adkins,V. B. Adya,C. Affeldt,D. Agarwal,M. Agathos,K. 
Agatsuma,N. Aggarwal,O. D. Aguiar,L. Aiello,A. Ain,P. Ajith,T. Akutsu,P. F. de 
Alarcón,S. Albanesi,R. A. Alfaidi,A. Allocca,P. A. Altin,A. Amato,C. Anand et al.)

Physical Review D 2025年10月

新潟SC 大原 謙一 All-sky search for short gravitational-wave bursts in the first part of the fourth LIGO-
Virgo-KAGRA observing run(A. G. Abac,I. Abouelfettouh,F. Acernese,K. Ackley,C. 
Adamcewicz,S. Adhicary,D. Adhikari,N. Adhikari,R. X. Adhikari,V. K. Adkins,S. Afroz,A. 
Agapito,D. Agarwal,M. Agathos,N. Aggarwal,S. Aggarwal,O. D. Aguiar,I.-L. Ahrend,L. 
Aiello,A. Ain,P. Ajith,T. Akutsu,S. Albanesi,W. Ali,S. Al-Kershi et al.)

Physical Review D 2025年11月

GWTC-4.0: An Introduction to Version 4.0 of the Gravitational-Wave Transient Catalog (A. G. Abac,I. 
Abouelfettouh,F. Acernese,K. Ackley,S. Adhicary,D. Adhikari,N. Adhikari,R. X. Adhikari,V. K. Adkins,S. 
Afroz,D. Agarwal,M. Agathos,M. Aghaei Abchouyeh,O. D. Aguiar,S. Ahmadzadeh,L. Aiello,A. Ain,P. 
Ajith,S. Akcay,T. Akutsu,S. Albanesi,R. A. Alfaidi,A. Al-Jodah,C. Alléné,A. Allocca et al.)

The Astrophysical Journal Letters 2025年12月

Black Hole Spectroscopy and Tests of General Relativity with GW250114 (A. G. Abac,I. 
Abouelfettouh,F. Acernese,K. Ackley,C. Adamcewicz,S. Adhicary,D. Adhikari,N. Adhikari,R. X. 
Adhikari,V. K. Adkins,S. Afroz,A. Agapito,D. Agarwal,M. Agathos,N. Aggarwal,S. Aggarwal,O. D. 
Aguiar,I.-L. Ahrend,L. Aiello,A. Ain,P. Ajith,T. Akutsu,S. Albanesi,W. Ali,S. Al-Kershi et al.)

Physical Review Letters 2026年1月

岐阜SC 福士 秀人 Equine herpesvirus myeloencephalopathy-related mutations in EHV-1 DNA 
polymerase allow EHV-1 to grow at elevated temperatures (Noriko Fukushi,Rikio 
Kirisawa,Fuka Nishimura,Koji Tsujimura,Hideto Fukushi)

biorxiv 2025年8月

Isolation of “pigeon-type” Chlamydia psittaci and detection of Chlamydia-
related bacteria in Indian ring-necked parakeets (Psittacula krameri manillensis) 
in introduced flocks in urban area of Japan (Yukiko Sassa-O’Brien,Chien-Fu 
Wu,Satomi Matsunaga,Kenji Ohya,Hideto Fukushi)

Veterinary Microbiology 2025年10月

三重SC 梅川 逸人 Mechanism of action of L-theanine on cerebellar granule cell migration via signaling 
pathways (Mai Ibrahim,Kenji Kuriya,Hayato Umekawa,Masahiro Nishio)

B i o s c i e n c e ,  B i o t e c h n o l o g y ,  a n d 
Biochemistry 2025年11月

Effect of L-theanine on cerebellar granule cell migration related to cognitive 
disorders (Mai Ibrahim,Matsuda Tomoko,Kuriya Kenji,Ozeki Makoto,Abe Aya,Hayato 
Umekawa,Masahiro Nishio)

IBRO Neuroscience Reports 2025年12月

Effects of autumn coloration of Acer palmatum  leaves on their polyphenolic 
components and antioxidant activity (Kenji Kuriya,Shiho Matsuura,Shunto 
Araga,Yuichi Masuda,Masahiro Nishio,Hayato Umekawa)

B i o s c i e n c e ,  B i o t e c h n o l o g y ,  a n d 
Biochemistry 2026年1月

京都SC 玉田 芳史 政党の攻防：大学、裁判、上院 タイ国情報 2025年5月
兵庫SC 岡田 修一 Physical Activity Components that Determine Daily Life Satisfaction Among 

Older Adults: An Intensive Longitudinal Diary Study (Kazuhiro Harada,Kouhei 
Masumoto,Shuichi Okada)

Internat ional Journal of Behaviora l 
Medicine 2025年10月

奈良SC 野村 鮎子 清初における歸有光「思子亭記」の受容――計東『甫草思子亭卷子』が果たした役割 日本中國學會報 2025年10月
鳥取SC 渡邉 文雄 Occurrence and characterization of vitamin B12 compounds in traditional Japanese sweet "kuzu-

mochi" made from fermented wheat starch. (Fumio Watanabe,Kyohei Koseki,Tomohiro Bito)
B i o s c i e n c e ,  b i o t e c h n o l o g y ,  a n d 
Biochemistry 2025年7月

Quantification of total vitamin B12 and identification of vitamin B12 compounds 
in commercial fermented tofu (furu) products . (Kyohei Koseki,Sayaka 
Yasuda,Tomohiro Bito,Fumio Watanabe)

B i o s c i e n c e ,  b i o t e c h n o l o g y ,  a n d 
Biochemistry 2025年12月

Vitamin B12 compounds in seafood: an update with a focus on traditional byproducts 
and fermented foods in Japan (Fumio Watanabe,Kyohei Koseki,Tomohiro Bito) Fisheries Science 2026年3月

島根SC 出口 顕 南アフリカ社会人類学の母(1) / 出口顯 ミネルヴァ通信「究」 2025年4月
南アフリカ社会人類学の母(2) / 出口顯 ミネルヴァ通信「究」 2025年5月
南アフリカ社会人類学の母(3)ー構造主義の方から / 出口顯 ミネルヴァ通信「究」 2025年6月
島か大陸か / 出口顯 ミネルヴァ通信「究」 2025年7月
次の世代---エヴァンズ-プリチャードとファース(1) / 出口顯 ミネルヴァ通信「究」 2025年8月
エヴァンズ-プリチャードの「野蛮」な経歴---エヴァンズ-プリチャードとファース(2) / 出口顯 ミネルヴァ通信「究」 2025年9月
対照的背景から対立的立場へ---エヴァンズ-プリチャードとファース(3) / 出口顯 ミネルヴァ通信「究」 2025年10月
「兄弟の一団」の亀裂--エヴァンズ-プリチャードとファース(4) / 出口顯 ミネルヴァ通信「究」 2025年11月
統合と分裂 / 出口顯 ミネルヴァ通信「究」 2025年12月
破壊分子としての社会人類学者 / 出口顯 ミネルヴァ通信「究」 2026年1月
エヴァンズ-プリチャードとベルクソンが語る「未開心性」 / 出口顯 ミネルヴァ通信「究」 2026年3月

広島SC 吉村 幸則 Time-course analysis of the effect of paraprobiotics ABG0050 on the intestinal immune 
system of broilers. (Kondo H.,Iino S.,Fukuda T.,Aoki M.,Yoshimura Y.,Isobe N.,Nii T.) Poultry Science 2025年7月
Effects of Aging on the Microbiota and Inflammatory Status of the Intestinal and Oviductal Mucosa 
in Laying Hens (Takahiro Nii,Takumi Sugiura,Naoki Suzuki,Naoki Isobe,Yukinori Yoshimura) Journal of Poultry Science 2025年7月
Unique Physiological Mechanisms of Sperm Storage and Prolonged Sperm Survival 
in Hen Oviducts: A Review (Yukinori Yoshimura,Takahiro Nii,Naoki Isobe) The Journal of Poultry Science 2025年10月

徳島SC 橋爪 正樹 An Implementation of Delay Testable Boundary Scan and Post-Bond Test Results 
in a 3D IC (Hiroyuki Yotsuyanagi,Keigo Takami,Masaki Hashizume)

IEEE Journal on Emerging and Selected 
Topics in Circuits and Systems 2025年9月

Temperature Dependence of Threshold Voltage for Interconnect IDDQ Testing in 3D 
Stacked ICs Using an Offset-Cancellation-Type Comparator (Haruto Ohmori,Masaki 
Hashizume,Fara Ashikin Binti Ali,Shyue-Kung Lu,Hiroyuki Yotsuyanagi)

2025 IEEE Electrical Design of Advanced 
Packaging and Systems (EDAPS) 2025年12月

福岡SC 久枝 良雄 Bright Tetra-BF2 Mechanophores in Elastomers: Reversible Bent-to-Planar 
Transitions and Mechanochromic Response (Momoka Maeda,Luxia Cui,Ayano 
Tani,Hyuga Shinjo,Yoshifumi Amamoto,Takumi Ehara,Kiyoshi Miyata,Ken 
Onda,Yoshio Hisaeda,Yu Hoshino,Toshikazu Ono)

ChemRxiv 2025年9月

長崎SC 山下 敬彦 Analysis of Ozone Decomposit ion Rate for Evaluat ing Sur face Par t ia l 
Discharge Activities in Large-Scale Industrial Motors (Tomohiro Furusato,Koki 
Matano,Tetsushi Okamoto,Ryuji Ikeda,Takuro Yamada,Takahiko Yamashita)

IEEE TRANSACTIONS ON DIELECTRICS 
AND ELECTRICAL INSULATION 2025年12月

沖縄SC 和田 浩二 Volatile Organic Components and MS-e-nose Profiles of Indonesian and Malaysian 
Palm Sugars from Different Plant Origins (Aldia Katherinatama,Yonathan Asikin,Ryo 
Amano,Siti Hajar-Azhari,David Yudianto,Dhina Aprilia Nurani Widyahapsari,I Wayan 
Rai Widarta,Kensaku Takara,Koji Wada)

Chemosensors 2025年4月

The Effect of Raw Sugar Addition on Flavor and Retronasal Olfaction Profiles 
of Processed Brown Sugar. (Yonathan Asikin,Yuki Nakaza,Moena Oe,Eriko 
Arakaki,Goki Maeda,Hirotaka Kaneda,Kensaku Takara,Koji Wada)

Foods (Basel, Switzerland) 2025年4月

Determination of sotolon, sotolon precursors, and minerals in Okinawan awamori 
(Kensaku Takara,Azusa Soga,Kotomi Irei,Shunpei Toguchi,Yonathan Asikin,Koji Wada) Food Science and Technology Research 2025年5月
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研究成果の発表・普及【講演・口頭発表等】

生活と福祉 朝倉 富子 Mastication stimuli regulate the heartbeat rate through rhythmic regulation
  by the hypothalamic-autonomic system; molecular and telemetric studies in
  weaning-stage rats(Seonmi Lee,Ryota Tochinai,Akihito Yasuoka,Toshitada
  Nagai,Yoshikazu Saito,Masayoshi Kuwahara,Keiko Abe,Tomiko Asakura) 

Frontiers in Neuroscience 2023年9月

  Mouse TMC4 is involved in the detection of chloride taste of salts.(Masataka Narukawa,
  Aya Masago,Momo Murata,Yoshikazu Saito,Yoichi Kasahara,Keiko Abe,Tomiko Asakura) Bioscience, biotechnology, and biochemistry 2023年11月

 川島 聡 障害者権利委員会の条約解釈と新しい差別理論 障害法 2023年11月
  障害差別を超えて―欧州人権条約と日本国憲法における合理的配慮（RA）の可能性 近藤敦編;新国際人権法講座第3巻（信山社） 2024年1月
  国連の障害概念―佐藤久夫名誉教授の所論をめぐって 障害学の展開（障害学研究） 2024年3月
  合理的配慮と差別理論 社会学評論 2024年3月
 川原 靖弘 Relationship between Upper Body Mass and Trunk Segment Control for Stability during Single-
  Leg Standing(Tanaka Kazuya,Atomi Tomoaki,Kawahara Yasuhiro,Shimizu Miho,Atomi Yoriko) Journal of Internationl Exercise Sciences 2023年6月

  Augmented Visual Feedback for Complex Motor Skill Acquisition: A Demonstration with Healthy
  Young Adults(Wakako Miyamoto,Yasuhiro Kawahara,Satoshi Mori,Katsuyoshi Setsu,Fumitada Hattori) Perceptual and Motor Skills 2023年12月

 関根 紀子 Factors associated with return to play following conservative treatment for lumbar
  spondylolysis among young athletes: A retrospective case series using structural
  equation modeling(Masahiro Tsukada,Toshiro Takiuchi,Noriko Ichinoseki-Sekine) 

Journal of Bodywork and Movement Therapies 2024年1月

  Effects of hindlimb unloading on the mevalonate and mechanistic target of rapamycin complex 1 signaling
  pathways in a fast-twitch muscle in rats.(Munehiro Uda,Toshinori Yoshihara,Noriko Ichinoseki-Sekine,Takeshi Baba) Physiological reports 2024年3月

生活と福祉 奈良 由美子 リスクコミュニケーション－その基本および自然災害に関するコミュニケーションの要点－ 消防防災の科学 2023年11月
  リスクコミュニケーションの意義と要点 治安フォーラム 2023年11月
  Risk communication on COVID-19 with the dialogue among the public: Sketching
  out the figures of the persons concerned(Yumiko Nara,Sumito Shirane,Keiichiro Tahara) Procedia Computer Science 2023年12月

  自然災害とリスクコミュニケーション 治安フォーラム 2024年1月
  大学の対面授業復帰と学生の不安 ──新型コロナ5 類移行後の
  アンケート調査からみえるもの── / 佐久間 泰司,奈良由美子 歯科医学 2024年3月

 山内 豊明 Usefulness of an online learning program for new nursing faculty members
  (Nahoko Nakagawa,Toyoaki Yamauchi) Nagoya Journal of Medical Science 2023年5月

  Learner-Centeredness vs. Teacher-Centeredness: How Are They Different?
  (Fumiko Yoshida,Gary J. Conti,Toyoaki Yamauchi,Misa Kawanishi) Journal of Education and Learning 2023年6月

  救命救急士の聴診スキルの現状把握と呼吸音聴診シミュレータを使用した
  研修効果の検証 / 平岩竜之介,山内豊明 日本臨床救急医療学会誌 2023年7月

  看護とは何か～医学との二項対立を超えて～ 第27回日本看護管理学会学術集会抄録集 2023年8月
  ニューノーマルにおける技術教育（シミュレーション教育を中心に） 日本看護技術学会第21回学術集会講演抄録集 ニューノーマル時代と看護技術 2023年10月
  特集1:実践にいきるフィジカルアセスメント フィジカルアセスメントの各論をどのように授業で展開するか 基本の考えと活用 看護教育 2023年12月
  A Teaching Styles Typology of Practicing Teachers(Fumiko Yoshida,
  Gary J. Conti,Toyoaki Yamauchi,Misa Kawanishi) Journal of Education and Learning 2023年12月

心理と教育 大山 泰宏 家族の幻想 臨床心理事例研究ー京都大学心理教育相談室紀要 2023年10月
 櫻井 直輝 「教育政策学」の課題と今後の方向性：構造的トピックモデルを用いた検討 日本教育政策学会年報 2023年7月
 橋本 鉱市 「大学」は政治家にどう情報発信されてきたか―国会議員Twitter（X）の
  トピック分析― / 寺田悠希,西村幸浩,鎌田健太郎,橋本鉱市 東京大学大学院教育学研究科紀要 2024年3月

  「CPD」研究についての探索的分析－関連論文の書誌情報を中心に－ 東京大学大学院教育学研究科紀要 2024年3月
 森 津太子 認知バイアス・アセスメント尺度80（CBA-80）の開発：80種類の代表的な認知バイアスを日常生活で経験
  する程度とWell-beingとの関連性についての検討 / 高比良 美詠子,池田 まさみ,森 津太子,宮本 康司 立正大学心理学研究所紀要 2024年3月

社会と産業 児玉 晴男 知的財産の帰属の合理的な関係(日本学術会議協力学術研究団体査読付き論文) 企業法学研究 2023年12月
 白鳥 潤一郎 苦悩する「経済大国」――東京サミット（1979年）と日本外交 国際政治 2024年3月
 松井 美樹 Contribution of Information Sharing to Supply Chain Performance in Developing Country: Empirical Evidence
  from Manufacturing Plants in Vietnam(Anh C. Phan,Ha T. Nguyen,Hao A. Nguyen,Yoshiki Matsui) Quality Innovation Prosperity 2023年7月

  ERPシステムを利用したMRP実装の教材開発ー品目マスタ設定からMRPまでー / 古門麻貴,佐藤亮,松井美樹 経営情報学会2023年全国研究発表大会予稿集 2023年11月
 李 鳴 労災認定の適応障害による自殺と生命保険の自殺免責 法学研究 2023年4月
人間と文化 大橋 理枝 ChatGPTが提起する古くて新しい課題 日本コミュニケーション研究 2024年1月
 大村 敬一 本質主義の陥穽：フィールドワークと民族誌の功罪 『フィールドワークと民族誌』（大村敬一＆中空萌編：放送大学教育振興会） 2024年3月
  「人新世」時代のフィールドワークと民族誌 『フィールドワークと民族誌』（大村敬一&中空萌編：放送大学教育振興会） 2024年3月
 近藤 成一 史料を読むということ 宮城歴史科学研究 2023年9月
  Rechtsstreit und Schriftlichkeit. Von der Klage bis zum Urteil(Shigekazu Kondo) Detlev Taranczewski / Christian Werner (Hg.), Funktionale
   Differenzierung königlicher Herrschaft und die Bildung neuer
   Eliten im Japan des 12. bis 14. Jahrhunderts, V&R unipress, ,
   Bonn University Press bei V&R unipress 2023 2023年11月
  Königliche Herrschaf;Eliten im Japan des;frühen Mittelalters. Politische Detlev Taranczewski / Christian Werner (Hg.), Funktionale
  Institutionen;die Funktion ihrer Urkunden(Shigekazu Kondo) Differenzierung königlicher Herrschaft und die Bildung neuer
   Eliten im Japan des 12. bis 14. Jahrhunderts, V&R unipress, ,
   Bonn University Press bei V&R unipress 2023 2023年11月
  『承久記』と北陸道合戦 関幸彦編『軍記ハ史学ニ益アリー軍記と史学の関係を探る』教育評論社 2024年2月
 杉森 哲也 近世京都における遊廓成立過程の再検討 塚田孝・吉田伸之・杉森哲也編『近世巨大都市・三都の
   複合構造とその世界史的位置』 2024年1月
 滝浦 真人 A new trend in Chinese address and its theoretical implications : An argument from
  observations of bifocal strategies in recent chat commerce(Tingting Xiao,Masato Takiura) East Asian Pragmatics 2023年9月

 野崎 歓 大江健三郎と『美しい少年』――ジャン・コクトーのしるしのもとに ユリイカ 2023年7月
 宮本 陽一郎 パンデミックとモダニティ̶ ̶シンクレア・ルイスの『アロースミス』をめぐって アメリカ文学評論 2023年10月
情報 青木 久美子 ChatGPT in Education: A Comparative Study of Media Framing The 7th International Conference on Education and
  (and Public Perception) in Japan and Malaysia(Bradley C. Freeman,Kumiko Aoki) Multimedia Technology (ICEMT 2023) Proceedings 2023年8月
  An In-Depth Review of ChatGPT’s Pros and Cons for Learning and Teaching in Education International Journal of Interactive Mobile
  (Agariadne Dwinggo Samala,Xiaoming Zhai,Kumiko Aoki,Ljubisa Bojic,Simona Zikic) Technologies (iJIM) 
2024年1月
 加藤 浩 Investigation of the Effect of Students’ Nodding on Their Arousal Levels in On-Demand Lectures
  (Kotaro Sumida,Ayumi Ohnishi,Tsutomu Terada,Hiroshi Kato,Hideaki Kuzuoka,Yoshihiko Kubota,Hideyuki Suzuki) Sensors 2023年4月

  授業中の表出と集中度に基づく対面授業と遠隔リアルタイム授業の比較調査 /
  角田幸太郎,大西鮎美,寺田努,加藤浩,葛岡英明,久保田善彦,鈴木栄幸,塚本昌彦 情報処理学会論文誌 2023年4月

  タンジブル人形劇によるマイクロティーチングの変化 －Epistemic Network Analysisによる分析－ / 脇本 健弘,
  佐々木 博史,平山 涼也,望月 俊男,Eagan Brendan,結城 菜摘,舟生 日出男,久保田 善彦,鈴木 栄幸,加藤 浩 日本教育工学会論文誌 2023年6月

 辻 靖彦 大学の授業における ICT 利用に対する信念とオンライン授業実施意欲に影響
  する要因の検討 / 田口真奈,稲葉利江子,高比良美詠子,辻 靖彦 日本教育工学会論文誌 2023年12月

情報 中谷 多哉子 繰り返し型開発のための要求工学プロセス：鳴門モデルの提案 / 中谷 多哉子,大西 淳,佐伯 元司 信学技報 2023年7月
  移動エージェントを用いた警備ロボット制御システム / 箕輪 知也,中谷 多哉子,滝本 宗宏,神林 靖 ソフトウェア工学の基礎ワークショップ in 伊勢志摩 論文誌 2023年11月
  深層学習を用いたプログラムの不具合を推論する精度を向上させるための研究 / 小川 一彦,中谷多哉子 信学技法 2023年11月
  方程式の再帰構造に着目した数値解析モデルの再利用性向上のためのパターンの提案 / 市村 純一,中谷多哉子 信学技法 2023年11月
  遺伝的プログラミングとエージェントベースモデルを用いたOSS開発プロジェクトの性質理解 / 杉山 透,中谷 多哉子 信学技報 2023年11月
  ゴール指向分析を用いた数値解析モデル作成支援に関する分析 / 市村 純一,中谷 多哉子 信学技報 2024年3月
  OSS進化分析のためのWBICを用いたコミット履歴データのベイズ統計解析 / 杉山 透,中谷 多哉子 信学技報 2024年3月
  画像を用いたプログラムの不具合を学習させるための学習データ作成支援ツール / 小川 一彦,中谷 多哉子 信学技報 2024年3月
 柳沼 良知 Detection and Clustering of Ending Parts of Novels / M. Furukawa,Y. Yaginuma　　14th IIAI International Congress on Advanced Applied Informatics (IIAI-AAI), pp. 738-739 2023年7月
 山田 恒夫 教育デジタルトランスフォーメーション（DX）とデジタルエコシステム：国際技術標準，相互運用性，教育IoT. 情報処理 2023年4月
  教育デジタルエコシステムにおける学習目標や評価に関する情報の役割 工学教育 2023年7月
自然と環境 加藤 和弘 Can rivers be important movement corridor for waterbirds in urban areas?(Shiori Takeshige,Kazuhiro Katoh) Landscape and Ecological Engineering 2023年4月
 岸根 順一郎 Magnetic phase diagram of Cr1/3NbS2: SANS study(A. A. Bykov,N. M. Chubova,
  E. V. Altinbaev,Yu Kousaka,A. S. Ovchinnikov,J. Kishine,S. V. Grigoriev) Journal of Solid State Chemistry 2023年6月

  Note on Angular Momentum of Phonons in Chiral Crystals(Akihito Kato,Jun Ichiro Kishine) Journal of the Physical Society of Japan 2023年6月
  Generalized Dzyaloshinskii-Moriya Interaction and Chirality-Induced Phenomena in
  Chiral Crystals(Yoshihiko Togawa,Alexander S. Ovchinnikov,Jun-ichiro Kishine) JOURNAL OF THE PHYSICAL SOCIETY OF JAPAN 2023年8月

  Rotational symmetry breaking of nuclear motion in the Jahn-Teller X3 molecule due to
  Casimir-Polder interaction(A. D. Lyakhov,A. S. Ovchinnikov,I. G. Bostrem,J. Kishine) Physical Review B 2023年9月

 安池 智一 Photodestruction Action Spectroscopy of Silver Cluster Anions, AgN‒ (N= 3‒19), with a Linear Ion Trap:
  Observation of Bound Excited States above the Photodetachment Threshold(Shun Kawamura,
  Masato Yamaguchi,Satoshi Kono,Masashi Arakawa,Tomokazu Yasuike,Takuya Horio,Akira Terasaki) 

Journal of Physical Chemistry A 2023年7月

  Open-boundary cluster model with a parameter-free complex
  absorbing potential(Kosuke Imamura,Tomokazu Yasuike,Hirofumi Sato) Journal of Chemical Physics 2024年1月

公認心理師教育推進室 桑原 知子 【特集 令和型の不登校にどう向き合うか】今，私たちは不登校にどう向き合うのか シンリンラボ https://shinrinlab.com/feature003_04/ 2023年6月
  「事例研究」というアプローチの独自性 臨床心理事例研究 京都大学教育学研究科 心理教育相談室紀要 2023年11月
群馬SC 工藤 貴子 Ten-Membered Cyclodecatetraene Derivatives Including Two Gallium Atoms: Experimental and Theoretical Studies on Synthesis,
   Structures, and Their Transformations to Nine- and Five-Membered Gallacycles(Takako Muraoka,Kenta Fujiwara,Hyuga Furukawa,
  Masayoshi Ikeda,Kanako Kobayashi,Takako Kudo,Keiji Ueno,Yusuke Sunada,Hikaru Takaya,Yuka Ikemoto,Taro Moriwaki) 

Organometallics 2023年5月

新潟SC 大原 謙一 Open Data from the Third Observing Run of LIGO, Virgo, KAGRA, and GEO(R. Abbott,H. et al.) The Astrophysical Journal Supplement Series 2023年7月
  Precise analysis of gravitational waves from binary neutron star coalescence using
  Hilbert‒Huang transform based on Akima spline interpolation(Itsuki Yoda et al.) Progress of Theoretical and Experimental Physics 2023年8月

  Overview of KAGRA : Data transfer and management(T.Akutsu et al.) Progress of Theoretical and Experimental Physics 2023年9月
  A Joint Fermi-GBM and Swift-BAT Analysis of Gravitational-wave Candidates
  from the Third Gravitational-wave Observing Run(C. Fletcher et al.) The Astrophysical Journal 2024年3月

石川SC 千木 昌人 Synthesis of pyrenocycloalkenes by using [2 + 2] photocycloaddition to pyrene
  and Diels‒Alder reaction(Hajime Maeda,Masashi Maeda,Masahito Segi) Journal of Photochemistry and Photobiology 2024年2月

三重SC 梅川 逸人 Cholesterol-lowering activity of adzuki bean(Kuriya KGoto SKobayashi ENishio MNakamura MUmekawa H.) Mol Biol Rep 2023年5月
  閉経後骨粗しょう症モデルマウスにおける茶粉末摂取の骨密度低下抑制効果 /
  西尾昌洋,山中悠里,栗谷健志,梅川逸人,松田智子 日本食品化学学会誌 2023年8月

  Green tea polyphenol EGCg induces cell fusion via reactive oxygen species.
  (Kuriya KItoh SIsoda ATanaka SNishio MUmekawa H.) Biochem Biophys Rep. 2023年9月

兵庫SC 岡田 修一 Does Future Time Perspective Moderate Associations of Instrumental and Affective Attitude With Exercise Behavior?
  A Three-Wave Longitudinal Survey Among Japanese Older Adults(Kazuhiro Harada,Kouhei Masumoto,Shuichi Okada) The Journals of Gerontology: Series B 2023年8月

  Leisure-time management and subjective well-being among older adults:
  A three-wave longitudinal survey(Kazuhiro Harada,Kouhei Masumoto,Shuichi Okada) Archives of Gerontology and Geriatrics 2024年2月

広島SC 吉村 幸則 Aging-associated increased nitric oxide production is a potential cause of inferior eggshell
  quality produced by aged laying hens(M. Elhamouly,T. Nii,N. Isobe,Y. Yoshimura) Theriogenology 2023年7月

  Intravaginal injection of Lactobacillus johnsonii may modulates oviductal microbiota
  and mucosal barrier function of laying hens(T. Nii,T. Shinkoda,N. Isobe,Y. Yoshimura) Poultry Science 2023年8月

  Innate Immune Training in Chickens for Improved Defense against Pathogens: A Review
  (Yukinori Yoshimura,Takahiro Nii,Naoki Isobe) The Journal of Poultry Science 2024年3月

山口SC 杉浦 崇夫 健常若年者における日中の身体バランス能力の時刻による変化とその要因に関する検討
  ～重心動揺計を用いて～ / 沼田 麗,杉浦 崇夫,曽根 涼子 体力科学 2023年8月

徳島SC 橋爪 正樹 Evaluation of a PUF Embedded in the Delay Testable Boundary Scan Circuit 2023 International Technical Conference on Circuits/Systems,
  (Hayato Miki,Eisuke Ohama,Hiroyuki Yotsuyanagi,Masaki Hashizume) Computers, and Communications, ITC-CSCC 2023 2023年6月
  A DfT Technique for Electrical Interconnect Testing of Circuit Boards with 3D Stacked SRAM ICs
  (Yuki Ikiri,Hiroyuki Yotsuyanagi,Fara Ashikin Binti Ali,Shyue-Kung Lu,Masaki Hashizume) Proc. of 12th IEEE CPMT Symposium Japan (ICSJ2023) 2023年11月

高知SC 深見 公雄 Antimicrobial and Growth-Promoting Properties of Cultured Seaweeds Confer Resistance and Attraction to
  Ice-Ice Disease-Causing Bacteria: A Proposed Seaweed-Bacteria Pathosystem Model(Danilo B. Largo,
  Kimio Fukami,Masao Adachi,Flower E. Msuya,Masao Ohno) 

Tropical Phyconomy Coalition Development (pp.263-276) 2024年3月

福岡SC 久枝 良雄 人工酵素の創造 學士會会報 2023年11月
  Role of Halobenzene Guest Molecules in Modulating Room Temperature Phosphorescence of Benzophenone‒Naphthalene
  Diimide Inclusion Crystals(Yoshifumi Tsukiyama,Yusei Yamamoto,Daiki Koga,Luxia Cui,Yu Hoshino,Yoshio Hisaeda,Toshikazu Ono) Chemistry ‒ An Asian Journal 2024年2月

生活と福祉 朝倉 富子 塩味伝達機構の解明と新規塩味関連分子 第 29 回 cQUEST セミナー（千葉大セミナー） 2025年8月19日
ヒトの塩味感覚における塩化物イオンの寄与 / 村田百 , 中貝美玖 , 笠原
洋一 , 斉藤芳和 , 林由佳子 , 朝倉富子 , 成川真隆 第 72 回日本食品科学工学会 2025年8月29日
Workshop 6: Quality of Life: Food and Wellbeing Solutions for the 
Elderly ( チ リ・ 日 本 学 術 フ ォ ー ラ ム ), “Taste research to address 
excessive salt intake” (Tomiko Asakura,Yoichi Kasahara)

Chile-Japan Academic Forum in 
Kyoto 2025年10月1日

食と健康～高齢社会の食と味覚 放送大学新潟学習センター公開講演会 2025年10月5日
咀嚼・嚥下時の脳波による食品の嗜好性評価の検討 / 梅谷 華奈 , 井上 
竜一 , 朝倉 富子 , 上田 玲子 , 亀井 飛鳥 , 三坂 巧

日本農芸化学会 2026 年度大会 同志
社大学（京都） 2026年3月10日

TMC4 はマウスの味蕾において複数の味細胞型に発現する / 村田 百 , 斉
藤 芳和 , 笠原 洋一 , 藤井 渉 , 三坂 巧 , 朝倉 富子 , 成川 真隆

日本農芸化学会 2026 年度大会 同志
社大学（京都） 2026年3月11日

高濃度塩味受容に関与する TMC4 の機能解析と塩味増強物質の評価 / 
笠原 洋一 , 朝倉 富子 , 斉藤 芳和 , 成川 真隆

日本農芸化学会 2026 年度大会 同志
社大学（京都） 2026年3月11日

乾燥ストレス下におけるトマト葉と果実の遺伝子発現の差異 / 朝倉 浩
子 , 田村 倫子 , 朝倉 富子

日本農芸化学会 2026 年度大会 同志
社大学（京都） 2026年3月12日

大豆由来 miRNA gma-miR4355 によるヒト結腸直腸癌細胞の増殖抑制
とアポトーシス誘導 / 齊藤 芳和 , 豊田 哲彰 , 朝倉 富子

日本農芸化学会 2026 年度大会 同志
社大学（京都） 2026年3月12日

井出 訓 地域在住中高年者における習慣的な歩行時間に関わる要因 / 五十嵐祐
介 , 井出訓

第 44 回 関東甲信越ブロック理学療
法士学会 2025年11月16日

川島 聡 Some of the Challenges in Legal Advocacy for Disability Rights in 
Japan 

Disability Rights Across the Lifespans in East Asian 
Democracies (George Washington University) 2025年4月11日

障害とは何か、差別とは何か 岐阜美術館 2025年6月28日
障害のある人の人権問題～特に障害者差別の解消について～ 第 106 回法務局・地方法務局職員専門

科（人権）研修 2025年7月9日
障害学生支援 e-learning コンソーシアムの取組―差別解消法の理解度テス
ト― / 佐々木銀河 , 村田淳 , 竹田一則 , 近藤武夫 , 森千夏 , 横井美緒 , 川島聡

AHEAD JAPAN CONFERENCE 
2025（第 11 回全国大会） 2025年9月4日

放送大学における障害学生支援の現状と課題 / 近紀子 , 髙里英江 , 角田
哲哉 , 川島聡 ( 放送大学障がいに関する学生支援相談室 )

AHEAD JAPAN CONFERENCE 
2025（第 11 回全国大会） 2025年9月4日

「建設的対話」と「コンフリクト」について話してみる時間 / 村田淳 , 川
島聡

AHEAD JAPAN CONFERENCE 
2025（第 11 回全国大会） 2025年9月4日

障害学生支援と障害者差別解消法 名城大学 2025年9月10日
障害学生支援と差別禁止 流通経済大学 2025年9月16日
職場での合理的配慮 日本生命保険相互会社 2025年11月7日
市職員が知っておくべき障害者差別解消法のポイント 岡山市市民協働局市民協働部人権推進課 2025年11月13日
禁止される差別とは何か ～「第三次まとめ」を踏まえて～ 日本学生支援機構「令和 7 年度障害者差別解

消法に関する理解・啓発セミナー（実践編）」 2025年11月18日
事業者による障がいのある人への合理的配慮の提供について 四国経済産業局令和７年度「人権教

育・啓発活動支援委託事業」企業向
け人権講演会（高知市）

2025年12月8日

社会通念としての健常者中心主義（エイブリズム） 文部科学省「令和７年度 障害者理
解の増進に関する研修」 2026年1月27日

高等教育機関における合理的配慮の正しい理解ー改正差別解消法を踏ま
えて法学の視点からー 西九州大学 2026年1月29日
パネルディスカッション「ビジネスと人権は当事者の課題にどう切り込
めるか ～女性、子ども、LGBT、障害者、先住民族の視点から」『ビジ
ネスと人権：政府・企業・ステークホルダーにとっての実効性』（オン
ラインセミナー） / 近江美保 , 谷口洋幸 , 岩附由香 , 川島聡 , 小坂田裕子

ヒューライツ大阪 2026年2月20日

障害のある人への差別の解消をめぐって 高知市市民協働部 人権同和・男女共
同参画課 2026年2月25日

合理的配慮における「建設的対話」と「紛争」にどう向き合うか 成蹊大学 2026年3月11日
川原 靖弘 後期⾼齢者はなぜ健康診査 ( 健診 ) を受診するのか？なぜしないのか？ 

/ 荻原牧子 , 川原靖弘 , 酒井美保 , 伊藤力 , 髙﨑智行 , 山田則子 日本老年社会科学会第 67 回大会 2025年6月29日
Sustainable Life and Digital Asset: A Self-Sovereign Framework 
for Traceable and Incentivized Environmental Actions through 
Decentralized Tokens and Re-experiencable Civic Engagement (Junichi 
Suzuki,Yuki Minoda,Motoki Kodama,Theodore Achtem,Yasuhiro 
Kawahara)

SGEM International Scientif ic 
Conference on Earth & Planetary 
Sciences, Extended Scientif ic 
Sessions "Green Sciences for 
Green Life"

2025年12月3日

乳児における Optical flow を用いた這う動作誘発への挑戦 / 細田 里南 ,
小田 翔太 , 川原 靖弘† , 望月 典樹 HCG シンポジウム 2025 2025年12月11日
人馬の関係構築はいかにして可能になるのか / 永田佳子 , 川原靖弘 ヒトと動物の関係学会第 32 回学術

大会 2026年3月14日
ダイナミックな深部脳活動に基づく咀嚼が認知機能に及ぼす効果 / 友田
崇朗 , 川原靖弘 , 今井絵美子 , 片桐祥雅 第 28 回日本ヒト脳マッピング学会 2026年3月20日
経皮迷走神経刺激による深部脳活性化法の提案と検証 / 川原靖弘 , 今井
絵美子 , 友田崇朗 , 植村真帆 , 片桐祥雅 第 28 回日本ヒト脳マッピング学会 2026年3月21日
モノアミン神経系活動の終末糖化産物抑制効果 / 矢野美紀 , 川原靖弘 ,
今井絵美子 , 植村真帆 , 片桐祥雅 第 28 回日本ヒト脳マッピング学会 2026年3月21日

戸ヶ里 泰典 What promotes psychological and spiritual growth among PLWH, and 
what health outcomes does it bring? (Taisuke Togari,Yoji Inoue,Gaku 
Oshima,Sakurako Abe,Rikuya Hosokawa,Yosuke Takaku)

25th IUHPE World Conference on 
Health Promotion 2025年5月13日

看護小規模多機能型居宅介護で看取りを希望した高齢者の死亡前１か月
以降の看護ケア 看護師対象のフォーカスグループディスカッションの
質的分析 / 山田正己 , 戸ヶ里泰典

日本老年看護学会第 30 回学術集会 2025年6月28日

奈良 由美子 リスクコミュニケーション総論 －ワクチンとリスクコミュニケーショ
ンを考える基層として―

第 40 回 日本環境感染学会総会・学
術集会 2025年7月12日

ネクストパンデミックを見据えて 都民に届く広報とはーリスクコミュニ
ケーションの基礎ー

東 京 感 染 症 対 策 セ ン タ ー（ 東 京
iCDC）職員向けオンラインセミナー 2025年10月27日

東京都における新型コロナの後遺症に係る普及啓発の実施状況とその考
察 / 古川恵 , 小坂健 , 立石清一郎 , 土田知也 , 花木秀明 , 平畑光一 , 堀越
裕歩 , 森岡慎一郎 , 井上陽子 , 奈良由美子 , 賀来満夫 , 西塚至 , 成田友代

第 84 回日本公衆衛生学会総会 2025年10月29日

生活と福祉 奈良 由美子 リスクコミュニケーションの基本と要点 －感染症危機におけるリスク
コミュニケーションの実際をふまえて－

滋賀県 感染症危機に備えるリスク
コミュニケーション研修会 2025年11月10日

リスクコミュニケーションの基本と要点 東京都病院協会 令和 7 年度 幹部職
員セミナー 2025年12月12日

科学的知見を政策に反映するために JST-RISTEX 「 科 学 技 術 イ ノ ベ ー
ション政策のための科学」研究開発
プログラム 最終シンポジウム

2025年12月15日

リスクコミュニケーションの基本と要点 国立健康危機管理研究機構 感染症危機
管理リーダーシップ研修 2025年12月18日

平時のリスクコミュニケーション ー平時の取組が有事への即応につながる－ 東京感染症対策センター（iCDC）フォーラム 2026年1月25日
感染症対策におけるリスクコミュニケーション 日本病院薬剤師会 感染制御専門薬

剤師講習会 2026年1月31日
次の感染症危機への備えとしてのリスクコミュニケーションの重要性 内閣感染症危機管理統括庁主催シン

ポジウム 2026年2月9日
リスクコミュニケーションの基本と実際 札幌市 感染症危機に備えた職域応

援職員研修会 2026年2月20日
山内 豊明 A Survey of the Efforts of New Nursing Faculty Members to Develop 

Educational Competence (NAKAGAWA Nahoko,YAMAUCHI Toyoaki)
The 2nd International Nursing 
Research Conference "Future 
N u r s i n g  a n d  I n n o v a t i o n  f o r 
Sustainable Global Health"

2025年12月2日

呼吸音聴診教育のためのバーチャルシミュレータおよび双方向性インタ
ラクティブトレーナの開発と試行調査 / 山内豊明 , 後藤妃佐絵 , 三笘里香 第 45 回日本看護科学学会学術集会 2025年12月7日
呼吸音聴診教育に対するインタラクティブトレーナーの効果検証 〜新たなタイ
プのインターネット教材を卒後教育へ追加投入して〜 / 後藤妃佐絵 , 山内豊明 第 45 回日本看護科学学会学術集会 2025年12月7日

山田 知子 救護法における貧困妊産婦 ―なぜ救護の対象となったのか― 東京市方面委員制度研究会 2025年11月26日
心理と教育 岩崎 久美子 これからの社会教育の在り方 群馬県生涯学習センター「社会教育

推進セミナー」 2025年5月27日
Early University Learning for High School Students Using Open 
Courseware at the Open University of Japan (Kumiko Iwasaki)

30th ICDE (The Internat ional 
Council for Open and Distance 
Education) World Conference 2025

2025年11月13日

櫻井 直輝 学校の労働安全衛生管理体制の現状と課題 ―７自治体小中学校アンケート調査結果
から― / 小川正人 , 山本健也 , 川上泰彦 , 荒井英治郎 , 植竹丘 , 櫻井直輝 , 青井拓司

日本教育行政学会第 60 回大会自由
研究発表 2025年10月12日

進藤 聡彦 価格設定の規定因に関する不適切な認識－修正のために必要な情報を
巡ってー / 進藤聡彦 , 佐藤誠子 , 舛田弘子 , 工藤与志文 日本教授学習心理学会第 21 回年会 2025年6月28日

中島 正雄 能登半島地震における福祉事業所管理職者の心理的ストレス / 髙橋恵
子 , 中島正雄

日本心理臨床学会第 44 回大会ポス
ター発表 2025年9月6日

橋本 朋広 心理臨床に活かすスピリチュアリティ / 松田真理子 , 大村哲夫 , 井原裕 ,
橋本朋広 , 滝口俊子

日本心理臨床学会第 43 回大会自主
シンポジウム 2025年9月28日

病の苦悩と癒し 日本臨床心理身体運動学会第 27 回
大会ワークショップ 2025年12月20日

村松 健司 児童養護施設の高機能化に関する職員へのインタビュー調査 (1) / 柴田一匡 , 坪
井裕子 , 米澤由美子 , 三後美紀 , 樋口亜瑞佐 , 波多江洋介 , 塩谷隼平 , 村松健司

一般社団法人日本心理臨床学会第
44 回大会 2025年9月5日

児童養護施設の高機能化に関する職員へのインタビュー調査 (2) / 柴田一匡 , 坪
井裕子 , 米澤由美子 , 三後美紀 , 樋口亜瑞佐 , 波多江洋介 , 塩谷隼平 , 村松健司

一般社団法人日本心理臨床学会第
44 回大会 2025年9月5日

森 津太子 認知バイアス・アセスメント尺度（CBA）の開発（5）：80 種類の認知
バイアスの経験と自尊感情および抑うつ気分・不安障害 / 高比良美詠子 ,
森津太子 , 池田まさみ , 宮本康司

日本心理学会第 89 回大会 2025年9月5日

認知バイアス・アセスメント尺度（CBA）の開発（6）：80 種類の認知バイ
アスの経験と対人関係 / 池田まさみ , 高比良美詠子 , 森津太子 , 宮本康司 日本心理学会第 89 回大会 2025年9月5日
認知バイアス・アセスメント尺度（CBA）の開発（7）：80 種類の認知バ
イアスの経験と Big Five / 森津太子 , 池田まさみ , 高比良美詠子 , 宮本康司 日本心理学会第 89 回大会 2025年9月5日
Thinking and Working Style Scale 日本語版の作成（1）/ 工藤恵理子 ,
大江朋子 , 森津太子 日本心理学会第 89 回大会 2025年9月5日
Thinking and Working Style Scale 日本語版の作成（2）：性別と年代で
の測定不変性ならびに収束的妥当性と弁別的妥当性の検討 / 大江朋子 ,
工藤恵理子 , 森津太子

日本心理学会第 89 回大会 2025年9月5日

異なる認知バイアス課題による二重過程モデルの精緻化の試み (1)：
Thinking and Working Style Scale(TWS) と対応バイアスを用いた検討 / 
工藤恵理子 , 森津太子 , 大江朋子

日本社会心理学会第 66 回大会 2025年9月20日

異なる認知バイアス課題による二重過程モデルの精緻化の試み (2)：
Thinking and Working Style Scale（TWS）と係留効果を用いた検討 / 森
津太子 , 工藤恵理子 , 大江朋子

日本社会心理学会第 66 回大会 2025年9月20日

異なる認知バイアス課題による二重過程モデルの精緻化の試み (3)：
Thinking and Working Style Scale（TWS）と認知的熟慮課題（CRT）を
用いた検討 / 大江朋子 , 工藤恵理子 , 森津太子

日本社会心理学会第 66 回大会 2025年9月20日

エイジズムの対象と方向性：エイジズムを（年上世代／年下世代）×（に
対する／から受ける）と捉え直しての検討 / 長谷川正史 , 森津太子 日本社会心理学会第 66 回大会 2025年9月20日
認知バイアス経験と情報処理に関わる個人差（1）：80 種類の認知バイ
アスの経験と認知的熟慮性検査および情報処理スタイルの関係 / 高比良
美詠子 , 森津太子 , 池田まさみ , 宮本康司

日本教育心理学会第 67 回総会 2025年10月11日

認知バイアス経験と情報処理に関わる個人差（2）：80 種類の認知バイアスの経験と
知的謙虚さおよびメタ認知の関係 / 森津太子 , 池田まさみ , 高比良美詠子 , 宮本康司 日本教育心理学会第 67 回総会 2025年10月11日
認知バイアス経験と情報処理に関わる個人差（3）：80 種類の認知バイアス
の経験と推論の誤りの関係 / 池田まさみ , 高比良美詠子 , 森津太子 , 宮本康司 日本教育心理学会第 67 回総会 2025年10月11日

社会と産業 桑田 学 安藤元博著『価値創造する市場』（勁草書房、2025）についてのコメント 経済学史学会経済理論史研究会 2025年8月17日
エコノミーの脱自然化／再自然化：思想史の視点から 2025 年度南山学会シンポジウム「人新世」

の社会科学－人類と地球の共生を目指して－ 2025年11月5日
エコノミーとエコロジーの思想史を再考する：脱人間中心的なエコノミーに向けて 明治大学大学院政治経済学研究科特別講義 2025年12月22日

松井 美樹 An Empirical Study on Unattended Delivery in Japan (Yoshiki Matsui) 35th Annual Conference of Production 
and Operations Management Society 2025年5月10日

The Decision to Introduce an Unattended Delivery Option for the Last 
Mile (Yoshiki Matsui)

2025 Decision Sciences Institute 
Annual Conference 2025年11月24日

李 鳴 法律をもっと身近に ～日常に役立つやさしい法律の基礎知識～ 放送大学オンライン講演会 2026年2月21日
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2025年度研究成果の発表・普及【講演・口頭発表等】
所　属 氏　名 テーマ、共著者 主催等 開催年月日

2025年度研究成果の発表・普及【講演・口頭発表等】
所　属 氏　名 テーマ、共著者 主催等 開催年月日

生活と福祉 朝倉 富子 Mastication stimuli regulate the heartbeat rate through rhythmic regulation
  by the hypothalamic-autonomic system; molecular and telemetric studies in
  weaning-stage rats(Seonmi Lee,Ryota Tochinai,Akihito Yasuoka,Toshitada
  Nagai,Yoshikazu Saito,Masayoshi Kuwahara,Keiko Abe,Tomiko Asakura) 

Frontiers in Neuroscience 2023年9月

  Mouse TMC4 is involved in the detection of chloride taste of salts.(Masataka Narukawa,
  Aya Masago,Momo Murata,Yoshikazu Saito,Yoichi Kasahara,Keiko Abe,Tomiko Asakura) Bioscience, biotechnology, and biochemistry 2023年11月

 川島 聡 障害者権利委員会の条約解釈と新しい差別理論 障害法 2023年11月
  障害差別を超えて―欧州人権条約と日本国憲法における合理的配慮（RA）の可能性 近藤敦編;新国際人権法講座第3巻（信山社） 2024年1月
  国連の障害概念―佐藤久夫名誉教授の所論をめぐって 障害学の展開（障害学研究） 2024年3月
  合理的配慮と差別理論 社会学評論 2024年3月
 川原 靖弘 Relationship between Upper Body Mass and Trunk Segment Control for Stability during Single-
  Leg Standing(Tanaka Kazuya,Atomi Tomoaki,Kawahara Yasuhiro,Shimizu Miho,Atomi Yoriko) Journal of Internationl Exercise Sciences 2023年6月

  Augmented Visual Feedback for Complex Motor Skill Acquisition: A Demonstration with Healthy
  Young Adults(Wakako Miyamoto,Yasuhiro Kawahara,Satoshi Mori,Katsuyoshi Setsu,Fumitada Hattori) Perceptual and Motor Skills 2023年12月

 関根 紀子 Factors associated with return to play following conservative treatment for lumbar
  spondylolysis among young athletes: A retrospective case series using structural
  equation modeling(Masahiro Tsukada,Toshiro Takiuchi,Noriko Ichinoseki-Sekine) 

Journal of Bodywork and Movement Therapies 2024年1月

  Effects of hindlimb unloading on the mevalonate and mechanistic target of rapamycin complex 1 signaling
  pathways in a fast-twitch muscle in rats.(Munehiro Uda,Toshinori Yoshihara,Noriko Ichinoseki-Sekine,Takeshi Baba) Physiological reports 2024年3月

生活と福祉 奈良 由美子 リスクコミュニケーション－その基本および自然災害に関するコミュニケーションの要点－ 消防防災の科学 2023年11月
  リスクコミュニケーションの意義と要点 治安フォーラム 2023年11月
  Risk communication on COVID-19 with the dialogue among the public: Sketching
  out the figures of the persons concerned(Yumiko Nara,Sumito Shirane,Keiichiro Tahara) Procedia Computer Science 2023年12月

  自然災害とリスクコミュニケーション 治安フォーラム 2024年1月
  大学の対面授業復帰と学生の不安 ──新型コロナ5 類移行後の
  アンケート調査からみえるもの── / 佐久間 泰司,奈良由美子 歯科医学 2024年3月

 山内 豊明 Usefulness of an online learning program for new nursing faculty members
  (Nahoko Nakagawa,Toyoaki Yamauchi) Nagoya Journal of Medical Science 2023年5月

  Learner-Centeredness vs. Teacher-Centeredness: How Are They Different?
  (Fumiko Yoshida,Gary J. Conti,Toyoaki Yamauchi,Misa Kawanishi) Journal of Education and Learning 2023年6月

  救命救急士の聴診スキルの現状把握と呼吸音聴診シミュレータを使用した
  研修効果の検証 / 平岩竜之介,山内豊明 日本臨床救急医療学会誌 2023年7月

  看護とは何か～医学との二項対立を超えて～ 第27回日本看護管理学会学術集会抄録集 2023年8月
  ニューノーマルにおける技術教育（シミュレーション教育を中心に） 日本看護技術学会第21回学術集会講演抄録集 ニューノーマル時代と看護技術 2023年10月
  特集1:実践にいきるフィジカルアセスメント フィジカルアセスメントの各論をどのように授業で展開するか 基本の考えと活用 看護教育 2023年12月
  A Teaching Styles Typology of Practicing Teachers(Fumiko Yoshida,
  Gary J. Conti,Toyoaki Yamauchi,Misa Kawanishi) Journal of Education and Learning 2023年12月

心理と教育 大山 泰宏 家族の幻想 臨床心理事例研究ー京都大学心理教育相談室紀要 2023年10月
 櫻井 直輝 「教育政策学」の課題と今後の方向性：構造的トピックモデルを用いた検討 日本教育政策学会年報 2023年7月
 橋本 鉱市 「大学」は政治家にどう情報発信されてきたか―国会議員Twitter（X）の
  トピック分析― / 寺田悠希,西村幸浩,鎌田健太郎,橋本鉱市 東京大学大学院教育学研究科紀要 2024年3月

  「CPD」研究についての探索的分析－関連論文の書誌情報を中心に－ 東京大学大学院教育学研究科紀要 2024年3月
 森 津太子 認知バイアス・アセスメント尺度80（CBA-80）の開発：80種類の代表的な認知バイアスを日常生活で経験
  する程度とWell-beingとの関連性についての検討 / 高比良 美詠子,池田 まさみ,森 津太子,宮本 康司 立正大学心理学研究所紀要 2024年3月

社会と産業 児玉 晴男 知的財産の帰属の合理的な関係(日本学術会議協力学術研究団体査読付き論文) 企業法学研究 2023年12月
 白鳥 潤一郎 苦悩する「経済大国」――東京サミット（1979年）と日本外交 国際政治 2024年3月
 松井 美樹 Contribution of Information Sharing to Supply Chain Performance in Developing Country: Empirical Evidence
  from Manufacturing Plants in Vietnam(Anh C. Phan,Ha T. Nguyen,Hao A. Nguyen,Yoshiki Matsui) Quality Innovation Prosperity 2023年7月

  ERPシステムを利用したMRP実装の教材開発ー品目マスタ設定からMRPまでー / 古門麻貴,佐藤亮,松井美樹 経営情報学会2023年全国研究発表大会予稿集 2023年11月
 李 鳴 労災認定の適応障害による自殺と生命保険の自殺免責 法学研究 2023年4月
人間と文化 大橋 理枝 ChatGPTが提起する古くて新しい課題 日本コミュニケーション研究 2024年1月
 大村 敬一 本質主義の陥穽：フィールドワークと民族誌の功罪 『フィールドワークと民族誌』（大村敬一＆中空萌編：放送大学教育振興会） 2024年3月
  「人新世」時代のフィールドワークと民族誌 『フィールドワークと民族誌』（大村敬一&中空萌編：放送大学教育振興会） 2024年3月
 近藤 成一 史料を読むということ 宮城歴史科学研究 2023年9月
  Rechtsstreit und Schriftlichkeit. Von der Klage bis zum Urteil(Shigekazu Kondo) Detlev Taranczewski / Christian Werner (Hg.), Funktionale
   Differenzierung königlicher Herrschaft und die Bildung neuer
   Eliten im Japan des 12. bis 14. Jahrhunderts, V&R unipress, ,
   Bonn University Press bei V&R unipress 2023 2023年11月
  Königliche Herrschaf;Eliten im Japan des;frühen Mittelalters. Politische Detlev Taranczewski / Christian Werner (Hg.), Funktionale
  Institutionen;die Funktion ihrer Urkunden(Shigekazu Kondo) Differenzierung königlicher Herrschaft und die Bildung neuer
   Eliten im Japan des 12. bis 14. Jahrhunderts, V&R unipress, ,
   Bonn University Press bei V&R unipress 2023 2023年11月
  『承久記』と北陸道合戦 関幸彦編『軍記ハ史学ニ益アリー軍記と史学の関係を探る』教育評論社 2024年2月
 杉森 哲也 近世京都における遊廓成立過程の再検討 塚田孝・吉田伸之・杉森哲也編『近世巨大都市・三都の
   複合構造とその世界史的位置』 2024年1月
 滝浦 真人 A new trend in Chinese address and its theoretical implications : An argument from
  observations of bifocal strategies in recent chat commerce(Tingting Xiao,Masato Takiura) East Asian Pragmatics 2023年9月

 野崎 歓 大江健三郎と『美しい少年』――ジャン・コクトーのしるしのもとに ユリイカ 2023年7月
 宮本 陽一郎 パンデミックとモダニティ̶ ̶シンクレア・ルイスの『アロースミス』をめぐって アメリカ文学評論 2023年10月
情報 青木 久美子 ChatGPT in Education: A Comparative Study of Media Framing The 7th International Conference on Education and
  (and Public Perception) in Japan and Malaysia(Bradley C. Freeman,Kumiko Aoki) Multimedia Technology (ICEMT 2023) Proceedings 2023年8月
  An In-Depth Review of ChatGPT’s Pros and Cons for Learning and Teaching in Education International Journal of Interactive Mobile
  (Agariadne Dwinggo Samala,Xiaoming Zhai,Kumiko Aoki,Ljubisa Bojic,Simona Zikic) Technologies (iJIM) 
2024年1月
 加藤 浩 Investigation of the Effect of Students’ Nodding on Their Arousal Levels in On-Demand Lectures
  (Kotaro Sumida,Ayumi Ohnishi,Tsutomu Terada,Hiroshi Kato,Hideaki Kuzuoka,Yoshihiko Kubota,Hideyuki Suzuki) Sensors 2023年4月

  授業中の表出と集中度に基づく対面授業と遠隔リアルタイム授業の比較調査 /
  角田幸太郎,大西鮎美,寺田努,加藤浩,葛岡英明,久保田善彦,鈴木栄幸,塚本昌彦 情報処理学会論文誌 2023年4月

  タンジブル人形劇によるマイクロティーチングの変化 －Epistemic Network Analysisによる分析－ / 脇本 健弘,
  佐々木 博史,平山 涼也,望月 俊男,Eagan Brendan,結城 菜摘,舟生 日出男,久保田 善彦,鈴木 栄幸,加藤 浩 日本教育工学会論文誌 2023年6月

 辻 靖彦 大学の授業における ICT 利用に対する信念とオンライン授業実施意欲に影響
  する要因の検討 / 田口真奈,稲葉利江子,高比良美詠子,辻 靖彦 日本教育工学会論文誌 2023年12月

情報 中谷 多哉子 繰り返し型開発のための要求工学プロセス：鳴門モデルの提案 / 中谷 多哉子,大西 淳,佐伯 元司 信学技報 2023年7月
  移動エージェントを用いた警備ロボット制御システム / 箕輪 知也,中谷 多哉子,滝本 宗宏,神林 靖 ソフトウェア工学の基礎ワークショップ in 伊勢志摩 論文誌 2023年11月
  深層学習を用いたプログラムの不具合を推論する精度を向上させるための研究 / 小川 一彦,中谷多哉子 信学技法 2023年11月
  方程式の再帰構造に着目した数値解析モデルの再利用性向上のためのパターンの提案 / 市村 純一,中谷多哉子 信学技法 2023年11月
  遺伝的プログラミングとエージェントベースモデルを用いたOSS開発プロジェクトの性質理解 / 杉山 透,中谷 多哉子 信学技報 2023年11月
  ゴール指向分析を用いた数値解析モデル作成支援に関する分析 / 市村 純一,中谷 多哉子 信学技報 2024年3月
  OSS進化分析のためのWBICを用いたコミット履歴データのベイズ統計解析 / 杉山 透,中谷 多哉子 信学技報 2024年3月
  画像を用いたプログラムの不具合を学習させるための学習データ作成支援ツール / 小川 一彦,中谷 多哉子 信学技報 2024年3月
 柳沼 良知 Detection and Clustering of Ending Parts of Novels / M. Furukawa,Y. Yaginuma　　14th IIAI International Congress on Advanced Applied Informatics (IIAI-AAI), pp. 738-739 2023年7月
 山田 恒夫 教育デジタルトランスフォーメーション（DX）とデジタルエコシステム：国際技術標準，相互運用性，教育IoT. 情報処理 2023年4月
  教育デジタルエコシステムにおける学習目標や評価に関する情報の役割 工学教育 2023年7月
自然と環境 加藤 和弘 Can rivers be important movement corridor for waterbirds in urban areas?(Shiori Takeshige,Kazuhiro Katoh) Landscape and Ecological Engineering 2023年4月
 岸根 順一郎 Magnetic phase diagram of Cr1/3NbS2: SANS study(A. A. Bykov,N. M. Chubova,
  E. V. Altinbaev,Yu Kousaka,A. S. Ovchinnikov,J. Kishine,S. V. Grigoriev) Journal of Solid State Chemistry 2023年6月

  Note on Angular Momentum of Phonons in Chiral Crystals(Akihito Kato,Jun Ichiro Kishine) Journal of the Physical Society of Japan 2023年6月
  Generalized Dzyaloshinskii-Moriya Interaction and Chirality-Induced Phenomena in
  Chiral Crystals(Yoshihiko Togawa,Alexander S. Ovchinnikov,Jun-ichiro Kishine) JOURNAL OF THE PHYSICAL SOCIETY OF JAPAN 2023年8月

  Rotational symmetry breaking of nuclear motion in the Jahn-Teller X3 molecule due to
  Casimir-Polder interaction(A. D. Lyakhov,A. S. Ovchinnikov,I. G. Bostrem,J. Kishine) Physical Review B 2023年9月

 安池 智一 Photodestruction Action Spectroscopy of Silver Cluster Anions, AgN‒ (N= 3‒19), with a Linear Ion Trap:
  Observation of Bound Excited States above the Photodetachment Threshold(Shun Kawamura,
  Masato Yamaguchi,Satoshi Kono,Masashi Arakawa,Tomokazu Yasuike,Takuya Horio,Akira Terasaki) 

Journal of Physical Chemistry A 2023年7月

  Open-boundary cluster model with a parameter-free complex
  absorbing potential(Kosuke Imamura,Tomokazu Yasuike,Hirofumi Sato) Journal of Chemical Physics 2024年1月

公認心理師教育推進室 桑原 知子 【特集 令和型の不登校にどう向き合うか】今，私たちは不登校にどう向き合うのか シンリンラボ https://shinrinlab.com/feature003_04/ 2023年6月
  「事例研究」というアプローチの独自性 臨床心理事例研究 京都大学教育学研究科 心理教育相談室紀要 2023年11月
群馬SC 工藤 貴子 Ten-Membered Cyclodecatetraene Derivatives Including Two Gallium Atoms: Experimental and Theoretical Studies on Synthesis,
   Structures, and Their Transformations to Nine- and Five-Membered Gallacycles(Takako Muraoka,Kenta Fujiwara,Hyuga Furukawa,
  Masayoshi Ikeda,Kanako Kobayashi,Takako Kudo,Keiji Ueno,Yusuke Sunada,Hikaru Takaya,Yuka Ikemoto,Taro Moriwaki) 

Organometallics 2023年5月

新潟SC 大原 謙一 Open Data from the Third Observing Run of LIGO, Virgo, KAGRA, and GEO(R. Abbott,H. et al.) The Astrophysical Journal Supplement Series 2023年7月
  Precise analysis of gravitational waves from binary neutron star coalescence using
  Hilbert‒Huang transform based on Akima spline interpolation(Itsuki Yoda et al.) Progress of Theoretical and Experimental Physics 2023年8月

  Overview of KAGRA : Data transfer and management(T.Akutsu et al.) Progress of Theoretical and Experimental Physics 2023年9月
  A Joint Fermi-GBM and Swift-BAT Analysis of Gravitational-wave Candidates
  from the Third Gravitational-wave Observing Run(C. Fletcher et al.) The Astrophysical Journal 2024年3月

石川SC 千木 昌人 Synthesis of pyrenocycloalkenes by using [2 + 2] photocycloaddition to pyrene
  and Diels‒Alder reaction(Hajime Maeda,Masashi Maeda,Masahito Segi) Journal of Photochemistry and Photobiology 2024年2月

三重SC 梅川 逸人 Cholesterol-lowering activity of adzuki bean(Kuriya KGoto SKobayashi ENishio MNakamura MUmekawa H.) Mol Biol Rep 2023年5月
  閉経後骨粗しょう症モデルマウスにおける茶粉末摂取の骨密度低下抑制効果 /
  西尾昌洋,山中悠里,栗谷健志,梅川逸人,松田智子 日本食品化学学会誌 2023年8月

  Green tea polyphenol EGCg induces cell fusion via reactive oxygen species.
  (Kuriya KItoh SIsoda ATanaka SNishio MUmekawa H.) Biochem Biophys Rep. 2023年9月

兵庫SC 岡田 修一 Does Future Time Perspective Moderate Associations of Instrumental and Affective Attitude With Exercise Behavior?
  A Three-Wave Longitudinal Survey Among Japanese Older Adults(Kazuhiro Harada,Kouhei Masumoto,Shuichi Okada) The Journals of Gerontology: Series B 2023年8月

  Leisure-time management and subjective well-being among older adults:
  A three-wave longitudinal survey(Kazuhiro Harada,Kouhei Masumoto,Shuichi Okada) Archives of Gerontology and Geriatrics 2024年2月

広島SC 吉村 幸則 Aging-associated increased nitric oxide production is a potential cause of inferior eggshell
  quality produced by aged laying hens(M. Elhamouly,T. Nii,N. Isobe,Y. Yoshimura) Theriogenology 2023年7月

  Intravaginal injection of Lactobacillus johnsonii may modulates oviductal microbiota
  and mucosal barrier function of laying hens(T. Nii,T. Shinkoda,N. Isobe,Y. Yoshimura) Poultry Science 2023年8月

  Innate Immune Training in Chickens for Improved Defense against Pathogens: A Review
  (Yukinori Yoshimura,Takahiro Nii,Naoki Isobe) The Journal of Poultry Science 2024年3月

山口SC 杉浦 崇夫 健常若年者における日中の身体バランス能力の時刻による変化とその要因に関する検討
  ～重心動揺計を用いて～ / 沼田 麗,杉浦 崇夫,曽根 涼子 体力科学 2023年8月

徳島SC 橋爪 正樹 Evaluation of a PUF Embedded in the Delay Testable Boundary Scan Circuit 2023 International Technical Conference on Circuits/Systems,
  (Hayato Miki,Eisuke Ohama,Hiroyuki Yotsuyanagi,Masaki Hashizume) Computers, and Communications, ITC-CSCC 2023 2023年6月
  A DfT Technique for Electrical Interconnect Testing of Circuit Boards with 3D Stacked SRAM ICs
  (Yuki Ikiri,Hiroyuki Yotsuyanagi,Fara Ashikin Binti Ali,Shyue-Kung Lu,Masaki Hashizume) Proc. of 12th IEEE CPMT Symposium Japan (ICSJ2023) 2023年11月

高知SC 深見 公雄 Antimicrobial and Growth-Promoting Properties of Cultured Seaweeds Confer Resistance and Attraction to
  Ice-Ice Disease-Causing Bacteria: A Proposed Seaweed-Bacteria Pathosystem Model(Danilo B. Largo,
  Kimio Fukami,Masao Adachi,Flower E. Msuya,Masao Ohno) 

Tropical Phyconomy Coalition Development (pp.263-276) 2024年3月

福岡SC 久枝 良雄 人工酵素の創造 學士會会報 2023年11月
  Role of Halobenzene Guest Molecules in Modulating Room Temperature Phosphorescence of Benzophenone‒Naphthalene
  Diimide Inclusion Crystals(Yoshifumi Tsukiyama,Yusei Yamamoto,Daiki Koga,Luxia Cui,Yu Hoshino,Yoshio Hisaeda,Toshikazu Ono) Chemistry ‒ An Asian Journal 2024年2月

情報 平岡 斉士 教材設計科目において ID 初学者が作成した課題分析図にみられる傾向の分
析 / 天野慧 , 天野慧 , 平岡斉士 , 平岡斉士 , 鈴木克明 , 鈴木克明 日本教育工学会研究報告集 (Web) 2025年7月5日
情報科教科書の索引用語の変遷とその特徴 : 数学科及び公民科との比較
分析 / 伊藤智子 , 伊藤智義 , 下馬場朋禄 , 平岡斉士 情報科学技術フォーラム講演論文集 2025年9月4日
生成 AI によるテスト問題・類題案作成と教員支援―ツールの設計と
チェックリストの提案― / 平岡斉士 , 徳永恵理子 , 鈴木真保

教育システム情報学会 2025 年度第
3 回研究会 2025年9月26日

オンサイト環境でのインフォーマルコミュニケーションによる探究の共
同体を支援するための Miro 機能の検討 / 鈴木真保 , 平岡斉士

日本教育工学会第 47 回秋季全国大
会 2025年9月27日

オンライン単位認定試験の問題形式と評価観点の実態調査 - 科目特性に
よる違いの分析を中心に - / 平岡斉士 , 徳永恵理子 , 鈴木真保 日本教育工学会研究報告集 (Web) 2025年10月18日
知識・スキル単位での学習到達度の把握を支援するオンライン学習環境の試作 -
自律的学習が求められる児童を対象として - / 長岡千香子 , 平岡斉士 , 古川雅子 日本教育工学会研究報告集 (Web) 2025年10月18日
Designing a Long-Term Instructional Design Workshop to Facilitate Gradual 
Behavioral Change Among Subject Matter Experts (Kei Amano,Naoshi Hiraoka)

AECT international convention 
2025 2025年10月20日

伏見 清香 紙立体模型の観察により空間イメージを視 覚言語に変換する試み - 紙立体模型
の意 味づけ情報を視覚言語に変換するプロセス の分析 - / 井上順子 , 伏見清香

日本デザイン学会第 72 回春季研究
発表大会 2025年6月28日

自然と環境 安池 智一 プレキシトン形成によるポテンシャル変形 第 27 回理論化学討論会 2025年7月24日
インジウムナノクラスターによる遠紫外近接場とベンゼンの結合状態形
成 / 川合功将 , 長塚直樹 , 小板谷貴典 , 奥山弘 , 渡邊一也 , 安池智一 第 19 回分子科学討論会 2025年9月9日
有機基板に担持された単一組成合金ナノクラスターのプラズモン光応答
特性 / 時田実和 , 井上朋也 , 安池智一 , 中嶋 敦 第 19 回分子科学討論会 2025年9月10日
インジウムナノクラスターと小分子のプレキシトン形成 / 長塚直樹 , 川
合功将 , 小板谷貴典 , 奥山弘 , 渡邊一也 , 安池 智一 第 19 回分子科学討論会 2025年9月12日
腐食インヒビターの視点で見たオレイン酸添加デカンの水中分散 / 平野
奨 , 瀬井達也 , 安池智一 第 76 回コロイドおよび界面討論会 2025年9月24日

石崎 克也 A note on hypertranscendency with Nevanlinna theory (Ishizaki 
Katsuya)

Mathematics Research Seminar, 
University of Eastern Finland 2025年10月8日

加藤 和弘 都市における植栽林の 25 年経過後の群落構造とその変遷についての調
査研究 / 小川脩子 , 原田潤 , 加藤和弘 , 中村俊彦 自然環境復元学会第 26 回全国大会 2026年2月20日
東京都心に点在する自然の聖地により維持されてきた樹木の多様性 / 亀
山郁花 , 松本航汰 , 加藤和弘 , 中島一豪 , 高田まゆら 第 73 回日本生態学会大会 2026年3月14日

障がいに関する
学生支援相談室

角田 哲哉 放送大学における障害学生支援の現状と課題 / 近紀子 , 高里英江 , 角田
哲哉 , 川島聡 ( 放送大学障がいに関する学生支援相談 )

AHEAD JAPAN CONFERENCE 
2025（第 11 回全国大会） 2025年9月4日

ちばの病弱教育～病気の子どもの学びと心のケア～ ちば産学官連携プラットフォーム 
ちば学リレー講座 2025 2025年10月25日

栃木 SC 加藤 謙一 小学生男子の投動作における動作パターンの定量的分類とその動作的特
徴 / 小林育斗 , 加藤謙一 , 阿江通良 日本発育発達学会第 24 回大会 2026年3月7日

群馬 SC 工藤 貴子 量子化学計算による新奇な分子の研究 -14 族元素化合物を主として - 放送大学群馬同窓会記念講演 2025年4月13日
東京渋谷SC 植松 友彦 シャノン理論とは何だろうか 第48回情報理論とその応用シンポジウム 2025年11月
山梨 SC 村松 俊夫 「STEAMS（スティームス）教育」理念浸透のための啓発活動 － 触知体

験型教育遊具を用いて －
日本基礎造形学会第 36 回香川大会

（サンポートホール高松） 2025年8月24日
美術と図学教育 (5) 東京芸術大学における図学関連講義の試験問題考 / 
佐藤紀子 , 齋藤綾 , 面出和子 , 村松俊夫

日本図学会 2025 年度大会（明星大
学日野キャンパス） 2025年11月8日

京都 SC 玉田 芳史 プアタイ党は民主党の二の舞を踏むのか 日本タイ学会研究大会 2025年7月12日
タイ：軍隊による領土紛争の政治利用 東南アジア学会研究大会 2025年12月7日
The Border Conflicts with Cambodia and its Impact upon De-
democratization

Symposium on "Political De-Democratization 
in Southeast Asia: The Case of Thailand" 2025年12月14日

兵庫 SC 岡田 修一 生涯学習を通じた高齢者のウェルビーイング形成 / 熊野道子 , 岡田 修一 日本心理学会第 89 回大会 2025年9月6日
運動時間の長さと運動への感情的態度が精神的健康に及ぼす影響：運動
実践中の高齢者を対象とした縦断検証 / 原田和彦 , 増本康平 , 岡田修一

第 27 回日本健康支援学会年次学術
大会 2026年3月7日

奈良 SC 野村 鮎子 辞板屋従屈子：王華姜従古原到番禺的生命歴程 「守正与創新：新時代中国文学研究
学術検討会」於寧夏師範大学 2025年7月16日

錢謙益的夭殤哀悼 「千面文宗：錢謙益与十七世紀的文学世界」，
於浙江大学中国古代文学与文化研究所 2025年11月15日

行旅即画：屈大均贈妻詩的南帰図景 シンガポール南洋理工大学中文系「文図
学与東亜文化交流」オンライン講演会 2026年3月10日

島根 SC 出口 顕 文字と権力及び触覚 / 出口顯 東アジアにおける識字研究の現在 -- 第
36 回獨協インターナショナルフォーラム 2025年12月13日

「通過儀礼」の現在 / 出口顯 放送大学島根学習センター公開講演会 2026年1月17日
福岡 SC 久枝 良雄 学びの継続を支える：放送大学における若年学生の定着促進戦略 / 久枝良雄 ,

合屋伸一 , 小山内康人 , 富松潔 , 黒岩由美 , 田中利幸 , 水野和彦 , 石井芙美子
第３８回アジア公開大学年次大会
２０２５ 2025年10月21日

分子が描く生命と色：ノーベル賞研究と花の色の科学 放送大学福岡同窓会所長講演会 2026年3月1日
ビタミン B12- 酸化チタン系ハイブリッド触媒 日産化学富山工場講演会 2026年3月4日

人間と文化 河原 温 コメント：フランドルと南イタリア 都市史学会 シンポジウム：南イタ
リアの都市性と地域性 2025年12月7日

小二田 章 “How to Teach History by Distance Learning - Making Paper-based 
Studies Paperless” (Akira KONITA)

38th AAOU（Asian Association of 
Open Universities） Annual Conference 2025年10月20日

「地方志と周囲の地図：杭州を中心に」 学習院大学東洋文化研究所一般研究プロ
ジェクト研究会「中国地図史の再検討」 2025年12月11日

基調報告「東亞地方史誌：研究介紹與展望」 東亞地方志的理論與實踐： 台日學者交流座談會 2026年3月13日
鶴見 英成 ペルー北部のポルボリン遺跡における石垣状構造物の発見と意義―古代

アンデスにおける土石流・落石導流堤の可能性 / 苅谷愛彦 , 鶴見英成 ,
大谷博則 , 縫村崇行 , カルロス・モラレス

日本山の科学会 2025 年 秋期研究大
会 2025年11月22日

笛吹きボトルの形態と音色の変化に関する比較研究：エクアドル資料調
査を中心に / 真世土マウ , 吉田晃章 , 鶴見英成 , 森下矢須之 古代アメリカ学会第 30 回研究大会 2025年12月7日
ペルー天野プレコロンビアン織物博物館資料に基づく笛吹きボトルのタ
イプ分類の再考 / 吉田晃章 , 真世土マウ , 鶴見英成 , 森下矢須之 古代アメリカ学会第 30 回研究大会 2025年12月7日
ペルー北部ヘケテペケ川における地形形成作用と文明形成期の土地利用に関
する調査 / 鶴見英成 , 苅谷愛彦 , 縫村崇行 , 大谷博則 , カルロス・モラレス 古代アメリカ学会第 30 回研究大会 2025年12月7日
ペルー北部ヘケテペケ谷はどう生きられたか：文明形成期、物理的環境を中心に マテリアマインド第４回全体会議 2026年1月10日

野崎 歓 ラウラ・シタレラ監督『トレンケ・ラウケン』をめぐって ユーロスペース 2025年4月25日
対談・翻訳文学のこれから / 野崎歓 , 斎藤真理子 三鷹 UNITE トークイベント 2025年7月9日
小西国際財団日仏翻訳賞 30 回の歩み 小西財団日仏翻訳文学賞第 30 回記念

シンポジウム「日仏文芸翻訳の歩み
─ 古典から現代文学、Manga まで」

2025年11月1日

『星の王子さま』の誕生――サン＝テグジュペリとその時代 放送大学佐賀学習センター公開講演会 2025年12月20日
船岡 美穂子 シャルダン作《デッサンの勉強》――18 世紀半ばの美術趣味をめぐっ

て
ルネ・ユイグの世界―ふたつの視座
から（東京富士美術館、日本 18 世
紀学会共催、日仏美術学会後援）

2025年11月30日

低いジャンルと美術アカデミー アンドレ・フェリビアン「アカデミー
講演録」とその後の王立絵画彫刻アカ
デミー（日仏美術学会、近世美術研究会）

2026年3月29日

18 世紀フランス美術の国際的波及 『フランス語圏を知るための 61 章』出版記念
シンポジウム（上智大学アジア文化研究所） 2026年3月30日

宮本 陽一郎 1925——ギャツビーの年 英語英米文学科主催学術講演会 2025年7月4日
情報 青木 久美子 マイクロクレデンシャルの 透明性と見える化にむけて サイバーセキュリティ マイクロク

レデンシャル検討 WG 2025年5月8日
Designing Digital Belonging: 2D Metaverse as a Social Hub for 
Distance Learners (Kumiko Aoki)

T h e  1 2 t h  K N O U - O U C - O U J 
International Seminar 2025年5月29日

Evaluating the Effectiveness of AI Avatars in Education: EEG-Based 
Insights into Engagement and Memory Activation (Kumiko Aoki)

5th International Conference on Educational 
Technology and Online Learning 2025年8月27日

はじめての AI： 対人支援に活かすための基礎と実践 独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支
援機構 障碍者職業総合センター職員研修 2025年9月8日

Micro-Credentials in Open and Distance Education: Comparative 
Ecosystems and Strategic Implementation Models (Kumiko Aoki)

The 38th Annual Conference of the Asian 
Association of Open Universities (AAOU) 2025年10月21日

Exploring Global Interoperability: Japan’s "Colorful" Market as a Case 
Study (Koichi Nakasaki,Kumiko Aoki) The GDN Network Annual Meeting 2025年10月29日
Bridging the Social Gap in Distance Learning: Exploring 2D Metaverse 
Platforms at the Open University of Japan (Kumiko Aoki) ICDE2025 2025年11月12日

秋光 淳生 仕事着の着装基準の把握に向けた予備的分析 日本繊維製品消費科学会 2025 年年次大会 2025年6月22日
一般教養としての 衣生活リテラシーと着装行動基準に関する一考察 ファッションビジネス学会 2025年12月20日
放送大学における 学習分析ダッシュボードの試作と 組織的展開に向けた検討 情報処理学会第 88 回全国大会 2026年3月6日

大西 仁 音楽の主観的時間に楽曲構造が与える効果 (2)： 一対比較法および再生
法による検討 / 山口 星香 , 小野 貴史 , 大西 仁 日本認知科学会第 42 回大会 2025年9月13日
Remote Robot Operation Using Visual-Haptic Fusion: Influence of Object Size (Yutaka 
Ishibashi,Pingguo Huang,Hitoshi Ohnishi,Konstantinos E. Psannis)

2026 11th International Conference onInformation 
and Network Technologies(ICINT 2026) 2026年3月7日

遠隔ロボットシステムにおける力調整制御に対するオンライン強化学習
の効果 / 黄 平国 , 大西 仁 , 石橋 豊

電子情報通信学会コミュニケーショ
ンクオリティ研究会 2026年3月17日

近藤 智嗣 展示資料とデジタル技術の融合−その可能性と留意点 生命の星・地球博物館展示のあり方検討会 2026年2月4日
芝﨑 順司 Supporting Mathematical Communication in Dietetics Vocational 

Education through Generative AI (Hiroto Akiba,Shibasaki Junji)
ASEAN Stakeholder Summit on 
Generative AI for Education 2025 2025年11月18日

鈴木 一史 Automated Generation of Synthetic 3D Gaussian Splatting Datasets 
for Shape and Texture Descriptor Analysis (Motofumi Suzuki)

The 11th International Conference 
on Information, INFORMATION 
Journal, ISSN:1343-4500

2026年1月16日

Cluster-wise Analysis of 3D Gaussian Splatting Point Clouds Using 
Spherical Harmonics and Attribute Features (Motofumi Suzuki)

The 9th International Conference on 
Information and Computer Technologies 
(ICICT 206), Honolulu, Hawaii, USA

2026年3月12日

Human-Centered Similarity Modeling of Ray-Marched Procedural Trees 
via Triplet Comparisons (Motofumi Suzuki)

The 12th International Symposium 
on Affective Science and Engineering 
(ISASE 2026), 2IS04-03, Japan

2026年3月17日

The History and Future of 3D Shape Feature Extraction and Similarity 
Retrieval (Motofumi T. Suzuki)

2026 The 9th International Conference on 
Information and Computer Technologies 
(Keynote Speech), Honolulu, Hawaii, USA

2026年3月12日

辰己 丈夫 EMIU情報模試2025春の実施と結果速報 / 植原, 啓介,角田, 博保,筧, 捷彦,高橋, 尚子,辰己, 
丈夫 , 谷 , 聖一 , 中野 , 由章 , 中山 , 泰一 , 西田 , 知博 , 萩原 , 兼一 , 坂東 , 宏和 , 安田 , 豊

令和 7 年度全国大学入学者選抜研究
連絡協議会大会予稿集 2025年5月29日

X(Twitter) における「いいね」の理由とアカウントに対する応援との関
係性の調査 / 大西真樹 , 辰己丈夫 情報処理学会研究報告 (Web) 2025年6月24日
中小企業の DX の向上により地方創生に繋がるのか - 北海道道北 , 金田
自動車から DX を考える - / 東海林寛朗 , 辰己丈夫 情報処理学会研究報告 (Web) 2025年6月24日
X(Twitter) における「いいね」の理由とアカウントに対する応援との関
係性の調査 / 大西真樹 , 辰己丈夫 情報処理学会研究報告 (Web) 2025年6月24日

辻 靖彦 教員選書の効率化を目的とした生成 AI による授業に関連する図書抽出
の試みと実態調査 / 山田奈々 , 赤石知香 , 川内規会 , 辻靖彦

第 40 回医学情報サービス研究大会
抄録集 O-01,p.11 2025年8月23日

高等教育機関における ICT 利活用の現状と展望〜令和 5 年度調査の追加分析結果か
ら〜 / 酒井博之 , 辻靖彦 , 稲葉利江子 , 平岡斉士 , 伏木田稚子 , 藤岡千也 , 重田勝介

大学 ICT 推進協議会 2025 年次大会
企画セッション 2PM1D 2025年12月2日

心理と教育 岩崎 久美子 放送大学 / 教育功績賞 2026年3月
小林 祐紀 AI時代の教育学会 / AI時代の教育学会第7回年次大会 優秀研究賞 / 生成 AI による要約・分類機能を組み込んだア

プリを用いた教育実践の「活用の意図」に着目した類型化 /渡辺杏二,小林祐紀,森下純一,鈴木広則,中川一史 2025年10月

AI時代の教育学会 / AI時代の教育学会第7回年次大会 優秀研究賞 / 情報活用能力育成を重視する学校の教員にお
ける学習指導に関する意識の変容 / 北濱康裕,小林祐紀,秋元大輔,稲垣忠,佐藤幸江,佐和伸明,渡辺浩美,中川一史 2025年10月

自然と環境 岸根 順一郎 日本物理学会 / 注目論文賞 2025年5月
徳島SC 橋爪 正樹 IEEE Circuits and Systems Society Shikoku Chapter /  2023 IEEE CASS Shikoku Chapter Best Paper Award 

/ Open Defect Detection in Assembled Circuit Boards with Built-in Relaxation Oscillators / M.Hashizume,H.
Yotsuyanagi

2025年12月
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生活と福祉 糸川 昌成 統合失調症に関連する新規ペントシジン合成経路の同定【JST機械翻訳】||| / 鳥海和也,
飯野響歌,小澤有都菜,宮下光弘,宮下光弘,須川日加里,糸川昌成,永井竜児,上口英則,新井誠

日本解剖学会総会・全国学術集
会抄録集(CD-ROM) 2025年4月

東京都の精神保健福祉センターによる短期宿泊事業に対するニーズについて - 支援記録
調査と保健師調査から - / 内山美根子 , 白井有美 , 白井有美 , 近藤拓郎 , 川上洋史 , 遠藤
久美子 , 今井恵美子 , 高倉信一 , 東出香 , 西いづみ , 糸川昌成 , 熊谷直樹 , 熊谷直樹

日本社会精神医学会雑誌 2025年5月

実践に学ぶ遺伝カウンセリングのコツ 精神疾患領域の遺伝カウンセリング / 
堀内泰江 , 石黒浩毅 , 糸川昌成 , 糸川昌成 遺伝子医学 2025年9月

腑に落ちる物語が回復をもたらすー承認欲求とからめてー 心の元気＋ 2025年12月
川島 聡 評者へのリプライ「特集 障害学研究 20 号『障害学の展開』合評会」 / 山下 

幸子 , 川島 聡 , 岡部 耕典 障害学研究 22号213-217頁 2025年11月

私生活の尊重・アクセシビリティ・合理的配慮―車椅子利用者が公共の建物
にアクセスできないことが「私生活」の範囲に含まれたが、「均衡を失したま
たは過度の負担」ゆえに差別として認定されなかった事件―ラウルソン判決

人権判例報 11号26-33頁 2025年12月

インタビュー 毎日新聞 2026年2月
基礎収入の算定における聴覚障害者差別（大阪高等裁判所第 5 民事部 3B 係
宛ての意見書：再録） 賃金と社会保障 1893号 20-27頁 2026年3月

川原 靖弘 筋力回復動作におけるオノマトペが及ぼす筋活動への影響 / 川原靖弘 , 真下
英明

整形外科疾患（筋・関節・骨）（別
冊 BIO Clinica 慢性炎症と疾患） 2025年5月

筋力回復リハビリテーションにおけるかけ声活用の意味 / 川原靖弘 , 真下英明 地域ケアリング 2025年6月
Sustainable Life and Digital Asset: A Self-Sovereign Framework for 
Traceable and Incentivized Environmental Actions Through Decentralized 
Tokens and Re- Experienceable Civic Engagement (Junichi Suzuki,Yuki 
Minoda,Motoki Kodama,Theodore Achtem,Yasuhiro Kawahara)

S G E M  I n t e r n a t i o n a l 
Multidisciplinary Scientif ic 
G e o C o n f e r e n c e  E X P O 
Proceedings

2025年12月

戸ヶ里 泰典 HIV 陽性者参加のフォーカス・グループ・インタビューを通じて得られた ,
免疫機能障害による身体障害者手帳制度の認定基準改正と早期治療開始に対
する意向と課題 / 井上洋士 , 高久陽介 , 大島岳 , 細川陸也 , 戸ヶ里泰典

日本エイズ学会誌 2025年11月

心理と教育 岩崎 久美子 未来に向けた国社研の存在意義 社会教育 2025年7月
いま、「学び直し」を問い直す 都市問題 2025年9月

小林 祐紀 情報活用能力を育てる 先生と教育行政のための ICT 教
育環境整備ハンドブック 2025 2025年6月

情報活用能力を育む授業づくりや校務の情報化の推進に向けた副校長・教頭の役割 Educasphere 2025年6月
初等教育におけるデジタル教科書の段階的活用とその教育的意義の検討 学習情報研究 2025年8月
動画視聴と作成を通した小学 6 年生のキャリア教育実践の評価―遅延ふり返
り活動の分析を通して― / 阿部純也 , 齋藤玲 , 白井健大 , 小林祐紀 , 菅原弘一

日本教育工学会 2025 年秋季全国
大会（第 47 回大会）講演論文集 2025年9月

幼児期におけるプログラミング的思考を育むアンプラグド形式のカリキュラ
ムの提案 / 村山達哉 , 小林祐紀

AI 時代の教育学会第 7 回年次大
会発表集録 2025年10月

情報活用能力育成を重視する学校の教員における学習指導に関する意識の変容 / 
北濱康裕 , 小林祐紀 , 秋元大輔 , 稲垣忠 , 佐藤幸江 , 佐和伸明 , 渡辺浩美 , 中川一史

AI 時代の教育学会第 7 回年次大
会発表集録 2025年10月

主題の収集・言語表現の工夫の意識が高い高校生のバイモーダル・テクストの創作におけ
る意味生成のプロセスの概要に関する一考察 / 石田年保 , 小林祐紀 , 佐藤幸江 , 中川一史

AI 時代の教育学会第 7 回年次大
会発表集録 2025年10月

社会科における「筋道を立てて考える力」を支援する思考ツールの比較検討 
/ 石井芳生 , 小林祐紀 , 佐藤幸江 , 中川一史

AI 時代の教育学会第 7 回年次大
会発表集録 2025年10月

生成 AI による要約・分類機能を組み込んだアプリを用いた教育実践の「活用の
意図」に着目した類型化 / 渡辺杏二 , 小林祐紀 , 森下純一 , 鈴木広則 , 中川一史

AI 時代の教育学会第 7 回年次大
会発表集録 2025年10月

採用 20 年目の教員を対象とした学び続ける教員の育成を目指す探究型の研
修プログラムの開発 / 上岡美保 , 小林祐紀

第 51 回全日本教育工学研究協
議会全国大会論文集 2025年11月

学習者の見え方に応じて授業者が制作した静止画と音声を組み合わせたスライ
ド資料の有用性 / 藤原 諒 , 郡司竜平 , 小林祐紀 , 後藤大介 , 白井健大 , 中川一史

第 51 回全日本教育工学研究協
議会全国大会論文集 2025年11月

外国にルーツのある生徒の学習への参加を意図した防災学習の実践 / 河田麻
佑 , 郡司竜平 , 小林祐紀 , 後藤大介 , 白井健大 , 中川一史

第 51 回全日本教育工学研究協
議会全国大会論文集 2025年11月

番組制作者の意図を考えさせる指導者の問いかけが低学年児童の学習成果に
与える影響 / 堀川紘子 , 木村明憲 , 小林祐紀 , 白井健大 , 後藤大介 , 中川一史

第 51 回全日本教育工学研究協
議会全国大会論文集 2025年11月

小学校第 1 学年におけるデジタル連絡帳の活用に関する保護者の評価 / 菅井
愛一郎 , 北濱 康裕 , 串田裕也 , 小林祐紀

第 51 回全日本教育工学研究協
議会全国大会論文集 2025年11月

学習の自己調整場面を取り入れた高等学校英語科授業の実践と評価 - 学習者
の自己調整・学習の動機づけに関する意識に着目して - / 岩﨑啓子 , 小林祐紀 ,
白𡈽瑞樹 , 北濱康裕 , 西岡 遼 , 小内慶太 , 中川一史

第 51 回全日本教育工学研究協
議会全国大会論文集 2025年11月

児童が自発的に学習伴走型 AI を活用する教育実践の試行 - 約 2 ヶ月間の取
組による児童の活用に対する意識に着目して - / 直井裕紀 , 石原健太郎 , 松末
育美 , 石黒広信 , 小林祐紀

第 51 回全日本教育工学研究協
議会全国大会論文集 2025年11月

学習の自己調整および学習習慣の定着を意図してアプリを用いて継続的に家
庭学習の振り返りに取り組む教育実践 / 渡辺杏二 , 小林祐紀 , 森下 純一 , ス
ズキ教育ソフト , 鈴木 広則 , スズキ教育ソフト , 中川 一史

第 51 回全日本教育工学研究協
議会全国大会論文集 2025年11月

自己調整に焦点を当てた振り返り活動の実践とその効果 - 中学校数学科「平
方根」を事例として - / 篠永克哉 , 市立橋北 , 筒井千晶 , 北濱康裕 , 小林 祐紀

第 51 回全日本教育工学研究協
議会全国大会論文集 2025年11月

小学校低学年における学校放送番組を活用した AI プログラミングの授業の
開発と実践 / 小池翔太 , 木村明憲 , 小林祐紀 , 三宅倖平 , 白井健大 , 中川一史

2025 年度日本教育メディア学
会第 32 回年次大会発表集録 2025年11月

個人探究における探究課題設定時に NHK for School「ドスルコスル」を視
聴した児童の探究課題設定に対する意識の変容 / 三宅倖平 , 木村明憲 , 小林
祐紀 , 白井健大 , 中川一史

2025 年度日本教育メディア学
会第 32 回年次大会発表集録 2025年11月

心理と教育 小林 祐紀 小学校社会科における学校放送番組の個別視聴の実態と視聴方略の類型化 / 
斉田俊平 , 木村明憲 , 小林祐紀 , 白井健大 , 中川一史

2025 年度日本教育メディア学
会第 32 回年次大会発表集録 2025年11月

動画視聴と作成を通した小学 6 年生のキャリア教育実践の評価―遅延ふり返
り活動の分析を通して― / 阿部純也 , 齋藤玲 , 白井健大 , 小林祐紀 , 菅原弘一

2025 年度日本教育メディア学
会第 32 回年次大会発表集録 2025年11月

適応学習教材によらない算数科指導を俯瞰的にみる教師の指導方略の抽出と
記述 ―ハッティの学力向上に関するメタ研究の分析を元にして― / 津下哲
也 , 佐藤幸江 , 小林祐紀 , 中川一史

AI 時代の教育学会研究会予稿集 2026年3月

解決！創造！プログラミング的思考 / 小林祐紀 ( 監修 ) iikoto with ICHIJO 2026年3月
生成 AI による方法知に関するフィードバックを受けた児童の振り返りの特
徴 / 坂本成斗 , 石田年保 , 小林祐紀 , 鈴木広則 , 中川一史 AI 時代の教育学会研究会予稿集 2026年3月

情報活用能力ベーシックを活用した校内研修パッケージの評価 / 岩﨑有朋 ,
佐和伸明 , 小内慶太 , 渡辺浩美 , 小林祐紀 AI 時代の教育学会研究会予稿集 2026年3月

丸山 広人 臨床知の継承と省察的実践：学習者・実践者・指導者として / 山田美穂 , 中
島宙宇 , 久羽康 , 丸山広人 , 難波愛

日本心理臨床学会 第 44 回大会
プログラム 2025年7月

村松 健司 世界のプレイセラピストの養成状況 / 鵜飼奈津子 , 小川裕美子 , 森 , 真佐子 ,
村松健司 , 山中康裕 遊戯療法学研究 2025年8月

社会と産業 北川 由紀彦 書評 八鍬加容子著『「ビッグイシュー」の社会学――ホームレスの対抗的公
共圏をめぐって』 社会と調査 2026年3月

齋藤 正章 『グローバル内部監査基準』が日本企業に与える影響－ドメインⅡ・Ⅲを中
心として－

日本内部監査研究所紀要『内部
監査（第 11 号）』 2025年10月

松井 美樹 Issues in Last-Mile Delivery for e-Commerce: Discussion around 
Unattended Home Delivery (MATSUI Yoshiki) Yokohama Business Review 2025年9月

人間と文化 河原 温 新刊紹介：シャロン・キノシタ著『マルコ・ポーロと彼の世界』 / シャロン・キノシタ 西洋中世研究 2025年11月
小二田 章 『慈溪黄氏日抄分類』申明訳注その五 巻七二申明三 第三任分司鎮江條陳轉般

倉事（上） / 宋代史ゼミナール ( 近藤一成 , 小二田章 , 高井康典行 , 見城光威 ,
梅村尚樹 , 吉野正史 , 金子孝太 , 村田岳

史滴 2025年12月

岡本隆司「東アジアの近代と「中国」の成立」ディスカッション 国際文化研究所編『近代以降の
周辺諸国の対中国観』 2026年3月

杉森 哲也 新刊紹介 秋元せき他著『京都秦家：町家の暮らしと歴史』 都市史研究 2025年10月
鶴見 英成 ペルー北部、ヘケペケテ川中流域の形成期神殿建築の立地・形態に関する環

境史的検討への着手状況
マテリアマインド：物心共創人類史
学の構築 2024 年度研究活動報告書 2025年9月

野崎 歓 あのころの面影――仏文回想記（2025 年 4 月より毎月連載中） 群像 2025年4月
菅野昭正さんのいた場所 / 野崎歓 , 塚本昌則 すばる 2025年4月
巨匠の軌跡をたどる サタジット・レイ レトロスペクティブ すばる 2025年7月
サン＝テグジュペリ『夜間飛行 人間の大地』を翻訳して 東京新聞夕刊 2025年7月
サン＝テグジュペリ翻訳余滴 図書 2025年9月
翻訳の旅は終わらない ふらんす 2025年10月
悦ばしき知識――七〇年代『ユリイカ』の輝き 『夢の明るい鏡 三浦雅士と 1970

年代の輝き――『ユリイカ』『現
代思想』の軌跡』前橋文学館

2025年10月

本の星が輝く空へ「夜間飛行」 『読書推進運動』（読書推進運動協議会） 2025年11月
純粋な驚異――『赤い風船』賛 「映像詩人アルベール・ラモリス

の知られざる世界」パンフレッ
ト（セテラ・インターナショナル）

2025年11月

メタモルフォーズの快楽――『モンテ・クリスト伯』、小説から映画へ 『モンテ・クリスト伯』パンフレット
（ツイン） 2025年11月

夜になっても遊びつづけろ――カーソン・ランド監督『さよならはスローボールで』 すばる 2025年11月
フランス映画の無邪気な愉しみ ふらんす 2026年1月
やわらかな抵抗の器としての小説 群像 2026年1月

情報 近藤 智嗣 私と視聴覚教育− 1980 年代の出会い 視聴覚教育 2026年2月
辰己 丈夫 EMIU 情報模試 2025 春の実施と結果速報 / 植原 , 啓介 , 角田 , 博保 , 筧 , 

捷彦 , 高橋 , 尚子 , 辰己 , 丈夫 , 谷 , 聖一 , 中野 , 由章 , 中山 , 泰一 , 西田 , 
知博 , 萩原 , 兼一 , 坂東 , 宏和 , 安田 , 豊

令和 7 年度全国大学入学者選
抜研究連絡協議会大会予稿集 2025年5月

平岡 斉士 知識・スキル単位での学習到達度の把握を支援するオンライン学習環境の試作 -
自律的学習が求められる児童を対象として - / 長岡千香子 , 平岡斉士 , 古川雅子

日本教育工学会研究報告集
(Web) 2025年10月

伏見 清香 紙立体模型の観察により空間イメージを視 覚言語に変換する試み - 紙立体模型
の意 味づけ情報を視覚言語に変換するプロセス の分析 - / 井上 順子 , 伏見 清香

日本デザイン学会第 72 回研
究発表大会 2025年6月

自然と環境 飯田 圭 Phase and equation of state of finite density QC2D at lower 
temperature (Etsuko Itou,Kei Iida,Kotaro Murakami,Daiki Suenaga)

P r o c e e d i n g s  o f  T h e  4 1 s t 
International Symposium on Lattice 
Field Theory — PoS(LATTICE2024)

2025年12月

京都 SC 玉田 芳史 歴史学界と政治体制に挑んだ知の巨人ニティ・イオシーウォン（1940
年 5 月 23 日～ 2023 年 8 月 7 日） アジア・マップ Vol.03 2025年9月

島根 SC 出口 顕 自らの当たり前を見直す — 文化人類学からの視点 / 出口顯 アド・スタディーズ 2026年3月
長崎 SC 山下 敬彦 大形モータの絶縁劣化診断開発に向けた環境要因を考慮したオゾン分

解時定数の解析 / 俣野光稀 , 吉田佳祐 , 古里友宏 , 山下敬彦 , 岩永拓実 ,
池田竜志 , 岡本徹志

電気学会電力・エネルギー部
門大会論文集 (Web) 2025年9月

沖縄 SC 和田 浩二 食品のおいしさとその科学：（２）食品の色とその成分 / 和田浩二 ,Yonathan Asikin 日本食品安全協会会誌 2025年4月
食品のおいしさとその科学：（３）食品の味とその成分 / 和田浩二 ,Yonathan Asikin 日本食品安全協会会誌 2025年7月
食品のおいしさとその科学：（４）食品の香りとその成分 / 和田浩二 ,Yonathan Asikin 日本食品安全協会会誌 2025年10月

    



33 34Annua l  Rev i ew  2025Annua l  Rev i ew  2025

国際交流への取り組み

公開大学等からの来訪およびJICA研修の受け入れ

海外在住者への教育サービスの提供を検討

　

　 　Royal University of Bhutan　ブータン王立大学 ブータン 2017/8/18

Universidade Federal de Mato Grosso (UFMT)　マトグロッソ連邦大学 ブラジル 2018/9/28

Athabasca University　アサバスカ大学 カナダ 1992/9/19

The Open University of China　国家開放大学 中国 2009/5/7

Hellenic Open University　ギリシャ公開大学 ギリシャ 2023/9/26

Korea National Open University　韓国放送通信大学校 韓国 2008/9/22

National University of Mongolia (NUM)　モンゴル国立大学 モンゴル 2019/10/15

Universitat Oberta de Catalunya　カタルーニャ公開大学 スペイン 2014/8/1

National Open University　国立空中大学 台湾 1993/4/16

Sukhothai Thammathirat Open University (STOU)　スコータイ・タマティラート公開大学 タイ 2012/5/15

Anadolu University　アナドル大学 トルコ 2024/1/26

The Open University　オープン・ユニバーシティー 英国 2008/8/26

University of Maryland Global Campus　メリーランド大学グローバルキャンパス校 米国 2009/11/15

本学との協力交流協定を締結している海外の大学（2026年３月時点）
国・地域機関名 締結年月日

韓国放送通信大学校主催により、2025年5月28日から29日にか
けて、第12回日中韓セミナーが「New Cha l l enges  and 
Opportunities for Open Universities in the Age of AI」をテー
マとし開催された。本セミナーは本学と国際交流協定を締結して
いる中国国家開放大学（OUC）および韓国放送通信大学校
（KNOU）の三校間で2009年から持ち回りで開催されている。

2025年10月20日から23日にかけて、38th Asian Association 
of Open Universities Annual Conference（AAOU 2025）
が中国・北京で開催された。本学から、岩永雅也学長をはじめ7
名の教職員が参加した。“Advancing the Transformation of 
Open and Distance Education & Building a Sustainable 
Lifelong Learning Society”（開かれた遠隔教育の変革を推
進し、持続可能な生涯学習社会を構築する)のメインテーマのも
と、11の詳細な分野に分かれてパラレルセッションが構成され
た。2026年度のAAOU年次大会はフィリピン・マニラで開催され
る予定である。
また、2025年11月10日から14日にかけて、ICDE Wor ld 
Conference 2025がジュネーブで開催された。本学からは、青
木久美子教授、岩崎久美子教授、石田裕美審議役が参加した。
“Exchanging ideas for inclusive, scalable, and sustainable 

education”（包摂的で拡張可能、持続可能な教育をめざしたア
イデアの交流）というテーマのもとで、全体会や分科会が行われ
た。次回のICDE World Conference 2027はフィリピンで開催
される予定である。

第12回日中韓セミナー参加報告

AAOU年次大会、ICDE World Conferenceへの参加

協定校の教職員を研修生として受け入れたほか、加盟団体によ
る国際会議に現地参加した。また、協定校だけに限らず海外の
大学や機関からの来訪を積極的に受け入れたことにより、相互
交流を一層深めるとともに、本学の教育研究推進に有意義な情
報を収集することができた。さらに、2026年度第1学期からの海

外在住学生受け入れ開始に向け、出願受付を開始するととも
に、全科履修生の受け入れに向けた検討や制度設計を行った。
本学の国際交流事業は、将来を見据えた新たな展開に向けて
着実に前進した一年となった。

国際交流への取り組み
Annual Review 2025

AAOU年次大会参加者

2025年度放送大学国際シンポジウムの開催

2025年12月3日に放送大学東京文京学習センターで国際シンポジウムを開催した。
シンポジウムでは「平等な学習機会を実現するデジタルバッジの可能性」（英語名：
“Potential of Digital Badges for Equitable Learning Opportunities”）をテーマとし、海
外からJeanne Kitchens氏（アメリカ）、Serge Ravet氏（フランス）、国内から中崎孝一氏、
野田文香氏の4名の専門家を講演者として招いた。パネルディスカッションでは、4名の講演
者と司会の青木久美子教授が登壇し、「デジタルバッジで広がる学習機会とその信頼性」を
テーマとして活発な意見交換が行われた。
対面・Zoom合わせて約90名が参加し、盛んに質疑応答がなされ、大変有意義なシンポジ
ウムとなった。

本学ではインターネットを利用した単位認定試験を導入したこ
とにより、日本国外からも本学のコンテンツを受講できる環境が
整いつつある。これらに加え、創設以来約40年間に渡り築き上
げてきた質の高い遠隔教育・生涯学習の強みを活かし、海外在
住者への教育サービスの提供を開始した。
2026年度から開始する海外在住学生受け入れに先立ち、

2025年度第2学期に先行受け入れを実施した。過去に実施し
た海外受講モニター調査の参加者や協力機関を通じた募集活
動を行い、教養学部・大学院を合わせて、31か国93名の学生
が入学した。また、全科履修生等の受け入れに向けた制度設
計を進めるとともに、国内外における広報活動の充実に取り組
んだ。

2025年度は中国国家開放大学、マレーシア公開大学をはじめ
海外の公開大学や通信制高校等から14件の来訪を受け入れ
た。2025年11月には、JICAパレスチナから研修生20名を受け
入れ、アラビア語を交えた資料により、芝崎順司教授より放送大

学の概要説明が行われ、安池智一教授からオンライン教育や実
際の講義動画等の説明が行われた。いずれの来訪対応におい
ても、国際委員長をはじめとした細やかな対応および活発な意
見交換により、訪問者から高い満足度を得た。

本学からは岩永雅也学長をはじめ6名が参加し、中国国家開放
大学からは李松副学長をはじめ6名が参加した。辰己丈夫教授が
「Addressing Isolation in Online Learning via a Virtual 
Immersion Learning System」というテーマで、青木久美子教授
が「Designing Digital Belonging: 2D Metaverse as a Social 
Hub for Distance Learners」のタイトルで講演を行った。2026年
度の日中韓セミナーは本学主催で開催予定である。

日中韓セミナー参加者

国際シンポジウム参加者



教員による社会貢献

本学は「開かれた大学」として、建学以来、熱心に社会貢献に 
取り組んできた。

日本学術会議は、科学が文化国家の基礎であるという考えの 
もと、行政、産業及び国民生活に科学を反映、浸透させること 
を目的として、政府から独立した「特別の機関」として1949年 
に設立された。

日本学術会議の役割は、主に①政府・社会に対して日本の科
学者の意見を直接提言、②市民社会との対話を通じて科学へ
の理解を深める、③地域社会の学術振興や学協会の機能強
化に貢献、④日本を代表するアカデミーとして国際学術交流を
推進である（日本学術会議ホームページより抜粋）。

日本学術会議

　 　 　社会と産業コース 玉野 和志 教授 社会学
社会と産業コース 山岡 龍一 教授 政治学・哲学
大阪SC 金水 敏 所長 言語・文学

日本学術会議での会員（連携会員）加入状況  
所 属 職 名氏 名 専門分野
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本学の教員は、多岐にわたる社会貢献活動を行っており、その 
中から活動の一部を紹介する。

本学の教員は、下表の会員加入状況が示すように連携会員に 
選ばれ活動に貢献している。
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生活と福祉

朝倉 富子 公立研究開発法人科学技術振興機構内 / 井上
春成賞選考委員会 委員
公益財団法人東洋食品研究所 / 研究助成選考委員

井出 訓 社会福祉法人 桜秀会 / 理事
北海道認知症グループホーム協会 / 外部理事
日本老年看護学会 / 評議員
日本老年社会科学会 / 評議員
日本老年看護学会 / 評議員
日本老年社会科学会 / 評議委員
日本老年社会科学会 / 査読委員
日本認知症ケア学会 / 評議員、監事

川島 聡　 日本障害法学会 / 理事
日本障害法学会 / 企画委員会 / 委員長
障害学会 / 理事
国際人権法学会 / 理事
全国高等教育障害学生支援協議会 / 理事
全国高等教育障害学生支援協議会 / 法務委員会 / 委員長
文部科学省 / 障害のある学生の修学・就職支援
促進事業委員会 / 委員
日本学生支援機構 / 障害学生支援委員会 / 委員
日本学生支援機構 / 障害学生支援委員会 / 専門部会長
岡山県人権政策審議会 / 副会長

川原 靖弘 電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーション
グループ拡大運営委員会 / 編集幹事
電子情報通信学会行動と認知時限研究専門委
員会 / 副委員長
人間情報学会 / 理事 , 編集委員

下夷 美幸 日本家族社会学会理事
関根 紀子 日本体力医学会 / プログラム委員会委員

日本体力医学会 / 学術委員会委員
日本体力医学会 / 評議員
文部科学省 / 体力・運動能力調査に関する検
討委員会協力員

田城 孝雄 豊島区在宅医療推進会議 / 会長
厚生労働省医政局 在宅医療普及啓発推進支援
事業企画書等評価委員会 / 委員
厚生労働省医政局 在宅医療普及啓発企画委員
会 / 委員

田城 孝雄 文京区在宅医療推進協議会 / 会長
文京区地域医療連携推進協議会 / 副会長
厚生労働省医政局 地域医療再生計画に係る有
識者会議 / 委員
内閣官房 地域活性化統合本部健康・医療のまち
なかづくりに関する有識者・実務者会合 / 座長
内閣官房 構造改革特別区域推進本部 評価・調
査委員会 医療・福祉・労働部会 / 専門委員
内閣官房 地域活性化統合本部 地方の元気応援
人材ネットワーク
国立長寿医療センター 在宅医療推進会議作業
部会 ( 医療連携 ) / 部会長
板橋区乳がんの地域連携パス検討委員会 / 委
員
足立区糖尿病対策協議会 / 委員(アドバイザー)
世田谷区地域保健福祉審議会 高齢者福祉・介
護保険部会 / 委員

戸ヶ里 泰典 日本保健医療社会学会 / 機関誌編集委員
日本保健医療社会学会 / 評議員
日本エイズ学会 / 代議員
日本健康教育学会 / 編集委員長
日本健康教育学会 / 理事
日本健康教育学会代議員
日本創傷・オストミー失禁管理学会査読委員
日本社会医学会 / 評議員

奈良 由美子 科学技術振興機構 社会技術研究開発センター 
SDGs の達成に向けた共創的研究開発プログラ
ム / プログラム総括
国立健康危機管理研究機構 / 外部理事
厚生労働省 厚生科学審議会 / 臨時委員 
東京都新型インフルエンザ等対策有識者会議 / 
委員及び社会機能部会部会長
東京都感染症予防医療対策審議会 / 委員
日本原子力研究開発機構 経営顧問会議 / 議長
東京都新型コロナウイルス感染症医療体制戦略
ボード / 構成員
株式会社 NTT データ AI アドバイザリーボード / 
委員
内閣府「防災スペシャリスト養成」企画検討会 / 
委員
内閣官房 新型インフルエンザ等対策推進会議 / 
委員

奈良 由美子 環境省中央環境審議会 / 臨時委員
東京 iCDC（東京感染症対策センター）専門家
ボード リスクコミュニケーションチーム / チーム
長
土木学会原子力土木委員会 リスクコミュニケー
ション小委員会 / 委員長
土木学会原子力土木委員会 / 委員
日本リスクマネジメント学会 / 理事
株式会社ベイエフエム番組審議会 / 委員
社会・経済システム学会 / 理事
環境省 エコチル調査戦略広報委員会 / 委員
名古屋大学 / 客員教授
内閣官房 サイバーセキュリティ戦略本部 重要イ
ンフラ専門調査会 / 委員

山内 豊明 日本看護学教育学会 / 理事・評議員
日本医療機能評価機構 教育研修事業運営委員
会 / 委員
厚生労働省 医道審議会 / 委員
日本臨床看護マネジメント学会 / 理事
日本看護管理学会 / 評議員
日本看護科学学会 / 評議員
日本学術振興会 / 専門委員
日本医療機能評価機構 医療事故等収集事業 
専門分析班 / 委員
日本医療機能評価機構 医療事故等収集事業 
総合評価部会 / 委員
日本看護医療学会 / 理事
文部科学省 科学技術・政策研究所 科学技術
予測・政策基盤調査研究センター / 専門調査
員
日本医療マネジメント学会 / 理事

山田 知子 コープみらい / 理事（学識経験者）
社会福祉法人サンフレンズ / 社会福祉法人理
事、評議員
日本社会福祉学会 / 日本社会福祉学会関東ブ
ロック運営委員

心理と教育
岩崎 久美子 文部科学省 / 政策評価に関する有識者会議委員

公益財団法人武蔵野市子ども協会 / 評議員　
公益財団法人育てる会 / 評議員
内閣府 / 構造改革特別区域評価・調査委員会
委員
千葉県教育委員会 / スーパーサイエンスハイス
クール（千葉県立長生高等学校）運営指導協議
会委員
日本生涯教育学会 / 理事
神奈川県川崎市 / 政策評価審査委員会
独立行政法人大学改革支援・学位授与機構 / 
国立大学教育研究評価委員会専門委員
東京都武蔵野市教育委員会 / 教育委員
独立行政法人国立科学博物館 / 独立行政法人
国立科学博物館評価有識者会合委員
国立教育政策研究所 / 令和７年度 社会教育指
導者の育成・資質向上のための調査研究事業 
社会教育主事講習の充実に資する動画教材等の
開発に関する調査研究委員会 【生涯学習概論】
委員
千葉県千葉市 / 第 15 期千葉市生涯学習審議会
委員
神奈川県川崎市 / 政策評価審査委員会委員
千葉県千葉市教育委員会 / 事務点検・評価委員
東京都福生市教育委員会 / 事務点検・評価委員

岩永 雅也 学校法人十文字学園 / 十文字学園女子大学外
部評価委員
足立区文化・読書・スポーツ推進会議 / 会長
筑波大学附属駒場中 ･ 高等学校 / 学校評議員

苑 復傑 一橋大学 森有礼高等教育国際流動化機構 / 客
員研究員
東アジア共同体評議会 / 東アジア共同体評議
会 有識者議員

小林 祐紀 常陸太田市 / 常陸太田市 GIGA スクール構想
推進委員会アドバイザー
大日本図書株式会社 / 教科書編集委員（小学
校算数）
軽井沢町教育委員会 / 軽井沢町 ICT 推進事業 
研修統括者
一般社団法人 日本教育情報化振興会 / 情報活
用能力育成調査研究事業委員
那珂市教育委員会 / 那珂市学校教育情報化推
進委員
日本教育工学協会（JAET） / 理事
公益財団法人パナソニック教育財団 / 専門
委員
AI 時代の教育学会 / 理事 年次大会委員長
NHK for School 教育番組「アクティブ 10 しご
とーく」（キャリア教育）番組委員 / 番組委員
文部科学省委託事業 / 令和 7 年度学習者用 デ
ジタル教科書の効果・影響等に関する実証研究
事業

櫻井 直輝 日本教育事務学会 / 紀要編集委員
日本教育行政学会 / 事務局幹事
日本教育経営学会第 66 回大会大会準備委員
会 / 委員
日本教育経営学会 / 国際交流委員会委員兼幹
事
千葉県教育委員会 / 教育委員
豊田市教育行政計画審議会 / 委員
大熊町奨学資金制度検討委員会 / 委員長
日本教育行政学会第 60 回大会実行委員会 / 
副委員長

進藤 聡彦 日本心理学会 / 資格認定委員会（委員）
甲府市社会福祉審議会 / 児童福祉専門分科会

（計画部会長・施設審査部会長）
甲斐市 / いじめ防止連携協議会（議長）
山梨県 / 教員のキャリアアップ研修審議委員会

（委員長）
日本教授学習心理学会 / 第 22 回準備委員会

（委員）
日本教授学習心理学会 / （理事長）
日本心理学諸学会連合 / （委員）
日本教育心理学会 / 研究委員会（委員長）

中島 正雄 日本学生相談学会 / 特別委員会委員
日本学生相談学会 / 代議員
日本学生相談学会 / 理事
日本学生相談学会 / 全国学生相談研修会準備
委員長
日本学生相談学会 / 研修委員会副委員長

橋本 鉱市 日本高等教育学会 / 代議員
波田野 茂幸 大東学園高等学校 / 評議員

港区子ども家庭支援部 / 港区児童館等における
障害児に関する協議会 会長
立川市教育委員会 / 立川市就学支援等検討委
員会委員

丸山 広人 公益財団法人 茨城カウンセリングセンター / 評
議員
茨城県社会福祉協議会 / 茨城県社会福祉審議
会委員

向田 久美子 日本パーソナリティ心理学会 / 理事
公益社団法人日本心理学会 / 地域別代議員

村松 健司 日本臨床心理士養成大学院協議会 / 理事
一般社団法人日本心理学諸学会連合 / 理事
一般社団法人日本遊戯療法学会 / 理事長
一般社団法人日本心理学諸学会連合 / 心理学
検定局副局長
一般社団法人日本心理臨床学会 / 編集協力委員
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森 津太子 日本パーソナリティ心理学会 / 常任理事（経常
的研究交流委員会委員長）
日本心理学会 / 地域別代議員（関東）
日本心理学会 / 認定心理士資格認定委員会委員

社会と産業
川出 良枝 （公益財団法人）日仏会館 / 常務理事

（公益財団法人）東京大学新聞社 / 理事長
社会思想史学会 / 幹事（常任）

桑田 学 社会思想史学会 / 非常任幹事
経済学史学会 / 幹事

白鳥 潤一郎 霞山会 / 講演企画委員会委員
外務省 / 外交記録公開推進委員会常任委員
日本国際問題研究所 / 国際政治史研究会委員

玉野 和志 社会調査協会 / 事務局長
コミュニティ政策学会 / 理事
地方自治学会 / 理事
日本社会学会 / 監事

原田 順子 公益財団法人 B（非公開） / 授賞選考委員会
一般財団法人 A（非公開） / 授賞選考委員会
横浜市 / 横浜市物流等関連施設等指定管理者
選定評価委員会
人材育成学会 / 選挙管理委員会

松井 美樹 オペレーションズ・マネジメント＆ストラテジー
学会 / オペレーションズ・マネジメント＆ストラ
テジー学会論文誌エリア編集委員
オペレーションズ・マネジメント＆ストラテジー
学会 / 理事・財務委員長
The 13th International Conference on Emerging 
Challenges: BUSINESS DYNAMICS IN DISRUPTIVE 
ECONOMY / Scientific Committee
オペレーションズ・マネジメント＆ストラテジー
学会 / 第 17 回全国研究発表大会実行委員
オペレーションズ・マネジメント＆ストラテジー
学会 / 学会賞審査委員

松原 隆一郎 毎日新聞社 / 毎日文化賞選考委員
国際日本文化研究センター / 運営委員
東京都広告物審議会 / 委員
杉並芸術会館 / 運営評価委員会座長
毎日新聞 / 書評委員

山岡 龍一 政治思想学会 / 理事
日本イギリス哲学会 / 理事

人間と文化
大橋 理枝 国際行動学会 / 学会誌編集委員会委員長

日本コミュニケーション学会 / 学術局運営委員
（学会誌担当）
国際行動学会 / 理事

河原 温 都市史学会 / 副会長
メトロポリタン史学会 / 副会長
比較都市史研究会 / 代表
都市史学会 / 常任委員
比較都市史研究会 / 編集幹事
メトロポリタン史学会 / 委員

滝浦 真人 日本言語学会 / 学会賞選考委員長
日本言語学会 / 常任委員
日本語用論学会 / 評議員
国立国語研究所 / 運営会議 委員
文化審議会 / 国語分科会 国語課題小委員会 
副査
文化審議会 / 国語分科会 国語課題小委員会 
委員
日本言語学会 / 評議員

野崎 歓 サントリー文化財団 / サントリー学芸賞選考委員
（芸術・文学部門）
一般社団法人青少年読書推進機構 / 10 代がえ
らぶ海外文学大賞選考委員
小西国際交流財団 / 評議員

船岡 美穂子 日本 18 世紀学会 / 委員
宮本 徹 中国出土資料学会 / 理事
宮本 陽一郎 筑波アメリカ文学会 / 会長

情報
青木 久美子 日本マイクロクレデンシャル機構 / レジストリ構

築委員会委員
Credential Engine / Issuer Identity Registry 
Governance & Integration Advisory Group 
Member
日本理容美容教育センター / IT に関する検討会
委員

浅井 紀久夫 International Journal of Virtual and Personal 
Learning Environments / Associate Editors

大西 仁 電子情報通信学会通信行動工学時限専門委員
会 / 委員

加藤 浩 日本教育工学会 / 監事
情報処理学会 / 代表会員
情報処理学会 / 情報処理教育委員会

近藤 智嗣 日本オープンオンライン教育推進協議会 / 理事
辰己 丈夫 情報処理学会 / 一般情報教育委員会 委員長

電子情報通信学会 / 「技術と社会・倫理」研究
専門委員会 委員長
情報処理学会 / 広報広聴戦略委員会 副委員長
情報処理学会 / 教科書委員会 委員
情報処理学会 / 情報処理教育委員会 委員
情報処理学会 / 初等中等教育委員会 委員

辻 靖彦 the 9th International Conference on Computational 
Thinking and STEM Education (CTE-STEM 2025) / 
International Programme Committee
日本教育工学会 ショートレター編集委員会 / 委
員
教育システム情報学会関東支部 / 副支部長
教育システム情報学会関東支部 / 幹事
教育システム情報学会関東支部 / 役員
大学 ICT 推進協議会 (AXIES) ICT 利活用調査
部会 / 研究員

中川 一史 中央教育審議会初等中等教育分科会 / デジタ
ル学習基盤特別委員会（委員）
中央教育審議会初等中等教育分科会 / デジタ
ル学習基盤特別委員会デジタル教科書推進ワー
キンググループ（主査代理）
AI 時代の教育学会 / 会長
子ども家庭庁 / 青少年インターネット環境の整
備等に関する検討会（座長代理）
日本 STEM 教育学会 / 副会長
中央教育審議会初等中等教育分科会 / 個別最
適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向け
た学校教育の在り方に関する特別部会（委員）

中谷 多哉子 情報処理学会技術士委員会 / 主査
情報処理学会 / 企業認定審査委員
りそな中小企業振興財団 / 中小企業優秀新技
術・新製品賞 専門審査委員
日本技術者教育認定機構 / JABEE ソウル協定
プログラム対応部会委員
ソフトウェア技術者協会 / 幹事
知能ソフトウェア工学研究会 / 研究専門委員会
委員

広瀬 洋子 一般社団法人全国高等教育障害学生支援協議
会 / 監事

伏見 清香 日本デザイン学会 / 第 2 支部支部長
日本展示学会 / 理事
愛知県児童総合センター / 「2025 汗かくメディ
ア」選考委員

山田 恒夫 一般社団法人大学 ICT 推進協議会 / 大学 ICT
推進協議会 学術・教育コンテンツ流通部会主査
日本 オープンコースウエアコンソーシアム
(JOCW) / 監事
一般社団法人「オープンバッジ・ネットワーク」 / 
理事・審査委員長
一般社団法人 大学 ICT 推進協議会 / 情報教育
部会および情報倫理ビデオ制作タスクフォース
メンバー ( 放送大学指名 )

自然と環境
大森 聡一 文部科学省 / 教科用図書検定調査審議会専門委員
加藤 和弘 千代田区 / ちよだ生物多様性大賞選定委員会

副座長
千代田区生物多様性推進会議 / 副座長
一般社団法人 環境情報科学センター / 理事

岸根 順一郎 Journal of Physical Society of Japan / 編集
委員
固体物理 / 編集委員

公認心理師教育推進室
桑原 知子 臨床心理士資格認定協会 / 評議員

宮城 SC
八鍬 友広 教育史学会 / 代表理事

教育史学会 / 理事
秋田 SC

倉林 徹 秋田県第三セクターの運営状況評価に係る外部
有識者委員会 / 委員（委員長）
秋田県地方独立行政法人評価委員会 / 評価委
員（委員長）
IEEE / member

茨城 SC
小野寺 淳 茨城地理学会 / 会長

茨城県教育委員会（教育庁文化課） / 文化財保
護審議会委員（2018 年 3 月より副会長，2024
年 3 月 4 日より会長）

栃木 SC
加藤 謙一 （一財）栃木陸上競技協会 / 評議員

日本発育発達学会 / 理事・編集委員
栃木県競技力向上対策本部タレント発掘・育成
事業検討部会 / 栃木県競技力向上対策本部タ
レント発掘・育成事業検討部会委員
北関東体育学会 / 理事・編集委員
栃木県教育委員会 / 次期栃木県教育振興基本
計画懇談会委員（委員長）

群馬 SC
工藤 貴子 ケイ素化学協会 / 理事

公益財団法人 群馬大学科学技術振興会 / 評議員
放送大学教育振興会 / 評議員

埼玉 SC
川又 伸彦 川島桶川資源循環組合行政不服及び情報公開・

個人情報保護審査会 / 委員
関東信越地方社会保険医療協議会埼玉部会 / 
委員
さいたま市民大学運営委員会 / 委員
埼玉県立大学評価委員会 / 委員
上尾、桶川、伊奈衛生組合行政不服及び情報
公開・個人情報保護審査会 / 委員
桶川市行政不服及び情報公開・個人情報保護
審査会 / 委員

東京渋谷 SC
植松 友彦 電子情報通信学会 / 会長

国立研究開発法人科学技術振興機構 / 先端国
際共同研究推進事業 アドバイザー
公益財団法人電気通信普及財団 / 審査委員会
表彰専門委員
総務省 / 情報通信審議会 専門委員
電子情報通信学会 / 次期会長

東京足立 SC
最上 善広 足立区 / 足立区生涯学習振興公社理事

東京都 / 東京都地方独立法人評価委員会委員
神奈川 SC

大谷 英雄 総務省消防庁 / 消防防災科学技術研究推進評
価委員
総務省消防庁 / 危険物等事故防止対策情報連
絡会主査

石川 SC
千木 昌人 大学コンソーシアム石川 / 理事

小松市環境審議会 / 委員
有機合成化学協会 / 関西支部評議員

奈良 SC
野村 鮎子 日本中国学会 / 評議員

岡山 SC
田仲 洋己 公益財団法人 吉備路文学館 / 理事

高知 SC
益本 俊郎 一般社団法人 MEL ( マリン・エコラベル・ジャ

パン ) 協議会 / 配合飼料認証規格委員、魚粉
魚油認証規格委員

福岡 SC
久枝 良雄 九州大学 / 藤井徳夫賞 選考委員会委員

公益社団法人日本工学アカデミー / 理事
文部科学省 / 学術変革領域研究（A）「化学構
造リプログラミング」評価委員
九州大学 / 若手女性研究者・女子大学院生優
秀研究者賞（伊藤早苗賞） 選考委員会委員
公益財団法人宗像ユリックス / 評議員
公益社団法人日本工学アカデミー / 九州支部理
事
錯体化学会 / 研究公正倫理推進委員会 委員
九州錯体化学懇談会 / 会長
国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総
合開発機構 / ピアレビュア

長崎 SC
山下 敬彦 電気学会 / 社会連携委員会

電気学会 / 有識者会議委員
電気協同研究会 / 「架空送電用ポリマーがいし
技術専門委員会」委員長
電気学会 / 論文委員会（A ３グループ）委員
電気協同研究会 / 「架空送電用ポリマーがいし
の現状と今後の展望」委員会

宮崎 SC
石川 千佳子 美術教育研究会 / 会長

日向市文化振興推進委員会 / 委員長
公益財団法人宮崎文化振興協会 / 評議員
公益財団法人生頼範義記念みやざき文化推進
協会 / 理事
宮崎県伝統的工芸品に関する専門委員会 / 専
門委員
都城市立美術館作品収集審査委員会 / 審査委
員
宮崎県立美術館美術作品等収集審査委員会 / 
委員
宮崎県文化財保護審議会 / 会長
美術教育研究会 / 副会長

鹿児島 SC
高津 孝 九州中国学会 / 理事

沖縄 SC
和田 浩二 日本油化学会 / 代議員

日本食品安全協会 / 副理事長
日本食品保蔵科学会 / 理事
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教員による社会貢献

生活と福祉
川島 聡 公益財団法人 人権教育啓発推進センター / 特

任講師
特定非営利活動法人 岡山 NPO センター「障が
いのある人などへの合理的配慮の普及と実装を
促進するための調査啓蒙活動」／相談役

戸ヶ里 泰典 順天堂大学大学院看護医療学研究科 / 「応用
統計学」講義
東京医科歯科大学教養部 / 「スポーツ・健康科
学」講義「健康生成論」担当
東海大学医療技術短期大学 / 教員研究支援
東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科高
齢社会看護システム管理学 / 大学院「高齢社会
看護システム管理学特論Ⅰ」講義
沖縄県立看護大学 / 大学院「ヘルスプロモーショ
ン・健康教育Ⅱ」講義
山梨県立大学 / 大学院「基礎看護学Ⅲ」講義

奈良 由美子 全国大学生協共済生活協同組合連合会 / 「大学
生の生活リスク講座」プロジェクト

山田 知子 社会福祉法人恩賜財団済生会 / 中央治験審査
委員会委員

心理と教育
苑 復傑 一橋大学・森有礼高等教育国際流動化センター 

/ 客員研究員
小林 祐紀 四日市市教育委員会 / 教職員研修会（ICT コー

ディネーター研修及び情報化推進リーダー養成
講座）
岡山市教育委員会 / 令和７年度 岡山市教職員
研修講座（研究主任研修講座）

櫻井 直輝 全日本教職員組合事務職員部 / 2025 年 ( 第
34 回 ) 全国学校事務研究集会第 3 分科会研究
分担者

進藤 聡彦 八王子市立小学校 / 校内研究会指導助言講師
高橋 秀明 東京家政大学大学院人間生活総合研究科 / 

非常勤講師
波田野 茂幸 大東学園高等学校 / 学校精神保健コンサルタント

東京都教育庁指導部特別支援教育指導課 東京
都特別支援教育推進室 / 令和７年東京都障害
のある児童・生徒の就学相談担当者講習会
豊島区子ども若者課 / 令和７年度豊島区子ども研
修
港区子ども家庭支援部 / 港区児童館等における
障害児への巡回相談講師
立川市教育委員会教育部教育支援課 /  教育相
談事例検討会講師
平塚市子ども教育相談センター / 令和７年度所
内研修会講師
板橋区子ども家庭部保育運営課 / 令和７年度板
橋区保育の質ガイドライン研修
練馬区教育委員会事務局 こども家庭部 / 令和
７年度 練馬区保育園研修（園長・副園長対象）
中野区子ども教育部保育園・幼稚園課 / 令和７
年度中野区保育の質ガイドライン研修

村松 健司 東京都立中野特別支援学校 / 外部専門員（心理
の専門家）
公益財団法人 東京都福祉保健財団 / 現代の若
者の特徴と育て方
東京都社会福祉協議会 / 生活場面における子ど
もの理解と支援
東京都立中野特別支援学校しいの木分教室 / 
障碍児・者の人権
台東区教育支援館 / 台東区立教育支援館 教育
相談所内研修会 ケーススーパービジョン
東京都社会福祉協議会 / 児童養護施設における
専門的対応とは
生活場面における子どもの理解と支援 二日目（グ
ループワーク） / 講師

森 津太子 かわさき市民アカデミー / 人間学講座 生・老・病・
死を考える―人間学再論

社会と産業
川出 良枝 ( 株）イマジニア / 政治思想史の古典『法の精神』

と『社会契約論』を学ぶ（全 11 話） / テンミニッ
ツ TV ( 現テンミニッツアカデミー）
明治学院大学 / 政治思想史 1B （非常勤講師）

北川 由紀彦 世田谷市民大学 / 「世田谷市民サマーフォーラ
ム」講師（「住民活動の曲がり角――町内会と
コミュニティ・ユニオン」）
名取市館腰公民館講座 / 「町内会ってなんだろ
う？」講師

原田 順子 大妻女子大学社会情報学部 / 「経営組織論」 / 
非常勤講師

李 鳴 慶応義塾大学法科大学院 / 非常勤講師
市川中央老壮塾 / 日本の法文化の歩み～～法
の成り立ちから現代の仕組みまで～

人間と文化
宮本 徹 東京大学東洋文化研究所・班研究 / 「中国古代

文献の成立に関する多角的研究」研究協力者
東京女子大学大学院人間科学研究科・現代教
養学部 / 非常勤講師

情報
青木 久美子 TCCHAWAII.org / Board of Directors

Asuka Academy / 理事
大西 仁 朝日大学経営学研究科 / 博士論文審査
加藤 浩 熊本大学大学院社会文化科学研究科教授シス

テム学専攻
辻 靖彦 日本女子大学人間社会学部教育学科 / 教育方

法・技術（中高）( 非常勤講師 )
中谷 多哉子 情報処理学会 / 代表会員
平岡 斉士 静岡県立大学 FD 研修会 / 「学びの設計」をし

ていますか？―授業改善のためのインストラ
クショナルデザイン入門  講師

広瀬 洋子 一般社団法人 全国高等教育障害学生支援協議
会 / 監事
NPO 法人 FirstStep ：引きこもり支援 / 理事

山田 恒夫 NPO 実務能力認定機構 / 理事
国 際 NPO「Global Learning Object Brokered 
Exchange (GLOBE)」 / Business/Stewardship Council 
Member
国際共同研究 : eASEM プロジェクト ( アジア欧
州会合、生涯学習研究ポータル構築、白書作成
プロジェクト)  / メンバー
国際共同研究 : ASEM 生涯学習ハブ (ASEM 
Education and Research Hub for Lifelong 
Learning / ASEM-LLL Hub) 研究ネットワーク 
investigator
e-Learning Awards フォーラム実行委員会 /
 委員
日 本 オープ ンオンライン 教 育 推 進 協 議 会
(JMOOC)  / 事務局次長
大学 ICT 推進協議会 (AXIES) / 研究員・国際連携室長
AAOU Asian MOOCs Steering / Committee 
Member
一般社団法人 日本 IMS 協会 / 理事・運営委員
会委員長・IMS Japan 賞選定委員長

自然と環境
石崎 克也 Zentralblatt MATH. / Reviewer

Aequationes Math. / Editor
Mathematical Review / Reviewer
Analysis Math. / Editor

隈部 正博 Mathmatical Reviews / アメリカ数学会
安池 智一 東京大学 / 構造化学

公認心理師教育推進室
伊藤 匡 中央区いじめ問題再調査委員会 / 委員

町田市教育委員会 / いじめ問題対策委員会

障がいに関する学生支援相談室
角田 哲哉 国立病院機構下志津病院倫理審査委員会 / 外部委員

四街道市特別支援連携協議会 / 委員 ( 座長 )
千葉県教育委員会 / 学校運営協議会委員（四
街道特別支援学校）

栃木 SC
加藤 謙一 北関東体育学会 /  理事・編集委員

日本発育発達学会 /  理事・編集委員
栃木県教育委員会 / 次期栃木県教育振興基本
計画懇談会

（一財）栃木陸上競技協会 / 評議員
栃木県競技力向上対策本部 / とちぎ未来アス
リートプロジェクト発育発達プログラム：中学 1
～ 3 年生及び保護者対象
栃木県競技力向上対策本部 / タレント発掘・育
成事業検討部会
栃木県競技力向上対策本部 / とちぎ未来アス
リートプロジェクト発育発達プログラム：小学
5･6 年生保護者対象
栃木県競技力向上対策本部 / とちぎ未来アス
リートプロジェクト発育発達プログラム：小学 4
年生保護者対象

千葉 SC
高橋 浩之 習志野市 / 教育委員会委員

奈良 SC
野村 鮎子 神戸学院大学男女共同参画推進室 / 神戸学院

大学 2025 年度管理職者研修（男女共同参画
推進研修）
京都新聞社デジタル記事 / 京都 VS 奈良、古都
同士が火花散らした「誘致合戦」衆議院採決ま
でもっれた理由とは？

島根 SC
出口 顕 島根県立松江南高校運営協議会 / 委員

島根県立大学 / 看護栄養学部非常勤講師
山陰日本アイルランド協会 / 会長
国立民族学博物館外部評価委員会 / 委員
島根大学 / 法文学部非常勤講師
岡山県立大学 / 非常勤講師

長崎 SC
山下 敬彦 長崎海洋産業クラスター形成推進協議会 / 助

言・指導 , 運営参加・支援
電気学会 / 九州支部
九電みらいエナジー令和 6 年度潮流発電技術
実用化推進事業開発検討会 / 令和 6 年度潮流
発電技術実用化推進事業
電気学会 / 運営参加・支援



41 Annua l  Rev i ew  2025 42Annua l  Rev i ew  2025

学習センター・学生の活動

放送大学群馬学習センターは1985年に開設され、40年の節目
の年を迎えました。これを記念して、9月14日（日）県立図書館
ホールにて、オンライン参加も含むハイブリッド形式で40周年記
念式典及び記念講演会を開催しました。式典では、ご来賓を含
む計72名（対面57名、オンライン15名）の方にご参加頂きまし
た。岩永雅也放送大学長の式辞に始まり、主催者である工藤貴
子所長の挨拶に続き、来賓である石崎泰樹群馬大学長、平田
郁美群馬県教育委員会教育長、簑輪欣房放送大学群馬同窓
会会長の3名の方からご祝辞を賜りました。続いて記念講演会
では、群馬大学名誉教授で寄生虫学の世界的権威である嶋田

淳子先生を講師にお迎えし、「学びと創造でその先へ」と題して
ご講演頂きました。ご講演では、中米エルサルバドルとの国際共
同研究のお話を主として、学びから創造（研究）への繋がりや女
性研究者ならではの経験談等もあり、92名の視聴者（対面66
名、オンライン26名）は熱心に聞き入っていました。その後の質
疑応答の時間にも、会場とオンライン参加者からの多くの質問
があり、盛況のうちに閉会となりました。更に、ホール外のスペー
スにて同時開催された学生サークル及び群馬同窓会活動の紹
介も、当学習センターの活発な学生活動の様子を外部の方々に
アピールする絶好の機会となりました。

学習センター・学生の活動
Annual Review 2025

9月28日（日）13時から愛媛学習センター4階講義室にて「卒業証書・学位記授与式」
が挙行され、卒業生26名のうち12名が出席されました。
式典では、岩永学長からのメッセージ上映に続き、吉田所長から卒業生一人ひとりに
卒業証書・学位記の授与と式辞の後、卒業生を代表し、松本正さんより謝辞が述べら
れました。
2025年度第1学期愛媛学習センター卒業生26名
≪教養学部≫生活と福祉コース9名、心理と教育コース8名、社会と産業コース3名、人
間と文化コース3名、情報コース3名

愛媛学習センター
2025年度第1学期 卒業証書・学位記授与式

9月28日(日)14時30分より、愛媛学習センター４階講義室にて「入学者の集い」を開催
しました。
新入生６名が参加し、学長メッセージ上映、吉田所長挨拶、客員教員紹介、オリエン
テーション、施設案内を行いました。そのあと､｢愛媛にぎたつ同窓会」主催によるサー
クル紹介が 行われ、新入生と在学生が交流を行い、親睦を深められました。

2025年度第２学期入学者の集い

群馬学習センターは開設40周年を迎えました　

北海道

35周年 30周年 30周年 40周年 40周年 40周年 40周年

2025年度 周年一覧
SC/SS

設置年度
（西暦）

2025年度

平成2
(1990)

平成7
(1995)

平成7
(1995)

昭和60
(1985)

昭和60
(1985)

昭和60
(1985)

昭和60
(1985)

山形 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京文京

神奈川

40周年 25周年 30周年 35周年 30周年 35周年 35周年

SC/SS

設置年度
（西暦）

2025年度

昭和60
(1985)

平成12
(2000)

平成7
(1995)

平成2
(1990)

平成7
(1995)

平成2
(1990)

平成2
(1990)

浜松SS 岡山 広島 愛媛 福岡 沖縄

2025年度第1学期「卒業証書・学位記授与式」を９月20日（土）に、東京文京学習セン
ターで開催しました。当日は54名の卒業生が参加し、熊野所長が一人ずつ名前を読
み上げ、学位記の授与を行いました。所長をはじめ、客員の先生方から、専門を交えな
がら卒業生への温かいメッセージがあり、熱心にメモをとる方々の姿もありました。
2025年度第1学期東京文京学習センター卒業生156名
≪教養学部≫生活と福祉コース29名、心理と教育コース62名、社会と産業コース20
名、人間と文化コース21名、情報コース14名、自然と環境コース10名

東京文京学習センター
2025年度第1学期 卒業証書・学位記授与式

2025年度第2学期「入学者の集い」を10月５日（日）に開催しました。当日は、75名の
参加がありました。所長や客員の先生から専門を交えながら、新しく入学された皆さん
の学びを心から応援する言葉があり、メモをとる学生の姿もありました。
2025年度第2学期東京文京学習センター入学者
教養学部958名、大学院修士課程78名、計1,036名

2025年度第２学期入学者の集い

学習センター及びサテライトスペースでは、開設を記念した周年記念式典が開催されている。

周年記念式典

入学者の集い・学位記授与式
３月下旬～４月上旬及び９月下旬～10月上旬に各学習センターで開催された。
開催した東京文京学習センター及び愛媛学習センターの様子を紹介する。

記念講演会岩永学長式辞
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今年のかいつぶり文化祭は、2日間にわたって開催されました。初日の11月1日（土）は午後から、
「折り紙作り」や「百人一首大会」でスタートしました。そして、「学友・同窓会の活動紹介」や「お茶タ
イム」と続き、「カリンバ演奏」「輪投げ」「合唱」などの体験活動も行われました。
2日目の11月2日（日）は、「作品・収集品展示」「映画観賞会」「昼食懇談会」「図書リサイクル市」な
どの催しが行われました。滋賀学習センター所長や公開講演会講師と「お茶しましょう」の企画も
行われました。
往年のころより参加人数は少なくなってきたようですが、参加されて
いる方々の親密度は高く、笑顔がとっても素敵でした。

滋賀学習センター「かいつぶり文化祭」

文化祭
毎年、多くの学習センターで文化祭を開催し、学生の学習成果や
学生団体（サークル）活動の成果を発表、披露している。文化祭は

学生同士の交流の場であると同時に、教職員、そして地域の人々
も参加し、交流を深める機会となっている。

学生研修旅行
学習センターでは、学習活動の一つとして、研修旅行
を年1回程度開催している。研修旅行は、学生・教職

員の親睦のよい機会ともなっている。訪問先は、学術
機関、地域の名所・旧跡、体験学習など多彩である。

10月8日（水）、学生研修旅行を実施しました。毎年お世話になっているバスガイドの福島さんの案内で、焼走り溶岩流や旧松尾鉱山を
訪れました。
最初の目的地は焼走り溶岩流。小雨の中を歩いた後、バスは霧に包まれた道を進み、旧松尾鉱山へと向かいました。山頂に到着した頃
には、一転して雲が晴れ、青空が広がるというドラマチックな展開に、参加者一同感動の声を上げていました。その後は快晴に恵まれ、
絶好の研修日和となりました。 
今回の旅行のメインとも言える中和処理施設では、年間約7億円をかけて、1日あたり約900m³もの坑廃水が処理されているとのこと。
もし施設の稼働が止まれば、年間500億円もの被害が出ると試算されているそうです。汚水はバクテリアや中和剤を用いて処理され、生
成された中和沈殿物は貯泥ダムに堆積。その上澄み水が赤川へと放流される仕組みについて、丁寧な説明を受けました。 
昼食は八幡平マウンテンホテルにて。なんと、シェフの方が放送大学にご縁
のある方で、心のこもったおもてなしをしてくださいました。
午後は、日本初の地熱発電所である松川地熱発電所を見学。今後2～3年
かけて新しい施設へと生まれ変わる予定で、シンボルである冷却塔も撤去
されるとのこと。今回見学できたのは貴重な機会でした。 地熱トンネルが開
通した瞬間の映像や、地熱を利用した発電の仕組みについても詳しく学ぶ
ことができました。 
どの施設でも活発な質疑応答が行われ、予定時間を少しオーバーしてしま
いましたが、実り多い充実した一日となりました。

岩手学習センター学生研修旅行

公開講演会
学習センターでは、誰でも参加できる公開講演会、公開講座、シ
ンポジウム等を多数開催している。本学教員に加え、各地域や
分野で活躍する多彩な方々を講師にお招きし、本学学生に限ら

ず、地域の人々に役立つ様々な話題について最新の知識が得ら
れ、共に考える機会を提供した。

2025年11月16日、横浜市大岡地区センター大会議室にて、横浜市大岡地区センターと放送大学神
奈川学習センターの共催で、青山 浩之横浜国立大学教授による講演会「美しい文字を書く」が開催
されました。
青山先生は「美文字王子」の愛称で知られ、テレビなどのメディアに多く出演しており、ご存じの方も
多いと思います。美文字に関する著書なども多数出版され、今回も「美しく見える文字のポイントと
は？」をテーマにご講演いただきました。 
講演では、実際に文字（お手本）を書きながら、読みやすく美しい文字の原理・原則について解説し、美文字を書くためのポイントを
やさしく教えていただきました。 
今回の講演で強調されていたことは、線と線の余白部分のバランスに着目して文字を書くということで、特に横画の多い文字を例
に、バランス良く美しい文字を書くためのポイントを解説され、参加者も実際に文字を書きながら熱心に聞き入っていました。 
青山先生の明るく優しい人柄が相まって、講演終了後も多くの参加者から質問や相談が寄せられており、活発で和やかな雰囲気の
講演会となりました。青山先生の文字を書く時の姿勢の美しさが、とても印象的な講演でした。

神奈川
学習センター

《学生研修旅行行程》
岩手学習センター出発（八幡平市へ）→焼走り溶岩流→旧松尾鉱山新中和処理施設→昼食（八幡平マウンテンホテル）→松川地熱発電所、
松川地熱館→道の駅もりおか渋民たみっと→岩手学習センター到着
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開催日

テーマ 美しい文字を書く
2025年11月16日（日）

講　師 青山 浩之（横浜国立大学教授）

2025年8月31日（日）うるま市立中央図書館との共催により「放送大学公開講演会2025～世代を超
えて学び合う沖縄の行事～」をうるま市立中央図書館で開催しました。 
当学習センターや沖縄国際大学・沖縄大学でも非常勤講師を務める稲福政斉先生に「盆の行事と
供え物」についてご講演いただきました。
旧盆前の講演ということもあり、会場には60名ものご参加がありました。 参加者からのアンケートで
は、『本土のお盆との相違点や諸々の由来を学ぶことができた』 『中国、日本、仏教等取り入れ、ほん
との琉球の先祖供養等、特にお盆の行事に関して知らない事も多くて、今日の講話たいへん勉強になりました。感謝します。』『お供
えしている理由や由来を知ることができておもしろかった。面倒がらずにきちんと準備してお供えしようと思った』など多くの感想が寄
せられました。

沖縄
学習センター

開催日

テーマ 世代を超えて学び合う沖縄の行事
「盆の行事と供え物」
2025年8月31日（日）

講　師 稲福 政斉（放送大学沖縄学習センター非常勤講師）
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（2025年度）

（注）特別聴講学生とは、他の大学等の学生で当該大学等と放送大学との協定に基づき、本学において科目の履修を行っている学生です。 

教養学部
全科履修生

選科履修生

科目履修生

特別聴講学生

合　計

在学生数
学生の種別等 在学生

単位：人

学校図書館司書教諭講習 799
集中科目履修生  単位：人

学生の種別等 在学生

61,345

12,973

5,359

3,133

82,810

修士全科生

修士選科生

修士科目生

修士特別聴講学生

博士全科生

合　計
（2025年度第2学期）

639

2,146

463

14

91

3,353

大学院 教養学部
全科履修生

選科履修生

科目履修生

特別聴講学生

合　計

入学者数
学生の種別等 合　計

単位：人

学生の種別等 合　計

13,891

12,919

9,899

4,143

40,852

１学期

8,672

8,389

4,540

1,010

22,611

２学期

２学期 合　計

5,219

4,530

5,359

3,133

18,241

（2025年度）

修士全科生

修士選科生

修士科目生

修士特別聴講学生

博士全科生

合　計

（2025年度）

233

2,114

818

22

15

3,202

大学院 １学期

233

1,518

355

8

15

2,129

２学期

ー

596

463

14

ー

1,073

2,101 3,711 5,812 149,618

学部卒業者数 単位：人

（2025年度）

1学期 累　計

２学期 合　計

2 191 193 7,540

大学院修士課程修了者数 単位：人

1学期 累　計

２学期 合　計

ー 7 7 59

大学院博士後期課程修了者数 単位：人

1学期 累　計

（2025年度）

役員

教員

学習センター所長

事務職員

合計

7

88

50

248

393

教職員数

  (2025年4月1日現在）

  (2026年3月31日現在）

単位：人

大学院

大　学

短　大

高　専

合　計

16

331

88

17

452

単位互換協定締結校数 単位：校

学校の種別 校　数

  (2026年3月31日現在）

専門学校

高等学校

看護師学校養成所

合計

82

13

15

110

連携協力校数 単位：校

学校の種別 校　数
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■ 全科履修生 ■ 選科履修生 ■ 科目履修生 ■ 特別聴講学生

■ 修士全科生 ■ 修士選科生 ■ 修士科目生 ■ 修士特別聴講学生

■ 博士全科生

61,345
(71.2%)

合計
86,163
(100%)

12,973
(15.1%)

5,359
(6.2%)

3,133(3.6%)
639(0.7%)

14(0.0%)2,146(2.5%)
463(0.5%)

91(0.1%)
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